

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　俺が目を覚ますと、見慣れぬ天井がそこにあった。

（ここはどこだ？　無性に頭が痛い。喉が痛い。身体からだもだるい）

　暗い。

　カーテン越しに差し込む月明かりはおろか、電化製品が放つささやかな光の点滅すら、俺の目には届かない。

（今何時だ？　そうだ。スマホ、スマホはどこだ）

　光源と情報を求めて、俺は仰あお向むけに寝転がったまま手を伸ばす。

　しかし、空気を掴つかむばかりで、一向に手ごたえがない。

　仕方なく重い身体を起こす。

「ウッ。ゲホッ。ゲホゲホゴホ！」

　それは不意打ち気味にやってきた。

　喉に突きをくらったかのような息苦しさ。

　確かに俺の扁へん桃とう腺せんは腫れてるっぽいけど、これはそういうのとは違う不快感だ。

　思わず首に手をやると、冷たい金属の質感。

（これは、首輪と──鎖？）

　首を取り巻くドーナツ状のチョーカー。

　そのチョーカーの首の後ろにあたる部分に鎖が連結され、さらにどこかへと伸びていた。

（鎖で繋つながれている。つまり──俺は監禁されている？）

　その事実に気が付いた瞬間、鳥肌が立った。

　この悪寒も、多分体調不良のせいではない。

（冷静に、冷静になれ）

　深呼吸して、じっと目が暗闇に慣れるまで待つ。

　殺風景な部屋に、ぼんやりと浮かび上がる直方体のシルエット。

（箱？）

　俺は鎖の長さに気をつけながら、箱に這はい寄った。

　幸い、そちらは鎖の限界とは逆方向だったらしく、難なく辿たどり着く。

　ツルツルとザラザラの中間くらいの紙。

　箱はダンボールのようだ。

　ダンボールの上に何かがのっている。

　スベスベした感触の、薄く平たい板。

　右隣には三本の指に馴な染じむ、短めの棒。

　それは、いくら薄ぼんやりとしていても、俺が見間違うはずのない物体だった。

（液晶タブレット！　これで助けを呼べる！）

　液晶タブレット──液タブは使い慣れた道具だ。

　電源の位置は見なくとも分かる。

　起動音がやけに大きく聞こえた。

　画面が点灯する。

　ネットには繋がっていない。

　画面の端に表示された時刻によれば、今は二十三時十七分らしい。

　インストールされているアプリは、イラストソフトただ一つのみ。

（でも、これは、確かに俺のタブレットだ。どうして、こんな所にこれが──）

　ガタ、ドタ、ガタ、ガタ、ドタドタドタドタ。

　何かを思い出しそうになったその時、不意に部屋の外から物音が聞こえた。

　ギイイイ。

　俺が振り向くと同時に、開かれるドア。

　部屋の電灯がつく。

　眩まばゆい光に反射的に目を閉じた。

　再び目を開いた次の瞬間にはもう、俺の前に女子高生がいた。

　なぜ女子高生と分かったかといえば、制服を着ているからだ。

　制服だけなら女子中学生の可能性もあるけど、身体の発育的にその線はない。

　俺は、下から見上げるように彼女を観察する。

　裸は足だしだ。

　ボトムスは短めのスカート。

　トップスはブレザーとシャツ。

　シャツは第二ボタンまで開け放たれて、鎖骨がはっきりと見えている。

　口元には黒マスク、指にはネイル。

　小顔で、目はぱっちりとしている。

　髪は黒で、腰にかかるくらいのロングヘアである。

　マスクのせいで断言はできないけれど、雰囲気で美少女だと分かるほどの美少女だ。

　ここまではいい。

『いかにも今時な女子高生』の一言で説明がつく。

　しかし、彼女はどうしても今時の女子高生には似つかわしくない物を、右手に装備していた。

　包丁だ。

　家庭で普通に使われている一般的な三徳包丁である。

　もちろん、女子高生が包丁を持っていてもいい。

　それが台所ならば、愛のこもった手料理などが期待できる。

　だが、その包丁が、俺の鼻先に突き付けられている状態となれば話は別だ。

　そして、幸か不幸か、俺はそんな彼女の姿に見覚えがあった。

（そう。俺は確かに、彼女に会ったことがある──）

　俺は彼女をじっと見つめながら、記憶を手繰り寄せ始めた。




　　　　＊　＊　＊




　俺はスランプだった。

　当時連載していた作品が完結し、新作の企画を通さなければいけない状況。

　なのに、担当編集に売れ線だからと慣れないラブコメの企画を求められ、ろくなアイデアも浮かばず、怒涛のボツが続いていた。
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　現実逃避のために、酒とタバコに逃げる日々が続き、挙句の果てには睡眠薬に頼らなければ眠れないほどのストレスを抱えていた。

　当然、そんな精神状態でいいアイデアが思い浮かぶはずもなかった。

（彼女の姿を見かけたのは、確か、そんな時だったっけ）

　思い出した。

　あれは、新企画の参考にするための漫画を買いに、本屋に行った時のことだった。

　正直、活躍している同業者の漫画がズラっと平置きされているのを見るのも辛つらい時期だった。でも、俺が買いに行った漫画は、嫉妬するのもアホらしくなるほど売れている作品だったから、何とか耐えられた。

　仕事のために買った漫画は経費にできる。

　そのために領収書が必要なのだが、俺の名前は文字にすると結構複雑で、口で言っただけでは中々分かってもらえない。

　なので、自分で書こうとレジのカウンターに身を乗り出した。

　そして、その時にスマホを落とした。

　いや、落としたらしい。

　普通、スマホを落としたら音で気づくだろうと思うのだが、その時の俺は全く分からなかった。

　なにしろ、当時の俺は、常に耳にイヤホンを突っ込んで、外界を拒絶していたし、日中でも常にぼーっとしていて、正常な判断力を有していなかった。

　そんな中でも領収書をもらう余裕だけはあるのだから、我ながらせこい話だとは思う。

　でも、長く自営業をやっていると、買い物する時に領収書をもらうという作業は習慣化していて、ほとんど無意識にやっているのだ。

　ともかく、俺はスマホを落とし、気づかないまま店を出た。そこで、その時、後ろに並んでいた彼女が、俺のスマホを拾って、追いかけてきて渡してくれたという訳だ。

　俺のために一生懸命に走ってきてくれた、何気ない人の優しさをありがたく思った。

　あの時の、肩で息をする彼女の姿が脳裏に焼き付いている。

　彼女は普通の女子高生とはどこか違った。

　女子高生は、最強だ。

　生物として、肉体が最高潮の時期にあり、人間としては無限の夢を見ることが許されている最後の時代だ。

　横おう溢いつする生命のエネルギーは精神的な余裕までももたらし、ただ彼女らは笑い、はしゃぎ、傍若無人なほどの元気さを周囲に振りまいている。

　しかし、彼女はその真逆だった。

　美しくはあっても、生物的な強さはなかった。

　根拠のない精神的な余裕も感じない。

　風が吹けば飛んでいってしまうように弱弱しい。

　彼女には、そういう、現実から逸脱した、どこか儚はかなげな雰囲気があった。

　まあ、そんな俺の彼女への印象も、一言で要約するなら、『浮世離れした』なんて陳ちん腐ぷな表現になってしまうのだけど。

（あの時、何か話したっけ）

　詳細まではよく覚えていない。

　多分、反射的に「すみません」か、「ありがとうございます」くらいは言ったと思うが、もし会話していたとしても、ごく短時間のことだ。二言、三言がせいぜいだろう。

　ともかく、俺と彼女をつなぐ出来事といえば、その一件くらいのものだ。

　でももちろん、女子高生にスマホを拾ってもらったくらいでは、結局俺の生活は何も変わらなかった。

　相変わらず酒は手放せなかったし、タバコの本数は増え、ネームはボツになり続けた。

（その後、どうしたんだっけ。──そうだ。酔った勢いに任せて、引っ越しを決めたんだった）

　あらゆる合法的な薬物の力を借りても、ついに何のアイデアも出なくなった俺は、引っ越しを考えるようになっていた。

　全てから逃げ出したかった。

　それならば北海道か、沖縄か、はたまた海外にでも逃げればいいものを、俺はそうしなかった。

　引っ越しの料金をケチりたいという貧乏性な一面が出た。だから、近場で探すことにした。

　後先考えずに決めた急な転居。春の引っ越しの繁忙期と微妙に被かぶっていたこともあり、引っ越し業者を捕まえるのは難しかった。

　部屋からの退去日までの時間もなく、俺はいっそのこと、家財道具一式を捨ててしまうことにした。引っ越し料金はケチるくせに、家財道具は捨てていくなど矛盾しているが、そんなことも気にならないくらい、俺の頭はおかしくなっていた。

　信心深い方ではないけれど、全てを断捨離して、厄を落としたい気分だった。

　その唯一の例外が、液晶タブレットだった。

　これだけは捨てられなかった。

　他の家電は全て安物だったけれど、液晶タブレットだけは二十万円以上もするちゃんとした一品だったから。それに、液晶タブレットは物というより、自分の一部のようになっていたから、捨てるという選択肢はなかった。

　そんなみみっちい断捨離だったけど、ご利益はすぐに現実となった。

　久し振りに、担当編集と直接会って打ち合わせできることになったのだ。

　最近はネームのやりとりは専らメールばっかりで、オンライン通話をしながらの打ち合わせすらなくなっていたから、嬉うれしかった。

　まだ見捨てられていないのだとほっとした。

　俺は意気揚々と部屋を引き払い、その足で担当編集に会いに行った。

　今度は上手うまくいくかもしれない。

　そんな予感がした。

（まあ、結局、その予感は勘違いだったんだけど）

　やっぱり、ネームはボツだった。

　担当編集は、俺があまりに支離滅裂な内容のネームを送りつけてくるので、心配になって、直接顔を見たかったのだという。

　人と会うのがはばかられるご時世だ。

　打ち合わせという名の面談は、三十分も経たたない内に終わった。

　別れ際、「ネームの締め切りは気にしなくていいですから、あまり根を詰めないでください」と言ってくれた担当編集の目が忘れられない。

　労わるような、哀れむような、あの視線は半分、病人を見る時のそれだった。

　少なくとも、将来を期待している漫画家を見る目ではなかった。

　俺は早々に出版社を後にした。

　帰り際の気分は最悪だった。

　もはや、自分という存在を説明する時に一番上にくる属性が、『漫画家』である自信はなかった。

『無職』か、『自称漫画家』か、『異常者』のどれかがふさわしい気がしていた。

『病は気から』とはよく言ったものだ。

　どん底な気分に呼応するように、身体からだも変調をきたし始めた。

　電車に乗っている間は、漠然と寒気がする程度だった。でも、最寄り駅を降りた辺りから、急激に体調が悪くなっていった。

　改札を出る時にはすでに動どう悸きがひどく、交差点を渡る頃にはそこに頭痛と吐き気が加わった。家まで後１００メートルという所で、強烈な倦けん怠たい感かんが身体を支配しはじめた。

　それでも、足を引きずり、手すりにすがりつくようにして、何とか新居のドアの前まで辿たどり着いた。

　それから、ポケットに手を突っ込んで、財布から鍵を取り出そうとして──そこで、記憶は途切れている。
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　と、いうことは──。

（そうだ。ここは俺の部屋だ。引っ越してきたばかりなのだから、見慣れぬ天井なのは当たり前だ）

　風呂トイレ別の１ＤＫ。

　確かに俺が借りた物件だ。

　こんなことにもすぐに気が付けないなんて、やっぱり俺はどうかしている。

　普通の精神状態ではない。

（俺は、玄関の前で倒れた。近所に住んでいる彼女が偶然それを見つけて、助けてくれた）

　冷静に考えれば、そういうことになる。

　改めて液タブを一いち瞥べつする。

　その日付の表示を信じるなら、俺が倒れてから丸二日経っていることになる。

「君が俺を介抱してくれたのか？」

「……」

　少女は何も答えない。

　ただ包丁を片手に、じっとこちらを見つめている。

　よく考えれば、おかしな話だ。

　俺を助けるだけなら、救急車を呼べばいい。

　鎖に繋つなぐ必要も、包丁を突き付ける必要もない。

　彼女はどうしてこんなことを。

　一体、俺に何の価値が。

「なあ、君──」

　質問を重ねようとする俺に、ツカツカと歩み寄ってくる少女。

「ちょっ待っ！」

　制止する暇もなく、少女は包丁を振り上げる。

　反射的に目を閉じた。

　痛──みはない。

　ただ額にひんやりとした感触。

　恐る恐る目を開ける。

　シャツよりも白い、少女の細腕がそこにあった。

　どうやら、包丁の腹の部分を額に押し付けられているらしい。

　身体が強こわ張ばる。

　声が出ない。

　唇が接着剤でくっつけられたかのように開かない。

　世界が終わったかのような静寂が流れる。

　ただ首筋を流れる冷や汗だけが、時間の経過を告げている。

　永遠にも思える数分が経ち、少女は一歩後ろに下がり、俺から距離を取った。次いで、儀式めいた緩慢な動作で、彼女自身の額に包丁の腹を押し当てる。

（なにがしたいんだ？　訳が分からない）

　少女に直接尋ねる気は起らない。

　彼女を刺激したくない俺にとって、もはや言葉は取扱注意の爆薬に等しいものになった。

　迂う闊かつに口は開けない。

　じっと彼女を観察する。

　少女はそのまま、ムーンウォークのような後ろ歩きで、部屋の外へと出て行った。

　ほっと肩の力を抜く。

　安心できたのは、ほんの束つかの間まだった。

　部屋に戻ってきた少女は、右手の包丁に加え、左手に新たな武器を持っていた。

　ヒュンヒュンヒュンヒュン！

　軽快な風切り音を奏でるその正体は──ストッキング。

　ただし、その中には、ゴロゴロとしたサイコロステーキくらいの大きさの物体が詰め込まれている。

　一般に、ブラックジャックやサップと呼ばれる殴打用の武器だ。

　遠心力を利用することで、非力な女性でも十分な殴打力を得ることができる。

　音も出ないし、流血も少ない。

　まさに殺人には持ってこいの道具と言えた。

「く、くるな！」

「……」

　両手を開いて、前に突き出す。

　もちろん、そんな抑止力のかけらもない動作で止まる奴やつなどいるはずもない。

　少女は威嚇するように包丁を掲げたまま、俺の胸を蹴り飛ばしてきた。

　強制的に仰あお向むけに転がされる。

　一度会っただけの少女に、なぜこんなことをされなければならないのか。

　恐怖が臨界点を超え、怒りと開き直りに転換される。

「ああ、そうかよ！　いいさ！　殺すなら、殺せよ。どうせ漫画を捨てた俺には、もう何もない！」

　俺は両腕と両脚を開き、大の字になった。

　腹にかかる圧力。

　馬乗りになった少女は、ピンと張ったストッキングを俺の首筋に当ててくる。

　また目を閉じた。

　首が締まる。

　自殺方法の不動の一位は首くび吊つりらしい。

　刺殺と殴殺に比べれば、絞殺はマシな死に方なのだろう。

　このまま楽になれるなら、それも悪くない気がした。

「──って、冷たっ！」

　飛び起きる。

　首に巻き付けられたストッキング。

　その中身は、どうやらブロック状の氷だったらしい。

　いつの間にか少女の姿は部屋から消えていた。

（……殺すつもりはないってことか？　訳が分からん）

　ああ、だめだ。

　身体も心もグチャグチャで、上手うまく頭が回らない。

　また眠くなってきた。

　でも、今の不完全な思考能力でも、分かることはある。

　俺は女子高生に監禁されてしまった。

　そのことだけは確かだ。

　恐怖感からくる緊張感が覚醒を維持する。

　しかしそれも長続きせず、やがて瞼まぶたは、圧倒的な生理的欲求に敗北を喫した。
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　目が覚める。

　相変わらず体調は悪いが、昨日よりはマシになっている。

　首に巻かれたストッキングはなくなっていた。

　少女が持って行ったのだろう。

　それにしても、昨日は結局、彼女とは全く意思疎通できないまま朝を迎えてしまった。

　どうしよう。

　常識的に考えて、監禁されてるなんてヤバイ。

（落ち着け。まずは冷静に自分が置かれている状況を観察しよう）

　改めて部屋を見渡す。

　やはり、部屋の中には、ダンボールとその上に置かれた液タブ、そして、俺が寝ていた煎せん餅べい布団以外の物は見当たらない。

　鎖の片端は俺の首のチョーカーに、もう一方の端は壁にはめ込まれたフックに結び付けられ、固定されている。

　雨戸は閉め切られており、外は見えない。

　鎖の長さを気にしながら、窓を目指して這はい寄る。

　ダメだ。分かってはいたけれど、窓の外に出るどころか、手を伸ばしても指すら届かない。

　窓に辿たどり着くには、鎖の長さがあと三～四倍は必要だ。

　まあ、もし仮に指が窓に届いたとしても、内鍵の部分は接着剤っぽい半透明の何かでガチガチに固められているし、どのみち鎖で繋がれてる以上、逃げられないことには変わりない。

（やはりだめか……。試しに大声を出して助けを呼んでみるか？）

　そうすれば、隣人か、もしくは通行人が異常に気が付いてくれるかもしれない。

（でも、仮に気が付いてくれたとしても、警察や隣人が駆けつけるより、彼女が俺を刺す方が早いよな）

　彼女の白魚のような指に握られた、鈍にび色いろに光る無骨な包丁を思い出す。

　それでも何とか脱出しなくちゃ。

　普通の人ならそう考える。考えるべきなのだろうけど……。

（でも、外に出れたとして、どうだっていうんだ？）

　どのみち、行きたい所はない。

　漫画のネタ探しも、資料集めも、全くやる気が起きない。

　なら、鎖に繋がれていたところで大差ないじゃないか。

　そう考えると、一気に脱出する気も失うせてくる。

　ドタドタドタ。

（彼女が来る）

　響く足音。

　煎餅布団へ這い戻り、胡坐あぐらを掻かいた。

　ガチャ。

　ドアが開く。

「……」

　相変わらず少女は無言。

　右手に包丁。左手と胸で支えるようにして、長方形で銀色のトレイを持っている。

　その上には、ヨーグルトとゼリー、そして何だかよく分からないサプリメントが、無造作に盛られていた。スプーンもちゃんとついてる。

　少女は、俺からちょっと離れた床にトレイを置く。

　そして、素足の爪先を使い、スススと床を滑らせて、こちらにトレイを寄よ越こしてきた。

「これは、俺の食事？　──今は別に食欲なんかないんだけど……」

「いいから食べて」

　渋る俺に、彼女は抑揚のない調子でそう言った。

　涼やかなピアノの音色のような声だった。

「……分かったよ」

　スプーンを手に取る。

　もし、このどれかに毒が混ぜられていたとしても、構わない気分だった。

「……」

　少女はまた無言で部屋から出て行く。




　ジーッ。




　っと思ったら、視線を感じた。
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　彼女はドアの隙間から、瞬まばたきもせずにこちらを見つめている。

　そんなに俺が食べているかどうかが気にかかるのだろうか。

　まあ、こんな壊れかけの病人の身体からだにはちょうどいいメニューかもしれない。

　黙々とトレイの上の物体を口に運ぶ。

　見た目から想像される通りの味。

　毒は入ってなさそうだ。

（このスプーン、多分、本物の銀食器だ。トレイも、給食の配膳に使うような安物とは違う）

　ステンレスとは違う、柔らかい感触。

　この食器は当然、俺の物ではない。

　家財は全部捨ててきたし、そもそもこんな高級な食器を買う余裕はない。

　となると、これは彼女がどこからか持ってきたということになる。

（……あの少女は一体何者なんだ）

　そんな疑問を覚えつつ、淡々と食事を終える。

　同時に、彼女の視線が消えた。

　ドアは再び固く閉ざされ、俺は無為の人になる。

　それから数時間、寝転がってぼーっと天井を見つめていたが、彼女からは何の音沙汰もない。

　さすがに少し退屈して、部屋を見渡してみるが、特に新しい発見はなかった。

　そこにあるのは、やはり、ダンボールと、その上に何か物言いたげに鎮座する液タブだけ。

　でも、いくら暇とはいえ、今は何も描く気にはなれなかった。

　寝転がって目を閉じる。

　体調不良を言い訳に、俺は眠りの世界へと逃避した。







監禁３日目







　目が覚める。

　雨戸が閉まっているので、朝か夜かも分からない。

　液タブの時刻を見れば、夕方過ぎ。

　体感では数時間なのだが、どうやら、俺は思っていたよりも長い間眠っていたらしい。

　でも、そのおかげか、昨日に比べればかなり体調もいい感じだ。

　といっても、まだ喉は少し痛いし、身体もダルいから本調子とは言えないのだが。

　ココン、コン、ココン。

　頃合いを見計らったかのように、響くノックの音。

　どこかで聞いたような独特なリズムだ。

「あ、はい。起きてる」

　そんな間抜けな返事をした。

　ガチャ。

　また銀のトレイを持った彼女が現れる。

　トレイの上に盛り付けられたメニューも、昨日と同じだ。

　そして俺もまた、機械的に食事を始める。

　でも、今日の彼女は、部屋の外には出ていかなかった。

　壁に背中を預け、俺が食べる姿を見つめている。

「ごちそうさま」

　やがて食事を終えた俺は、トレイにスプーンを置いた。

「何か描いた？」

　彼女は液タブを一いち瞥べつし、唐突に尋ねてきた。

「いや、何も」

　首を横に振る。

「なんで？」

「描きたくない。……何を描けばいいか分からないんだ」

　あまりにもボツになりすぎたせいだろうか。

　描くのが怖い。

　せめて模写でもしないと腕が落ちると分かってはいるのだけれど、それすらも億おつ劫くうだ。

「そう。それじゃあ──」

　彼女はちょっと考えるように小首を傾かしげ。

「私を描いて」

　あっけらかんと言った。

　まるでそれが当然の権利であるかのような言い草だった。

（彼女を描く？　何の冗談だ）

　口から漏れる自嘲とも呆れともつかない笑い。

「何がおかしいの？」

　少女が眉をひそめ、包丁をちらつかせてくる。

「別に」

　憮ぶ然ぜんと答える。

「じゃあ描いて」

　そう言って、包丁を前に突き出してくる。

「分かったよ。……描けばいいんだろ」

　渋々頷うなずく。

　描くのは嫌だが、命には代えられない。

　そう自分に言い聞かせ、デッサン対象の少女に視線を遣やる。

　髪の毛の色は、単純な黒じゃない。

　毛根の近くほど黒く、毛先にいくとほのかに茶色のニュアンスが混じる。

　まつ毛の長さも一本一本、微妙に違う。

　首筋のほくろ。

　もしくは鎖骨のくぼみ。

　ピアスの位置。

　ネイルのデザイン。

『制服を着た女子高生』という記号を超えた、彼女個人の生物としてのディテールが、目に飛び込んでくる。

（──そういえば、本物の女子高生をデッサンするのは初めてだな）

　ふと思う。

　漫画で女子高生を描いたことなら何度もある。

　適当にネットに転がっている女子高生の写真を参考にしたこともある。

　でも、本物をじっくりと観察して模写した経験なんて、俺にはなかった。

　そういう意味では、ある意味で貴重な機会なのかもしれない。

（言いなりになるのは癪しやくだけど、仕方ない）

　俺はトレイを壁の方へ追いやり、無言でダンボールを引き寄せて、身体の前に置く。

　液タブを起動して、ペンを取った。

「ポーズは」

「適当でいいよ」

　投げやりに答えて、アタリを取る。

「……」

　少女は無言でシャツのボタンを外し始めた。

　胸の谷間が見え、ブラジャーの端がチラ見えする。

　ほのかなピンク色で、精緻な花の模様の刺し繍しゆうが施されている。

　いつか実家で干されていたくたびれた母親のブラジャーとは全くの別物だ。

「コ、コホン。いや、適当にとは言ったけど、なんでそうなる」

　そう突っ込んでみるが、目が離せない。

　っていうか、これ、見ていいやつだよな？

　デッサンだもんな？

「バズマーケティング？」

　小首を傾げる。

「はは、この液タブ、ネットに繋つながってないのに、バズるも何もあるかよ」

　乾いた笑いが漏れる。

　そのズレっぷりに、煩悩がちょっと収まった。

　全く、何を考えてるか分からない娘だな。

（おかしいよな。やっぱりおかしいよ。包丁で脅して俺を監禁している張本人を描くなんて）

　俺の中の冷静な部分がそう忠告するけれど、ペンは勝手に動き続ける。

　あれだけ描くのは嫌だったのにいざ描き始めると、最後までやらないと気が済まない。

　それは、創作意欲と言えるほど美しいものではなかった。

　例えるなら、排便を途中で止められないのと同じで、もっと生理的で呪いじみた感情だった。

（それでも便秘よりはマシか？）

　糞ふん詰づまりのまま漫画家の出来損ないとして死ぬよりは、少女の脅迫という下剤で無理矢理ひねり出した方が、まだしも健全なのかもしれない。

　今の俺は、とても胸を張って漫画家だと名乗れる状況ではない。

　それでもまだこんな感情を持てるなら、ぎりぎりクリエイターを自負しても良いのだろうか？

（にしても、こんな三流漫画家を脅してなんになるんだ。どうせ脅すなら、もっと売れてる奴やつのとこに行けばいいのに。なんで俺なんだ？）

　少女に反感と興味を覚える。

　歯にくっつく最も中なかを食べた後みたいな、じれったい感情だ。

　悩みも疑問も尽きないけれど、あれこれと思考を巡らせながら、俺はペンを動かし続けた。
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　結局、昨日の内には、彼女を描き終わらなかった。

　最初はそこまで凝るつもりはなかったのに、描いている内に細かい所までこだわりたくなってきて、つい時間がかかってしまったのだ。

　だから、今日も彼女の絵を描き続ける。

　少女は、飽きもせず絵のモデルをしている。

　俺は手を動かしているからいいが、彼女はじっとしているだけでつまらないんじゃないかと心配になる。でも、彼女はバイト代も出ないのに、文句一つ言うことはなかった。

　そして、昼食──いつものゼリーヨーグルトサプリ飯を終えて、小一時間くらい経たった頃、ついに絵は完成した。

「できた！」

　ペンを置いて、大きく伸びをした。

「……」

　彼女が、四つん這ばいの格好でこちらへ身を乗り出してくる。

　シャツの隙間から、胸の谷間がチラリと見えてしまい、俺は視線をそらす。

「どうだ？　言われた通り描いてみたけど……」

　液タブを半回転させて、彼女の方へ向けた。

　本当は描きたいから描いたのだ。

　でも、およそ半日以上も女子高生を凝視していたという事実が急に照れくさくなって、彼女のせいにした。

（彼女にまで酷評されたら目も当てられないな）

　不安だった。

　自分では悪くない出来だと思うのだけれど、他人に評価してもらえる自信はなかった。

　彼女はじっと液タブを見つめている。

　時間としては、カップラーメンもできないくらいの僅かな間。

　もどかしい数分が過ぎる。

　やがて、俺の方を見て、口を開いた彼女の第一声は──

「服を脱いで」

　だった。

（なんで!?）

　予想外の言葉に、俺は面食らう。

　もしかして、怒らせたのだろうか。

　絵の出来が悪かったのか。

　やっぱり、俺の作品なんて、誰の心にも届かないのか。

　でも、だとしても、俺の服なんか脱がせてどうしようというのか。

「えっと、服を脱げと言われも、それは難しいんじゃないか。その、鎖に引っかかるから」

　内心の葛藤を押し隠して、そんな当たり前の懸念を口にした。

「そう。それじゃあ」

　少女は包丁を左手に持ち替え、ブレザーの胸ポケットから右手で鍵を取り出す。

　包丁を俺に突きつけながら、もう片方の手を首輪に伸ばし、

「──これで脱げるでしょ？」

　あっさりと鎖を外す。

「わ、分かったよ」

　着ていたシャツを脱ぐ。

　よく考えたら、数日間同じ服を着ていた。

　春と夏の中間くらいの今の時期は、気温的にはちょうどいいので、そこまで汗は掻かいてないはず。でもやっぱり、女子高生と相対するには、不潔な格好と言わざるを得ない。

「下も」

　彼女は無慈悲に要求する。

「下も!?」

　諾々と従った。

　まずはジーンズを、それからパンツを脱ぐ。

　それでも最後の抵抗で、股間だけは両手で隠して死守した。

「こっちに来て」

　少女は俺の方を向いたまま、後ろ歩きで俺を先導する。

　部屋を出ると、彼女は俺の後ろについた。

　そのままグイグイと、浴室へ押し込まれる。

（もしかして、風呂場で俺を殺して解体するつもりか!?）

　そんな恐ろしい想像が脳裏をよぎる。

「入って」

「えっと、風呂に？　いいのか？」

「……」

　少女は頷うなずく。

　どうやら俺の考えすぎだったようだ。

　素直に浴室に足を踏み入れ、扉を閉める。

　ちゃんとシャンプーとボディーソープが準備されていた。

　身体からだはベタベタしているし、頭も少しかゆい。

　入浴できるのは素直にありがたい。

　シャワーの蛇口をひねる。

　それとほぼ同時に、脱衣室から衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきた。

（えっ、まさかこれは──）

　俺の思考がまとまるより早く、ガラガラと浴室の扉が開いた。

　風呂の鏡に少女の姿が映し出される。

　言うまでもなく、彼女は俺のような全裸ではなく、スクール水着を着ていた。

　当然、マスクをしているし、包丁も右手に持っている。

　漫画でよく見るワンピース型のスクール水着ではなく、上下分離型のセパレートタイプだ。体操服を水着の素材に変えて、肩から先の袖を切り取った形といえば分かりやすいだろうか。

　何となく、今時だと思った。

（これは、これで──アリだな）

　確かに昔のスクール水着の方が煽せん情じよう的ではあるが、野や暮ぼったい今のタイプも、ティーンエイジャーの素朴さが強調されて良い。

「頭から？　身体から？」

　もしかして、洗う順番のことを聞いているのだろうか。

「あの、自分で洗えるけど」

「いいから」

　何がいいのか分からないが、彼女は断固俺の身体を洗うつもりらしい。

「えっと、じゃあ、頭からで」

　おずおずとそう答える。

　刺されるのは嫌だし、下へ手たに抵抗して彼女の機嫌を損ねて、入浴の権利を没収されるのもばかばかしいと思ったのだ。

「そう。じゃあ、目を瞑つぶって」
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　言われるがままに目を瞑った。

　コトンと、何かを置く音がする。

　多分、包丁だろう。

　少女の指が、頭皮をまさぐる。

　どうにもその手つきはぎこちない。

　もちろん、日頃髪を切ってもらっているプロの床屋と比べて下手なのはしょうがない。

　でも、そういう事情を加味しても、彼女はどうやら不器用なようだ。

　しかし、それでも一生懸命に、俺の頭皮の汚れを落とそうと頑張っている。

　力を入れすぎて、痛い時もあるけど、文句は言うまい。

（もしかして、これは絵を描いたご褒美なのだろうか）

　そんなことを考える。

　だとすれば、彼女は俺の絵に、納得してくれたということか。

　もしそうなら、素直に嬉うれしい。

　熱いシャワーの小気味いい感触が、シャンプーと共に頭の汚れを落としていく。

　再び目を開ける。

「次は身体」

「えっと、それじゃあ、上半身だけで。下は自分でやるから」

　俺は強めの口調でそう主張する。

　虜囚の身でも、守りたい一線はある。

「……そう」

　彼女はなぜか少し残念そうにそう呟つぶやいた。

　やがて身体を洗い終えて、俺が湯船に浸つかると、彼女は浴室から出て行った。

　それからしばらくして、脱衣所からゴゥン、ゴゥン、ゴゥンと、重々しいモーター音が聞こえてくる。

（俺の服を洗濯してくれてる？　そういえば、洗濯機があったな。俺が前持ってたのは捨てたし、彼女が買ったのか？　だとすれば、お金はどこから？）

　考えども答えは出ない。

（っていうか、よく考えたら、家族以外の女性に裸を見られたのは初めてなんだよな。それが、こんなアブノーマルな状況なんて……）

　頬ほおが火照るのを感じる。

　湯船に浸かっているせいか、体調不良がぶり返したのか、それとも──。

　浮かんでは消える様々な想像を振り払うように、両手ですくったお湯を顔へとぶつける動作を繰り返す。

　身体が十分に温まり、俺は湯船から上がる。

　水気を軽く払ってから、扉を開けた。

「──うおっ！　いたのか」

　無音で佇たたずむ少女に、慌てて股間を両手で隠す。

「バスタオルと着替え」

　少女が腕に抱えた衣類を投げ渡してくる。

「ああ、助かる──って、なんだよこれ……」

　それらを受け取り、広げた俺は、絶句した。

　バスタオルに、シャツに、パンツにズボン、その全てに俺の作品のキャラクターがプリントされている。

「だから、バスタオルと着替え」

「そういうことじゃなくてさ……」

　自作のヒロインの肌色バスタオルで身体を拭き、マスコット柄のパンツを穿はいて、主人公がプリントされたＴシャツとライバルキャラのズボンを寝間着にする漫画家。

　すごく嫌だ。

　めちゃくちゃナルシストっぽい。

「？　サイズは合ってるはず」

　少女が小首を傾かしげる。

「他のデザインのやつは？　俺のキャラがプリントされてないのなら何でもいいから」

「そんなものはない」

　少女は即答した。

「そうか……」

　奥歯を噛かみしめて、バスタオルで身体を拭く。

　肉体的な虐待は覚悟していたが、まさか精神的な陵辱を繰り出してくるとは。

　かなり恥ずかしいが、かといって他に服はないのだからしょうがない。

（ええい、くそ。痛々しくても服としての機能に大差はない）

　自分自身にそう言い聞かせ、俺はそそくさと服を着こんだ。
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　今日も少女をデッサンする。

　なんだか、彼女を描くのが日課になってきている。

　この部屋には液タブしかないし、少女のご機嫌を取るためには仕方ない。

　それは分かってる。

　でも……。

（こんなことをしてていいのだろうか）

　漠然とした焦燥感がある。

　担当編集からネームの締め切りはいつでもいいと言われてしまったけど、他にも何かやらなきゃいけないことがあった気が……。

　調度品の新調──は、今はいいか。

　ゴミ出しとか、ご近所への挨拶とかは、今考えてもどうしようもない。

　ああ、免許証の住所変更をしなくちゃ、水道、電気料金は引き落としにしたっけ。

　後は──

「あっ！　そうだ！　今日、家賃を振り込む日だ！」

　思わず膝を叩たたく。

「大丈夫。それなら私たちの口座から振り込んでおいたから」

　少女は一瞬驚いたように目を見開いた後、こともなげにそう言った。

「私たちの口座？」

「これ」

　少女はシャツの裾をペロっとめくる。

　おへその下に、黒いウエストポーチが巻かれている。

　海外旅行する時とかに貴重品を入れとくようなやつだ。

　そこからひょいっと取り出された三冊の銀行通帳。

　いずれも見覚えがある。

　これで洗濯機の代金の出所が分かった。

「そ、そうなんだ。よかった。まあ、私たちのっていうか、俺のだけど……」

「違う。『私たちの』。私の分は、ちゃんと自分で出してる。家賃も生活費も折半」

　少女は強めの口調でそう訂正し、通帳をめくってこちらへ見せつけてくる。

　確かに、通帳には覚えのない入金があった。

　出版社からの印税の振り込みならば会社名が印字されるはずだが、その入金記録にはない。

　つまり、彼女が俺の通帳を使って、自分で入金したのだろう。

　結構な額だ。

　少なくとも、女子高生のお小遣いで済まされる金額ではない。

　一体彼女は何者なんだ。

　一つの謎が解けたと思ったら、別の謎が深まってしまった。

「そうなんだ……。……。……。えっ、っていうか、たとえそうだとしても、なんで家賃を振り込めたんだ？　入金はともかく、家賃の振り込みには暗証番号がいるだろ!?」

　一瞬そのまま流しかけて、俺は当然の疑問にぶち当たる。

「はぁ。今時、誕生日を暗証番号にしている人が存在するなんて」

　少女は呆あきれたような溜ため息いきをつき、手持無沙汰に通帳をパラパラとめくる。

「うっ」

　胸を押さえる。

「しかも、ＳＮＳに堂々と生年月日を公開しているとか……」

　ジト目で容赦なく追い打ちをかけてきた。

「ああっ！　そういうことか！」

　床に倒れ伏した。

　自分の不用心さに嫌気がさす。

　こんなガバガバセキュリティでは、彼女に家賃を振り込まれてしまっても当然だ。

　だが、今の俺に、暗証番号を再設定する手段はない。

　こうなったら、開き直ろう。

（なんだか、彼女に養ってもらっているみたいで気が引けてたけど、俺の通帳からお金を出すなら、彼女に遠慮する理由もないよな。彼女は折半とか言ってたけど、お金に色はないし、後で彼女からの入金分を返金するだけだ）

「あの、欲しいものがあるんだけど」

　意を決して口を開く。

「なに？」

「その、タバコとか」

「ダメ」

　彼女はにべもなく即却下した。

「じゃあ、お酒も？」

「ダメ」

　また即答。

「なら、せめて、ガムとか、グミとか、チョコとか。なんでもいいんだけど、俺、口寂しいと作業に集中できないタイプだから」

「……分かった」

　彼女は渋々といった様子で頷うなずく。

　そして、ポケットから取り出したスマホに、指を滑らせた。

　ネット通販のサイトでも見ているのだろうか。

「あ、もちろん、個人的な嗜し好こう品ひんだから、費用は全部俺持ちで」

「それはダメ」

　スマホから目をそらすことなく言う。

　また拒否された。

（まあ、でも、彼女がお金目的で俺を監禁している訳ではないと分かったのは、間違いなく収穫だよな）

　もし金銭目的なら、通帳の暗証番号が分かっている以上、俺を監禁する理由はない。

　いつかニュースで、人をマインドコントロールして奴隷的な労働に従事させて搾取する犯人の事例を見たことがあるけど、彼女がこんなに折半したがる所を見ると、どうやらその可能性も薄そうだ。

　しかし、それはそれで、『なぜ俺を監禁するのか』という疑問は深まるのだが。

「注文完了」

　少女はそう呟つぶやくと、スマホから顔を上げた。

「そうか。楽しみだ」

　頷いて微笑ほほえむ。

「……私はあなたの頼みを聞いた」

　少女はスマホを脇に置き、厳かにそう切り出してきた。

「うん」

「だから、あなたも私の頼みを聞く義務がある」

「頼みって？」

　ごくりと唾を飲み込む。

　一体どんな要求をされてしまうのか。

「……」

　少女は無言のまま、おもむろにハイソックスを脱ぎ捨てた。

　露あらわになった素足に、一瞬ドキっとしてしまう。

　別に卑ひ猥わいなものでもなんでもないのに。

「ま、まさか、指を舐なめろとか言わないよな」

　冗談めかして言う。

　Ｍモノの漫画にはありがちな展開だが、俺にはそのケはない。

「──アホ？」

　少女がちょっと身体からだを引く。

「いや。でも、アホな発言だった。それで？」

「フットネイル」

　少女が自身の足の爪を指さす。

「えっと、ネイルアートを描けってことか？　俺が？」

「そう。あなたのキャラを」

　頷く。

「お菓子の代償がネイルアートなのか？」

「テンションが上がるという意味では同じ」

「なるほど……。でも、俺、ネイルアートなんて描いたことないんだけど」

「……」

　少女が包丁に手を伸ばす。

「ちょっと待て！　嫌とかじゃなくて、ネイルアートなんか描いたことないから躊ちゆう躇ちよしただけだ。挑戦してもいいが、失敗しても怒るなよ？」

　そう釘くぎを刺しておく。

　初挑戦の技術でミスってブチキレられても困るし。

「問題ない。ネイルチップだから」

「ネイルチップ？」

「つけ爪」

　少女はそう言い残し、一回部屋の外に出ると、半透明のアクリルの箱を持って戻ってきた。俺が昔、ミニ四駆のパーツとかを入れてた箱に似ている。

　彼女から軽くレクチャーを受けたあと、胡坐あぐらを掻かき、上半身をかがめて、彼女の足とにらめっこする。

　よく手入れされた爪が、水晶のように輝いていた。

　その上から、つけ爪を装着する。

　水彩画に使うような絵筆を手に取り、ポリッシュを使って彩色を始めた。

　少女は俺の頭上で包丁を振り上げ、じっとその様子を見守っている。

　まるで、薄氷を踏んだアルゼンチノサウルスのように落ち着かない。

（緻密なものより、デフォルメした頭身が低いやつの方が描きやすそうだな）

　屈辱的ではあるが、作業自体は意外と楽しい。

　ネイルサロンを開きたい女子が多い理由がちょっと分かった気がする。

「……」

「……」

　一言も発さず、ひたすら指先に神経を集中する。

　傷一つない綺き麗れいな足だ。

　足首も指も折れそうなほど細い。

（よく考えたら、女子高生の素足って、かなりレアじゃね？）

　巷ちまたでも、夏になれば透けブラ程度なら拝めることもあるし、街にはスカートの短い女子高生が氾濫していて、太ももが見えるのも珍しいことではない。

　でも、剥むき出しの素足はそれこそ海にでも行かない限り拝めないんじゃないか。

　そう考えると、なんかちょっと変な気分になってくる。

　……。

　……。

「やっぱり臭うな」

　無言で悶もん々もんとすることに耐えられなくなった俺は、ぽつりと呟いた。

「!?」

　少女が足を引く。

「いや、マニキュア臭いなってことだぞ」

　閉め切った空間でネイルアートをするのは身体によくないのではなかろうか。

「……っ！」

　少女がいきなり前蹴りを繰り出してきた。

　つけ爪が俺の額に刺さる。

「っ痛てえな！　さっきミスっても大丈夫って言っただろうが」

「別件」

　少女はふいっと顔を背けて呟いた。







監禁６日目







　今日から、いつもの半固形物とサプリのご飯セットに、デザートのお菓子がつくようになった。ガムも、グミも、チョコも、全部ある。

　昨日の今日だが、きっと某密林のお急ぎ便でも使ったのだろう。

　置き配を使えば、配達員と顔を合わせることもない。

　俺はお菓子を摘つまみつつ、今日も今日とて彼女を描く。

　糖分を脳に入れると、心なしか筆がのる気がした。

　調子に乗ってバクバク食べていると、すぐに配給された分だけじゃ足りなくなる。

「あの、おかわりとか、もらえたりしない？」

　控えめにそう尋ねる。

　今日三度目のお願いだ。

　居候ではないが、三杯目にはそっと出すのだ。

「今日はこれだけ」

「そんなこと言わずに」

「もうない」

　彼女は首を横に振る。

「まとめ買いしなかったのか？　その方がお得だろ」

「でも、あればあるだけ食べそう」

「……」

　反論できなかった。

　事実、俺にはまとめ買いした方が安いと倹約家ぶって、暴飲暴食を重ねて堕落していった前科がある。

　反省からうなだれていると、彼女は部屋から出て行った。

（強欲っぷりに愛想を尽かされたかな……）

　と思ったら、すぐに戻ってきた。

　手には、白い粉の入った小袋。

（ヨーグルトについてくる砂糖か……。俺の健康のために、糖分を取りすぎないように調整してくれていたんだな──って、え？）

　ますます自省の念に駆られる俺の前で、彼女は突拍子もない行動に出た。

　ピリッと小袋を破き、砂糖を彼女自身の左手の指にふりかけはじめる。

「ん」

　そして、無造作に左手を俺の口の前に突き出してきた。

「え、いや、大丈夫。子どもじゃないんだから、お菓子くらい我慢できるって！」

　後ずさり、激しく首を横に振る。

「ん！」

　それでも彼女はムッと眉をひそめ、砂糖まみれの人差し指を突き出してくる。

　包丁を握る彼女の右手に力が込められるのを見て、早々に抵抗を諦めた。

「い、いただきます」

　少女の人差し指をしゃぶる。

　甘いし、何だかいい匂いもする。

　指紋の独特な感触が、舌に伝わってくる。

　確かにこれなら、口寂しくはない。

　でも、まるで赤ん坊のおしゃぶりを口に突っ込まれたかのような情けない気分だ。

　これが、彼女が俺を教育する目的からの行動だとするならば、大成功だ。

　明日からもう、お菓子のおかわりを望むことはないだろう。

（ますますこいつのことが分からなくなってきた）

　お金関係のけじめはきっちりとしている。

　酒やタバコが身体に悪いという常識もある。

　でも、みだりに男を挑発してはいけないということは知らないらしい。

　確かに彼女は包丁を持ってはいるが、もし俺が反撃に出たらどうするつもりなんだろう。指に噛みついて、包丁を奪い、逆に彼女を押し倒すかもしれない。

　もちろん、実際の俺にはそんな度胸も体力もないが、可能性としては十分にあり得ることだ。

「おしまい」

　チュポンと少女が俺の口から指を引き抜く。

「お、おう」

　その後、何事もなかったかのように、俺のデッサンは続いた。

　ちぐはぐなモラルに、少女のミステリアスさが深まった一日だった。







監禁７日目







　気分がいい。

　体調がついに完全といっていい状態にまで回復した。

　きちんと睡眠を取り、酒とタバコを断ち、彼女から提供された健康的？な食事を続けた成果だろう。

　身体からだが元気になってくると、彼女の生態について考察する余裕も出てくる。

　やはり、制服を見るに、彼女は女子高生ということで間違いないのだろう。

　もっとも、制服は通販で買ったコスプレという線もあるが、少なくとも彼女のそれはパーティーグッズとして使われるような安っぽい質感ではない。

　フリマアプリなどを通じて、本物の制服を卒業生から購入した可能性もなくはないけど、そこまでして制服にこだわる意味もないしな……。

（というか、『桜おう葉よう』か。確か、近所でも有名な私立のお金持ち学校だった気がする）

　制服に縫い付けられた校章を見て、俺はそんなことを考える。

　子どももいなければ、まともな受験もしていない俺は、この手の学校の情報に詳しくない。

　でも、確か、近所のスーパーですれ違った中年の女性が、『はは、うちには桜葉に通わせるお金なんてないわよ。公立で十分』みたいな会話をしていた気がする。

　そんな言葉が出るくらいの学校だから、きっと授業料もかなり高いと推察される。やはり、お金持ち学校なはずだ。

　お金持ち学校に通うような余裕のある学生はきっと、フリマアプリで制服を売って小銭を稼ぐような真似まねはしなそうだ。

　と、なると、やはり彼女の着ている制服は、彼女自身の所有物であると考えてよいだろう。

　ともかく、彼女が正真正銘の女子高生だとすれば、こうやって平日の昼間に、俺の絵のモデルになっているというのはおかしい。

　学校に行かなくていいんだろうか。

　もちろん、サボりがちな学生もいるだろうけど、彼女はそういう雰囲気でもない。

　俺だって日中ずっと絵を描いていられるほど集中力がある訳ではないから、モデルになっている時以外の彼女は、キッチンスペースにいる。

　でも、その時でも、彼女が外出している様子はない。

　常に部屋の外に彼女の気配を感じるのだ。

　その証拠に、俺がいつ「トイレに行きたい」と声をかけても、彼女は応えてくれる。

（ある意味、贅ぜい沢たくな監禁生活といえるのだろうか。普通、監禁生活の排はい泄せつ物ぶつ処理の定番といえば、おまるかおしめだよな……）

　少なくとも、映画やマンガではそうだった。

　監禁する側だって毎回トイレに付き合うのはめんどくさいし、仕事もある。

　加えて、被監禁者を精神的に服従させ、人間としての尊厳を踏みにじる効果を狙って、トイレに行く権利を奪うのだ。

　しかし、彼女は毎回、包丁と外した鎖を持って、律儀にトイレについてくる。

　ということは、彼女は俺を虐待したい訳ではないのだろう。

　むしろ、彼女に監禁されてから、前より元気になってる訳だし。

（そういえば、深夜はどうしてるのかな？　さすがに家に帰ってるのだろうか）

　ふとそんなことが気にかかる。

　監禁生活に入ってから、彼女に食事を始めとした生活リズムをコントロールされているため、半強制的に規則正しい生活を送っている俺。

　睡眠サイクルも、夜の十一時前には床に就き、朝の七時前後に起きるという健康的なものになっている。

（一応、これも反抗ということになるのだろうか）

　疑問を解決するために、いつもより早めに眠りにつく。

　そして、朝の五時頃、むくりと起き出し。

「ごめん！　トイレに行きたいんだけど！」

　と部屋の外に声をかけた。

　まだ余裕はあるけど、トイレに行きたいのは本当だ。

　数秒は無反応。

　やがて、ドタガタゴソと、忙せわしない音が聞こえてくる。

（やっぱり、彼女は完全にこの部屋に居ついている）

　そう判断して良いようだ。

　ガチャ。

　やがて、ドアが開く。

　少女はいつも通りの制服姿であった。

「……」

　彼女は眠たげに目を擦こすりながら、包丁片手にこちらへとやってくる。

　いつも通りに鎖を外し、その端を持って、俺を部屋の外へと連れ出した。

「夜はパジャマを着て寝てるんだな」

　視界の端に入った、脱ぎたての衣類を一いち瞥べつして言う。

　フードはドクロ柄で、身体部分にはゾンビがプリントされている、独特なデザインだった。

　その横には寝袋もある。

　こちらも吸血鬼の棺ひつぎを模したようなおもしろいデザインだ。

「！」

　彼女は俺の言葉に、予想外の機敏な反応をした。

　素早く寝袋を足で動かして、パジャマを隠す。

　パジャマを見られるのが恥ずかしいのだろうか。

　スク水姿は見られてもＯＫだけど、パジャマはダメなのか。

　基準がよく分からない。

「なんか、すまん」

　頭を下げた。

　ただ何気なく目に入った物に言及しただけで、別に彼女を恥ずかしがらせたかった訳ではない。

「いいけど」

　彼女はぶっきらぼうに言った。

　俺はそそくさと用を足して、水を流す。

「──ちょっと待ってて」

　彼女はそう続け、鎖を持ったまま、入れ替わるようにトイレに入った。

　再びトイレの水が流れる音がする。

　用を足し終えるには早すぎるので、いわゆる音消しというやつか。

（そういえば、今、ＪＫと、トイレや風呂を共有してるんだよな……）

　少女がこの部屋に居ついているという事実から当然に導かれる結論なのだけれど、改めてこうして見せつけられると、やっぱり気恥ずかしいものがある。

　ドン。

　不ふ埒らちな想像を咎とがめるかのように、トイレのドアが揺れる。

「──を」

　少女が何かを訴えてる。

「えっ？　なに？　聞こえない！」

　叫び返す。

　彼女の声はただでさえ小さいのだ。

　ドア越しで聞き取れるはずがない。

　耳に手を当て、顔をドアに近づける。

「トイレットペーパーを」

　ガチャ、バタン。

　コンマ数秒だけトイレのドアが半開きになり、すぐに閉じた。

「あ、ああ！　はいはい！　そういうことね」

　俺は慌てて洗面所へと走る。

　鎖の長さがギリギリだったが、なんとかトイレットペーパーを取り出して、トイレの前に舞い戻った。

「持ってきたよ！」

　トイレに背中を向け、後ろ手でトイレットペーパーを差し出す。

　ガチャ。

「遅い」

　少し苛いら立だたしげな少女の声と共に、俺の手が軽くなる。

　再びドアが閉まる音。

（あー、びっくりした……。さっきあの娘こがドアを開けた瞬間に見えたのは、多分、黒い下着、だよな？）

　ひょっとして、これは何かの罪に問われるやつだろうか。

　というか、そもそも、少女は俺にパンツを見られたことに気づいているのか？

　気づいてないとしたら無防備すぎるし、もしわざと見せるつもりだったなら男という生き物を舐なめすぎていると言わざるを得ない。世の男が全て、俺のようなヘタレばかりとは限らないというのに。

　さらに懊おう悩のうの種が増え、それ以上彼女の生態について真面目に考察を続けるような気分になれなかった俺は、そのまま寝床へと戻り、身体を横たえた。







監禁８日目







　監禁生活の一番の楽しみといえば、やっぱり食事だ。

　入浴も食事と同じくらい楽しみだが、毎日のことではないから、どちらかといえば食事に軍配が上がる。

　もちろん、お菓子だって嬉うれしいが、それも所詮はおやつ。

　やはりメインの食事が、毎日の張り合いになっていることは間違いない。

　しかし、今日も、出てくる食事は代わり映えしない、ヨーグルト、ゼリー、サプリの三点セット。病人食としては悪くなかったが、さすがに飽きてくる。

「ごちそうさま」

　そんなことを思いながら、昼食を胃に流し込み、手を合わせた。

「おそまつさま」

「あ、あの、こういうメニューも消化にはいいんだろうけどさ。そろそろ体調も良くなってきたから、もう少し、ちゃんとした食事をしたいんだけど。もっと濃い味っていうか、ちゃんと噛かみ応えのあるものっていうかさ」

　トレイを回収して部屋から出て行こうとする彼女に、そう声をかける。

「道具がない」

　彼女は再びトレイを床に置いて、ヘタリと座り込んで言う。

「確かに、俺は引っ越し前に、食器も調理道具も全部処分したからな」

「そう」

　彼女が曖昧に頷うなずく。

「あれ、でも、このトレイとかスプーンは、俺の物じゃないよな？　これ、どうしたの？」

「私の家にあった物を適当に」

　本当に適当そうに言う。

　やはりこの銀食器は彼女の物だったか。

　制服の件と照らし合わせても、どうやら彼女は裕福な家庭の生まれのようだ。

「じゃあ、その包丁も？」

「包丁は買った」

「君の家にはトレイとスプーンはあっても、包丁は置いてないのか？」

「料理禁止」

　色々と複雑な家庭環境のようだ。

「……そうなんだ。えっと、包丁を買ったなら、他の道具も揃そろえたらどうかな。包丁だけっていうのは、その、Ｇペンを買ったのに、インクと紙は持ってないみたいで落ち着かないからさ」

　俺は下へ手たな例えを用いながら、必死にそう訴えかける。

「私の手料理が食べたい？」

　彼女は小首を傾かしげて、じっとこちらを見てくる。

「う、うん、できれば」

　頷く。

「そう」

　少女は素そつ気けなくそう言って立ち上がり、部屋から出て行く。

「ご、ごめん！　図ずう々ずうしかったか？　あ、あの無理そうなら、全然レトルト食品とか、インスタントでもいいんだけど」

　彼女の機嫌を損ねてしまったのかと不安になった俺は、物言わぬドアにそう語りかける。

　……。

　……。

　……。

（調子に乗りすぎたかな……）

　俺がお座りの格好で反省状態に入ってから、十分も経たったころだろうか。

　再びドアが開く。

「──明日の夕方までには届くから」

　彼女はドアの前に立ち、俺から微妙に視線をそらしながら、スマホに表示された注文画面を見せつけてくる。そこには、レビュー的には高評価な調理道具一式がずらりと並んでいた。

　どうやら、先ほどの素気ない態度は照れ隠しだったらしい。

「あ、ありがとうな。希望を聞き入れてくれて」

「あまり、期待はしないで」

　それだけ言い残し、トレイを回収して去って行く。

（そう言われても、期待しちゃうよな……。家族以外の女性の手料理なんて食べたことがないし）

　監禁生活に新たな楽しみが増えたようで嬉しい。

「対価の話だけど」

　ドアの隙間から少女が顔を出し、思い出したように言う。

「……ああ、食事の？　よしっ、今度は、手の指にネイルアートでも描くか？」

　前回の作業でコツはつかんだ。

　今度はもっと上手うまくやってみせる。

「いい」

　少女は首を横に振る。

「じゃあ、俺は何を？」

「漫画を描いて」

　即答し、俺の心の奥を見透かしたような鋭い視線を送ってくる。

「いや、でも漫画は、デッサンと違って、描けと言われたから描けるようなものじゃなくてな。ほら、ストーリーとか構図とか、色々考えないといけないし──」

「いいから」

　少女は俺の言い訳を遮り、ドアの隙間から包丁の切っ先を覗のぞかせる。

「……」

「漫画を描いて」

　念を押すように繰り返し、ドアを閉める。

（描けと言われて描けるなら苦労しねえよ）

　心の中で悪態をつきながらも、液タブと向かい合う。

　唸うなって、頭を抱え、のたうち回っても、やはり新しい物語は浮かんでこない。

　手作り料理への甘い期待は、いつの間にか消え失うせていた。







監禁９日目







　朝食を食べた後。

　液タブとのにらみ合いは続く。

　適当にコマ割りしては消し、キャラっぽいラフを描いては消しの繰り返しだ。

　そもそも俺がそんなポンポン名作を思いつく有能なら、何度も編集からネームボツをくらったりはしない。

（──いや、待てよ？　今回は別に商業レベルのおもしろい話を描かなくてもいいのか。ひどい出来でも構わない。これでお金をもらう訳でもない。編集の感触や、ＳＮＳでバズるかなんて気にしなくてもいいんだから）

　少女はただ漫画を描いてと言っただけだ。

　それなら何も難しいことはない。

　担当編集の言うような売れるラブコメマンガではなく、あくまで少女の歓心を買うための漫画でいい訳だ。

　そう思うと、かなり気が楽だ。

（それなら、やっぱりあいつが出てくる漫画の方がいいよな）

　思えば、これまで彼女との監禁生活に起きた出来事の中で、ストーリーになりそうな出来事がいくつかあった。

（日常モノの四コマでいいか）

　ペンを取った。

　最初は、彼女に砂糖まみれの指を食べさせられた件を元に、四コママンガを描く。

　あっけなく、三十分もしない内に出来てしまった。

　これまで抱いていた、漫画を描くことへの抵抗が嘘うそのようだ。

（さすがにこれだと手抜きだと思われるか？　ショートでも描くか。どうせなら、遊んでやる）

　今度は昨日の会話をネタにしたショートマンガに手を出した。

　読者受けを気にしなくていいとなると、斬新なコマ割りやキャラデザも試してみたくなり、どんどんのめり込んでいく。

「……」

　気づいた時には、彼女が側そばにいた。

　床には銀色のトレイが二枚。

　そこで、俺はもう、今が夕食の時間だと気が付く。

　昼食は抜いてしまったらしい。

「あっ、ごめん。今食べる」

　慌てて、ペンを置いて、スプーンに持ち替えた。

「いい？」

「あ、ああ、読んでいいぞ。細かな仕上げはまだだけど、それでもよければな」

　急いで昼食分を掻かき込みながら頷く。

「……」

　少女が液タブを操作する。

　一枚一枚を噛みしめるように読み進めている。

　その様子をハラハラした気持ちで眺めながら、夕食分のゼリーを、ゆっくりと舌の上で転がした。

　やがて、俺が二食分の栄養摂取を終えた頃、彼女が液タブから顔を上げる。

「ど、どうだ？」

　おずおずと彼女の顔を窺うかがいながら問う。

　リハビリ作第一弾に対する彼女の感想は──

「ありがとう」

　だった。

「えっと、なんでお礼？」

「おもしろい」とか、「つまらない」とか、作品に対する批評の言葉を予測していた俺は、小首を傾げて問う。

「……」

　彼女は俺の質問に答えることなく、銀のトレイを重ねて片付け始めた。

　マスクのせいで彼女の表情全体は読めない。

　でも、そのまなじりは、確かに緩んでいる。

　今の俺には、その反応で十分だった。
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　ジャキ。

　ザク。

　ミシャ。

（ん……。なんだ？）

　不穏な物音に、目を覚ます。

「＆＃＄＃＊＆＄──！」

　部屋の外から漏れ聞こえる、意味をなさない言葉。

　猿か子猫のような動物的な鳴き声であるが、誰が発しているものかは考えるまでもない。

　何をしているか気になる。

　ドアの方へ静かににじり寄った。

　もっと近くで声を聞きたい。

（あっ、鎖が昨日より長くなってるじゃん）

　どうやら、少女が調整したらしい。

　昨日まではドアに指先すら届かないくらいだった。

　でも、今はドアにおでこをくっつけることができる。

（漫画を描いたご褒美ってことか？）

　そんなことを考えながら、ドアの隙間からキッチンスペースを覗く。

　彼女は台所に立っていた。

　手には見慣れた包丁。

　その身体からだに隠れて、何を切ってるかまでは見えない。

　時折、奇声を発しながら、やみくもに包丁を振り下ろす彼女。

　何かの切れ端が宙を舞う。

　その不器用な手つきを見ていると、抵抗しなくて本当によかったと心から思えた。

　もし抵抗していたら、彼女にその気がなかったとしても、包丁が予期せぬ動きをして、脅しが脅しで済まない結末に至っていた可能性が高い。

　そっと扉から離れる。

　どうやら料理の練習をしているようだ。

　一つの漫画ができるまでには、いくつものボツネームがあるが、それは読者が知る必要のないことだ。

　同様に、彼女も苦労パートを見て欲しいとは思わないだろう。




　ガチャ。




　数十分後、彼女は何事もなかったかのようなすました様子で部屋に入ってくる。

「はい」

　俺の前に、食事のトレイを置く。

　いつもと同じ、三点セット。

　でも、今日のヨーグルトにはパイナップルがトッピングされていた。

（なるほど、これが彼女の実験台くんか）

　彼女の料理技術向上の犠牲となった哀れな果物を、ヨーグルトと一緒にスプーンですくう。

（ちょっとトッピングがあるだけで、いつものヨーグルトもだいぶおいしく感じるものだなー）

　ガリッ、グサッ。

「痛っ」

　唇に何かが突き刺さる感触。

　反射的にトレイの上にその異物を吐き出した。

「……パイナップルの棘とげ？」

　茶色いトゲトゲを見て、俺は呟つぶやく。

　ヨーグルトが仄ほのかな紅色に染まった。

「……」

　ペラ。

　彼女は無言でシャツの裾をめくり、例のウエストポーチに手を突っ込んだ。

　やがて俺の前に突き出される、日本国の最高額紙幣。

「な、なんでいきなり万札を？」

「慰謝料」

　真剣なトーンで言った。

「誠意は大切だけど、なんでもお金で解決しようとするのはよくないと思う」

「……」

　彼女は目を左右に泳がせながら、すっとお金を引っ込める。

「うんうん。こんなことくらいでお金を要求したりしないって」

「じゃあこっち？」

　いきなりスカートに手をかける少女。

「そういうことでもないから」

　視線をそらし、セルフスカートめくりを制止する。

　太ももの際どい所までは見えてしまったが、その先の布は見えてないからセーフだ。

「ならどうすれば」

「何もいらないよ。これくらい、気をつけながら食べればどうってことないし」

　俺は少女が気に病まないように軽い調子で言って、食事を再開した。

　彼女はいたたまれなくなったのか、そそくさと部屋を出て行く。

（これは手料理には期待しない方がいいかも）

　内心で彼女の料理へのハードルを下げた。

　慎重に棘を除よけながら、少量ずつ口にして、食事を終える。

　頃合いを見計らったように、少女は部屋に戻ってきた。

　右手には包丁。
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　そして、左手には──

「なんで耳かき？」

　マドラーに似た、先端の湾曲した細い棒を一いち瞥べつして尋ねる。

「痛みの補償は快楽、だから」

　少女はそう答えると、俺の隣までやってきて正座した。

　太ももを手でポンポンし、頭を誘導しようとしてくる。

　どうしても異物混入のお詫わびをしたいということか。

「……参考までに聞きたいんだが、自分以外の人間に耳かきをした経験は？」

「ない」

　少女は堂々とそう言い放った。

　ＪＫの耳かき。

　字面だけだと夢のあるシチュエーションだが、少女の不器用さを知っている俺としては、全然安心できない。

　ちょっと彼女の手元が狂っただけで脳みそを直接かき回される恐怖は、包丁での脅迫に勝る。

「せっかくだけど、遠慮しとく」

「……ならやっぱりこっち？」

　少女がスカートをめくろうとしてくる。

「──耳かきでお願いします」

　思わず敬語になり、横向きに寝転がる。

　スカートの布越しに彼女の肌の温ぬくもりを感じる。

　でも、胸のドキドキの由来はきっとそれじゃない。

　怖い怖い怖い。

「いざ」

　少女が出陣前の武士のような口調で言った。

「い、いのちだいじに」

　そう答えて目を瞑つぶる。

　耳の穴の浅い所にくすぐったい感触。

　探るような手つき。

　これだけ慎重ならば問題ないか。

　そう思ったその時。




　ガリッ。




「っつ！」

　激痛。

　いきなり奥まで来た。

「大丈夫」

「いや、それを決めるのは俺」

「……」

　少女は俺の抗議をスルーして耳掃除を続ける。

　何回かひやっとする瞬間はあったが、何とか出血することなく、片方の耳を終える。

　俺は身体を反転させた。

　ガサゴソと、乾いた音が鼓膜を震わせる。

「……気持ちいい？」

　作業も半ばといったところで、少女が尋ねてきた。

「ああ、今までで三本の指に入るくらいにはいいな」

　嘘うそは言ってない。

　これまでに俺の耳かきをしたのは、俺自身と、親と、彼女しかいないのだから。

「……また、描いて。漫画」

　俺の答えに満足したのかしていないのか。

　少女は柔らかな口調で要求する。

「努力はする」

　ぶっきらぼうに呟く。

　包丁はなくとも、彼女に生殺与奪の権を握られていることに変わりはないのだ。

「──終わり」

　膝が引き抜かれる。

　俺の頭がゴチンと床にぶつかり、耳の穴が解放される。

　爽快だが、どこかかゆみが残っている感じもあった。
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　約束通り、今日も漫画を描く。

　最初は昨日と同じようにノンフィクションの日常モノを描き始めたが、さすがに飽きて来た。そこで、ファンタジー系のネームも考え始めるが、ＳＦや異能バトルにも浮気したくなり、いまいちまとまりがつかない。

　そんなこんなで作業に没頭していると、あっという間に夕食の時間になった。

　ついに少女の手料理が披露される瞬間がやってきたのだ。

　いつものトレイに、陶器の皿とフォークがのせられて運ばれてくる。

　彼女は、俺の食事中はこの部屋の外にいることが多い。

　でも、今日はダンボールの前に腰を落ち着け、じっとこちらを見ている。

　気持ちは分かる。

　きっと、この前、俺が彼女にリハビリ漫画を見せた時と同じような心境だろう。

　覚悟を決めて、彼女の料理と向き合う。

（これは……なんなんだろう。和洋中でいえば、多分、洋──か？）

　断言できない。

　とりあえず、主食は二枚のパンケーキだ。

　ただし、焦げ目がつきすぎて、一瞬焼きおにぎりと見間違えそうになったほどの代物である。

　おかずは、スクランブルエッグらしきもの。

『らしきもの』としかいえないのは、理由がある。

　そのスクランブルエッグの上には、殺人現場かと思うほど、ケチャップがドバドバかけられていた。

　もはやケチャップがメインなのか、その下の卵がメインなのか分からない状態だ。

　普通にスクランブルエッグを作ったのならば、こうはならないだろう。

　卵焼きか、目玉焼きでも作ろうとして失敗し、隠いん蔽ぺいするためにグチャグチャにしてケチャップをぶっかけた。

　そんな雰囲気だ。

　最後は、デザートのリンゴ。

　これは、文句なく、ただのリンゴである。

　ただし、アメフラシか、クトゥルフ系の邪神のような奇怪な形状をしている。

　おそらくウサギ形にしたかったのだろうと推測するが、とてもウサギには見えない。

　もしウサギだとしてもゾンビウサギに違いない。

　お皿がおそらくイギリスかどこかのブランド品っぽい陶器なので、余計に料理の見た目のひどさが目立つ。

「いただきます」

「私が」

　フォークに手を伸ばした俺を、少女が制する。

「食べさせてくれるってことか？　いや、さすがにそんな幼児みたいな……」

「製造者責任がある」

　一方的にそう言って、フォークを奪うように掴つかむ。

　そのまま、パンケーキに突き刺して、真まっ直すぐこちらの口元へと突き出してきた。

　制服の袖の隙間から、二の腕と脇がチラ見えする。

　正直、パンケーキよりもそっちの方がおいしそうと思ってしまったことは秘密だ。

「じゃ、じゃあお言葉に甘えて」

　口を開ける。

　少女は俺の顎を左手でガッと掴み、パンケーキを口の中に押し込んできた。

　……甘しょっぱい。

　いや、ちょっと塩気が強すぎる。

　でも、塩スイーツ的な何かと思えば、ギリ食べられないことはない。

「──次は卵を」

　スクランブルエッグらしきものを指して言う。

　十中八九、あれの料理名はスクランブルエッグで合っていると思うのだが、もし違ったら彼女に失礼なので、１００％間違いない卵とした。

「はい」

　少女がフォークの腹にスクランブルエッグ（仮）をのせ、また口に突っ込んでくる。

　その味は、アリかナシかでいえばアリだ。

　そもそもケチャップはおいしいものなので、下の卵の状態がどうであれ、そこそこ食べられるクオリティになってる。

　ちょっと卵の殻らしき混入物がジャリジャリするけど、パイナップルの皮に比べれば大したことはない。

　全然いける。

　パンケーキとスクランブルエッグ（爆）を交互に口に運び、皿を空にする。

　残されたデザートのリンゴは、彼女が直接手で掴んで、口にねじ込んできた。

　そのおいしさについては、特段語るべきことはない。

　シンプルにリンゴの味だ。

　普通にいける。

　無事、完食。

　少女の手料理を総合的に評価すると──。

「おいしいよ」

　独り言のように呟つぶやいた。

　出来る限りのポーカーフェイスを作っているつもりだが、彼女に気づかれないか不安だ。

「うん。おいしい。──ごちそうさま」

　じっとこちらを見つめてくる彼女に、もう一度賛辞を繰り返して食事を終える。

　下へ手たな感想を言って、彼女が料理を作る気をなくしてもおもしろくない。

　実際、初めて作った料理にしては上出来だと思う。

　毎日これが出てくるとするなら、ぶっちゃけきつい。けど、昨日のパイナップルに比べれば着実な進歩を感じる。

　彼女の向上心を信じよう。

「おそまつさま」

　少女はいつも通りの定型句と共に、俺の唇についたケチャップを人差し指で拭う。

　そして、マスクにちょっと隙間を空け、ペロッと指先を舐なめる。

　本当に幼児扱いされているようで屈辱的ではあったが、一瞬見えた紅あかい舌が妙に艶なまめかしかった。

　少女は何事もなかったかのようにトレイを持って立ち上がり、踵きびすを返す。

「ああ。──それで、今日の対価なんだが、まだ漫画はできてないんだけど……」

　申し訳なさをにじませて切り出す。

「対価はいい。もうもらってる」

　少女はこちらに背中を向けたまま、平へい坦たんな声で言う。

　その口調とは裏腹に、彼女の足取りは軽かった。
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　今日も今日とて、監禁生活は続く。

　相変わらず俺の生活空間はこの狭い居室。

　代わり映えしない風景。

　でも、少しだけ良い変化もあった。

　その一例としてはまず、寝覚めが爽やかになったことが挙げられるだろう。

　だって、今まで、俺を眠りから起こすものといえば、外を通るトラックの音とか、廃品回収のアナウンスとか、バイクの爆音とかだったのだ。

　いわゆる騒音に分類されるそれらにモーニングコールされるのは、あまり気持ちのいいものではなかった。

　だけど、今、寝覚めを促すのは、彼女が朝ごはんを作る音なのだ。

　お湯を沸かす音。

　規則正しく──とまではいかないが、包丁をリズミカルに動かす音。

　奇声はだいぶ減って、鼻歌が聞こえてくる。

　知らない曲だ。

　漫画家になってからはずっと一人暮らしをしていた俺にとって、それはどこか懐かしく、ほっとする感覚だった。

　ちらっとドアの隙間から覗のぞくと、彼女の傍らにはレシピ本らしきものがあった。

　スマホ一つあればいくらでもレシピなど検索できるこのご時世に、敢あえて紙の本を選ぶ所に、彼女の本気度を感じる。

　同時に、彼女ばかり働かせていることに、少し申し訳なさを感じる。

　とはいえ、監禁されている俺にできることは少ない。

　ちょっと考えた末、軽い体操と筋トレを始めた。

　監禁生活で身体からだがなまらないようにする必要があるし、適度に運動をすると頭が冴さえて、心なしか創作活動もはかどる気がする。

　そうして、覚えている限りのラジオ体操的な運動と、腕立て、腹筋、腿もも上げを二セットくらい続けていると、朝食が出来上がる。

　ありがたくそれを食べ終えると、空になったトレイと引き換えに、水の張った洗面桶おけとコップが運ばれてくる。それで歯を磨き、顔を洗って、朝支度は終わりだ。

　そして、諸もろ々もろの後片付けを終えた彼女が部屋にやってくる。

　後はひたすら集中力の続く限り、彼女を描いたり、漫画を描いたりする。

　そうこうしているとあっという間に夕方だ。

『お風呂が沸きました』

　独特のメロディーと共に、女性ボイスが告げる。

　それを合図に、作業を終えた。

「お風呂」

「うん」

　鎖を外され、風呂に連行される。

　いや、もはや自分から向かってる。

「今日は入浴剤を投入済み」

　俺が脱衣所に入る寸前、彼女が呟いた。

「あ、前に俺がお願いしたやつ。ありがとう」

「……」

　彼女は無言で頷うなずいて、こちらに背中を向ける。

　俺がお風呂に入っている間に、彼女は夕飯を作ってくれるのだ。

　シャワーを浴びて、身体を洗う。

　ウキウキした気分で、バスタブの蓋を開く。

（……。なんだこれ）

　目を疑った。

　墨汁をぶちまけたような漆黒のお湯がそこにあった。

　泡もブクブク立っている。

　香りもなんだかすごい。

　森の芳香とシトラスの香りと箱はこ根ねと湯ゆ布ふ院いんと草くさ津つをごちゃまぜにしたような感じだ。心なしかカレーのニュアンスも感じる。一体、何の入浴剤なんだこれは。

　匂いなのか、臭いなのか、もはやギリギリのラインだ。

（でも、せっかく彼女が入れてくれた入浴剤だし）

　そう自分に言い聞かせて、湯船に足をつけた。

　最初はヌルヌルして気持ち悪かったけれど、全身を浸してしばらく経たつと、身体に密着する感じで、意外と悪い気分ではない。

　感覚としては、九州の温泉で入った泥湯に似ている。

　目を瞑つぶり、顎がお湯に浸つかるくらいまで身体を沈めた。

　極楽に浸る。

　ガララ。

「どう？」

　涅ね槃はんは一瞬で破られた。

　目を開けると、バスタオル姿の菩ぼ薩さつがそこにいた。

「ちょっ、プフッ、どうしたの？」

　焦って喋しやべり始めた俺は、口に入りかけたお湯を手の甲で拭って言う。

　少女の肝心な所は隠されているが、胸の谷間どころか上乳のギリギリまで露出しているし、下も男でいうところのボクサーパンツくらいの面積しか隠れていない。

　目をそらそうにも、狭い風呂場では、どうしても彼女の姿が視界に入ってしまう。

　暖色灯に照らされたその白い肌は、いつもより柔らかそうに見えた。

「私も入る」

「そ、そうなんだ。料理は？　火とか点つけっぱなしにしてないよね？」

　こみ上げる情欲の矛先を食へそらすように、そんな話題を持ち出した。

「今、アク抜き中」

　素そつ気けなく答える。

「そ、それならいいけど、っていうか、これってなんていう入浴剤？」

　手ですくったお湯を彼女に見せて言う。

「評判の良さそうなのを全部混ぜた。どれが効くか分からないから」

　彼女が目を見開いて言う。

　マスクで良く見えないけど、何となくドヤ顔している気がする。

（それ、いかにもメシマズの発想だよな……）

　という言葉が喉まで出かかったけど、ぐっとこらえた。

「そ、そうなんだ。中々良かったよ。じゃあ、俺は先に上がるわ」

「大丈夫」

　彼女は湯船から立ち上がろうとする俺を手で制し、どんどんこちらに近づいてくる。

「でも、狭いぞ？」

「いい。節約。それと、鎖を繋つなぎ直すのが面倒」

　温度を確かめるように、片足をお湯にチョンチョンとつけて言った。

　確かに、二人で入れば光熱費の節約になるかもしれないが、それは親子か同どう棲せい中のカップルがやるやつだ。

「あ、あの、せめて、前みたいにスクール水着を着ない？」

「お風呂は裸で入るもの」

　そう主張して、彼女はついに湯船の縁に腰かけた。

　俺はできる限り身を縮こまらせて端に寄る。

「なら、せめてバスタオルはそのままで……」

「タオルをお湯につけるのはマナー違反」

　少女はその言葉通り、クルクルとバスタオルの端を巻き取りながら、湯船に身体を沈めてくる。

　不器用なはずの彼女だが、その腕は見事で、大事な部分は全く見えなかった。

　もしかして、女子という生き物は全て、水泳の授業の始まる小学生時代から、肌を露出せずに着替える技術を身に付けているものなのだろうか。

　というか、マスクしたままお風呂に入るのはマナー的にどうなのだろう。

「……日本人だね」

　俺はそんな適当な感想と共に、抵抗を諦めた。

「足、のばすから」

「うん」

「あなたも」

「……はい」

　体育座りの格好から、ゆっくり足をのばしていく。

　俺と少女の脚が、湯船の底で交互に並んでいる。

　時折、彼女の足先が俺の太ももに当たり、正直、気が気ではない。

（代わり映えしなくても、中々刺激的な毎日だ）

　どうやら、俺の監禁生活は日々アップデートされているようだ。







監禁13日目







「あの、お茶か何かをもらえないか」

　昼過ぎ。

　喉が渇き、そう声をかけるが、反応がない。

（昼寝でもしてるのか？）

　ドアの隙間から外を覗く。

　果たして、彼女はしっかりと目を開けてそこにいた。

　座椅子に腰かけ、机代わりのダンボールの上に広げた本に向き合っている。

　その隣には、ノートとシャーペンもあった。

（レシピ──ではなさそうだな。あれは、参考書か）

　細かい所までは見えないが、なにやらズラズラと難しい数式が並んでいるのは分かった。

　どうやら、数学の参考書のようだ。

　問題を解くのに集中していて、呼びかけに気づかなかったのか。

　そんなに勉強したいのなら、なぜ学校に行かないのだろう？

　ますます疑問が深まる。

　もしかしたら、行きたくとも行けない事情があるのかもしれない。

　何か悩みを抱えているのだろうか。

（って、なんで俺は、監禁してくる奴やつを心配してるんだよ）

　自然に彼女を気遣っていた自身を𠮟しつ咤たする。

　もしかして、これがストックホルム症候群というやつなのか？

（でも、彼女が学校に行けば、監禁を諦めてくれるかもしれないし……）

　そんなことを考えて、感情を正当化した。

（だとしても、なんて声をかければいいんだ。いきなり、『なんか悩んでる？』なんて聞くのは不自然だし）

　頭を抱えた。

　彼女も口数が多い方ではないけど、それは俺だって同じだ。

　口くち下べ手ただからこそ、漫画という手段を借りて、自己表現する道を選んだのだ。

（結局、俺ができるのは、漫画を頑張ることだけなのかな）

　これまでの言動からして、彼女が俺に漫画を描かせたがっているのは明らかだし。

（ちょっと気合を入れて、ガチの新作ネーム、考えてみるか）

　適当な漫画を描いてお茶を濁していたが、彼女が勉強に取り組む姿を見ていると、さすがに自分が情けなくなってきた。

　彼女の邪魔をしないように、そっと扉から離れる。

　液タブと向き合い、もうずっと開いていなかったネタ帳──メモ代わりのページを開く。

　もちろん、ほとんどがボツになってしまったアイデアであることは否定できない。

　それでも、ガラクタの中にお宝が隠れていることを信じて、俺はもう一度それを漁あさり始める。

「お昼」

　振り向く。

　少女がトレイを持ってそこにいた。

「ああ、もう十二時か。──おっ、素そう麺めん。そろそろ、おいしくなってくる季節だもんな」

　ガラス鉢に入れられた涼しげなそれを一いち瞥べつして呟つぶやく。

　薬味はシンプルにネギのみだ。

　少女がトレイを置いて去っていく。

「いただきます」

　俺は手早く素麺をすする。

　食べ終わったトレイを床に置き、作業へと戻った。

　ガチャ。

　背中越しにドアが開く音を聞く。

　少女がトレイを回収しにきたのだろう。

「……」

　中々消えない少女の気配。

「──えっと、何か用か？」

　ねっとりとした視線を感じて振り返る。

「これ」

　少女はいきなり鋏はさみを取り出した。

「ちょっ！　なんだ。漫画はサボってないぞ！　今はアイデアを漁ってるところだ」

　肩を震わせて、液タブを抱きしめる。

「違う。髪」

　少女は、俺の頭の方を顎でしゃくって言う。

「髪？　そういえば、前髪がちょっと鬱陶しくなってきたかもな」

　手で前髪を掻かき上げる。

　しばらく散髪になど行けてなかったので、目にかかるくらいの長さになっていた。

「……」

　少女が頷うなずく。

「──もしかして、散髪してくれるのか？」

「休憩する時は声をかけて」

　また頷いて言った。

「ああ、俺の邪魔しないように待ってくれてたのか。なら、鋏を貸してくれ。さっさと切っちまうから」

　ぱぱっと前髪に鋏を入れるだけだ。

　数分もかからない。

「ダメ」

　少女が首を横に振る。

　ダメか。

　まあ、俺に鋏を渡したら反撃されるかもしれないもんな。

「そうか。なら、勝手に切ってくれ。俺の作業のことなら、気にしなくて大丈夫だ。今は過去のメモを見ているだけだし、手元の心配はない。だから、焦らず、ゆっくりな」

　液タブと向かい合い、少女に背中を向けて言う。

　これまでの生活で、少女が不器用なことは分かってる。

　ダサくなってもいいから、生傷なく散髪を終えたい。

「そう」

　足音が近づいてくる。

　俺は上体がブレないように固定した。

　少女の指が、俺の髪を撫なでる。

　手て櫛ぐしで梳とかしているのだろう。

　どこか懐かしい、母性を思わせる感触だった。

　彼女は自分より年下なのだから、おかしな話なのだけれど。

　ジャキ、ジャキ、ジャキジャキ。

　最初はゆっくりと、段々と大胆に動く鋏。

　パラパラと床に落ちる黒髪。

　液タブのメモを読もうとするが、やっぱり不安で集中できない。

　……。

　……。

「終わり」

　十数分後、彼女は静かに呟いた。

「お疲れ。さっぱりしたわ」

　頭を振って、落ち切らない髪を払う。

　よかった。

　正直、時々痛かったけど、とりあえず耳なし芳ほう一いちにはならずに済んだ。

「掃除」

　少女が手で俺の髪の残骸を集め始める。

　それはいい。

　それはいいのだが……。

「な、何やってるんだ？」

　拾い集めた俺の髪を、黙々と透明なビニール袋に入れる少女。

　それがゴミ袋なら分かるのだが、なぜジッパー付きの分厚いやつに入れる必要があるのかが分からない。

「？」

　少女が手を止めることなく首を傾かしげる。

「いや、なんで頑丈なビニール袋に俺の髪を保存する必要があるかっていう話なんだけど」

「ＳＤＧｓ」

　俺の髪を一本残らず回収した少女は、謎の返答だけを残して、部屋から出て行った。

　持続可能な開発目標と、俺の髪との関係性は、未いまだに分からない。







監禁14日目







（だめだ。これじゃあ、話にならない）

　メモ帳を閉じて、俺は天井を仰ぐ。

　昨日からずっと過去に溜ためこんだアイデアを検分しているが、結局、無駄な試みに終わりそうだ。

　よく考えたら、当たり前の話だ。

　そもそも、俺の中での目ぼしいエースたちは、とっくにネームに仕立てているのだ。

　今残ってるのは、エースどころか、レギュラーですらない、ベンチウォーマーだけ。

　控え選手だけで勝利しようなんて、所詮、無理なのだ。

（新しいアイデア、出さないとなあ）

　分かっては、いたのだけれど。

　また楽な方に逃げようとしてしまった。

　本当にダメな人間だ。

　コン、ココ、コンコン、ココッコ、コンコン。

　落ち込む俺の耳じ朶だに響く、独特なノック音。

　確か、芸人のネタだったと思うが、誰だっけ。

「はい！」

「夕食」

　少女がトレイを手に部屋に入ってくる。

「ああ。──おお！　今日は、豪華だな」

　思わず感嘆の声を漏らす。

　主食は艶つややかに光り、ホカホカの湯気を立てる米。

　おかずはデミグラスソースのハンバーグ。

　見た所、変な焦げ目はついていない。

　つけ合わせに、プチトマトや、アスパラガスとニンジンの炒いため物ものもある。

　相変わらずサプリもついているのはご愛あい敬きようだ。

　グキュゥー。

　腹が鳴る。

　監禁生活に入ってから初めて、『食欲をそそられる』ご飯と出会った気がする。

「いただきます」

　箸を手に取る。

　米の炊き加減は若干柔らかめ。

　炒め物の野菜はサイズも均等で、程よい塩加減だ。

　そして、メインディッシュのハンバーグ。

　半分に割ると、肉汁が溢あふれてくる。

　口に含む。

　合あい挽びき肉のうま味と、程よい甘あま味みと酸味を含んだソースの香りが、口内いっぱいに広がった。

　欲望の赴くままに、その全てを胃に収めていく。

　ニンジンでデミグラスソースを綺き麗れいに拭い去り、完食する。

「ふう、ごちそうさま。美味うまかった……」

　箸を置き、心地よい満腹感と共に呟つぶやく。

「本当？」

「もちろん！　すごいな！　短期間でここまで上達するなんて、本当に素晴らしいよ」

　俺はその進歩に、素直な賞賛の拍手を送る。

　客観的に見れば、彼女の料理は、米を炊き、普通のハンバーグを焼き、ただの野菜炒めを作っただけなのかもしれない。

　それでも俺にとって、今回の料理は、まぎれもなくごちそうだった。

　だって、最初の焼きおにぎり風パンケーキと比べれば、雲泥の差じゃないか。

　同じ料理とはいえ、黒電話がスマホに進化したくらいに違う。

「そう」

　少女は素そつ気けなく答える。

　でも、きっとその短い返答以上に、彼女は喜んでいる。

　だって、マスク越しでも分かるほど、その頬ほおの筋肉が緩んでいたから。

（彼女もこんなに努力しているんだ。俺だって、頑張らないとな。──とにかく、停滞するのだけはダメだ。今できることをやろう）

　彼女は殊更に誇ったりはしないけれど、俺は知っている。

　レシピ本で勉強していたこともそうだし、その両手に貼られたいくつもの絆ばん創そう膏こうも、無言の内に少女の努力を物語っていた。

　負けていられない。

「──あの、注文してもらいたい本があるんだが」

　彼女の瞳をじっと見つめて、そう切り出す。

「どんな？」

「ストーリー作法と、デッサンの本」

（アイデアが思いつかないなら、外部からインプットするしかない。そして、今までと同じレベルのストーリーでも、絵が上手うまくなれば、読みやすさは上がる）

「分かった」

　少女が頷うなずく。

「対価は？」

「あなたの漫画で」

「助かる」

　短い会話を終え、俺は気持ちも新たに、ネームとデッサンに取り組む決意を固めた。







監禁15日目







　今日は一日、読書の日だった。

　朝に速達で届いた様々な資料本を、ひたすら読み込む。

　参考になりそうなページに、片っ端からドッグイヤーをつけていく。

　新しいプロットはまだ思いつかないけれど、創造の種になる、名前のないパーツが蓄積されていくのを感じる。

　例えるならば、それは爆発する前の風船。もしくは、半クラッチ状態のマニュアル車のようだ。

「ご飯」

　気が付けば、彼女がドアの前に立っていた。

「あ、もうそんな時間か。今日のもおいしそうだな」

　顔を上げ、それまで読んでいたページに新刊案内を挟んで本を閉じる。

　そして、汚さないように、他の本と一緒に壁際へと移動させた。

　ダンボールから液タブをどかし、即席のテーブルへと転用する。

　今日のメニューは、エビとアサリのシーフードパスタとサラダ。

　磯いその香りが鼻をくすぐる。

　彼女はダンボールの上にトレイを置くと、キッチンへと引き返していく。

　そしてすぐに、もう一つのトレイを持って戻ってきた。

　そこには、俺のと全く同じメニューがのっている。

「君もここで食べるの？」

　確認するように問う。

「ダメ？」

「いや、もちろんいいけどさ。一人で食べるのも、味気ないし」

　ダンボールを横から縦にして、彼女がトレイを置けるスペースを作る。

　きっと少女は昨日までも、俺のと一緒に彼女自身の分も作っていたのだろう。でも、その際にはキッチンで食事していたはずだ。

　それなのに、今日は一緒に食べるという。

　どういう心境の変化だろう。

　俺に心を許していると考えてもいいんだろうか。

「そう」

　彼女はちょっと嬉うれしそうに言って、ダンボールの上にトレイを置いて、俺の向かいに座る。

　背筋のシャンとした、綺麗な正座だった。

「いただきます」

「いただきます」

　ほぼ同時に呟く。

　そして、少女はおもむろにマスクを外した。

　何てことない仕草なのに、俺は思わずドキっとした。

　だって、彼女の素顔を見たのは、今、この瞬間が初めてだったのだ。

　マスクの下から現れたのは、想像していた通りの美少女だった。

　整った鼻筋と、色素の薄い桜唇。

　その鼻と口は、彼女らしい完璧な配置でそこに存在していた。

「おいしいよ。魚貝の出だ汁しがいい感じで」

　胸の高鳴りを誤ご魔ま化かすように、料理に集中する。
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「よかった」

　彼女はまるでイタリア人のような、優雅なフォーク使いでパスタを口に運ぶ。

　どことなく育ちの良さを感じさせる仕草だった。

「……」

「……」

　沈黙が流れる。

　時折、食器とフォークが触れる軽い音が響く。

（一緒に食事をしている以上、やっぱり何も会話がないというのは気まずいな。何か、話題を振らないと）

「あの、聞きたいことがあるんだけど」

　フォークを動かす手を休めて、口を開く。

「なに？」

「前に会ったことあるよね？　その、俺が玄関先で倒れた日より以前に」

「ある」

　少女は静かに頷く。

「やっぱりそうなんだ。どうも、街で君を見た気がしてたんだよ」

　やはり、俺の勘違いではなかったらしい。

　監禁される前の時点で、すでに俺と彼女の間には面識があったのだ。

「……」

「……」

　また、しばらく沈黙が続く。

（どうしようかな。まさか、ド直球に監禁のことを尋ねる訳にもいかないよな）

　監禁当初と比べれば、だいぶ打ち解けてきたとは思うけれど、いつなんどき、変なスイッチが入るか分からない。

　彼女の手が届く範囲には、今もしっかり包丁があるのだ。

「制服を着ているみたいだけど、高校生？」

　迷った末、そんな何のおもしろみもない質問をしてしまう。

　しかし、彼女自身が制服を着て現れた以上、聞かれて困る質問ということはないはずだ。

「一応」

　頼りなげに頷く。

「学校、行かなくて大丈夫？　ほら、出席日数とか」

「分からない」

　そう言って、彼女は俺から視線をそらした。

「そ、そっか。──えっと、数学、好きなの？　ほら、この前トイレに行く時、チラっと見かけてさ」

「あまり……。むしろ、一番成績が悪い科目」

　苦手だからこそ克服しようとしていた訳か。

　その姿勢は、いかにも彼女らしい感じがした。

「そうなんだ。奇遇だな。俺も学生時代は、数学はさっぱりだったよ。というか、美術くらいしか得意な科目はなかったんだけどな、ははは」

　そう呟つぶやいて、不自然で乾いた笑いを漏らす。

　自分のコミュニケーション能力のなさに腹が立つ。

　穴があったら入りたい気分だ。

「絵が上手いのは羨ましい。すごい」

「そ、そうか？　ありがとう。人間、何か一つくらいは取柄があるものだよな。えっと、君も何か得意な科目はないの？」

「一番、テストの成績がいいのは、国語」

「国語かぁ。俺、国語の成績は悪かったけど、本を読むのは好きなんだ。あまり、速くは読めないんだけど。でも、そっか、国語が好きなんだ」

　事実だ。

　漢字の書き取りとかは問題ないのだが、これが文章題になると、あれこれ余計なことまで深読みして、ドツボにはまるタイプだった。

「違う。国語は苦手」

「え、でも、得意科目なんだよね？」

「そう。筆記試験はできる。でも、国語の授業は、たまにグループディスカッションもあるから。……友達、いなくて」

　少女は視線を伏せて、途切れ途切れに言葉を紡ぐ。

「……」

　何と返していいか分からず、口をつぐむ。

　これ以上は突っ込んだらまずいかな。

　とにかく、彼女が学校に何らかのわだかまりを感じてるのは間違いなさそうだ。

　それにしても、今日の料理がパスタでよかった。

　食べ終わるまでに時間がかからない。

　気まずさが頂点に達するまでに、俺たちは食事を終える。

「えっと、とにかく、ごちそうさま──今日のパスタもおいしかったよ。アサリの砂抜きとか大変だったでしょ」

「アサリが砂を吐くのを見てるのは楽しい」

「そ、そっか。この調子なら、明日の料理も期待できるな」

「そう」

　彼女は頷うなずくと、二人分のトレイを持って、部屋を辞す。

（……明日までに、もうちょっとまともな話題を用意しておかないとな）

　床に大の字に寝転がり、溜ため息いきをつく。

　漫画の他に、新しい課題が生まれてしまった。

（それにしても、彼女がマスクを外した時、なんで俺はドキっとしたんだろう）

　彼女は美人だが、いくら美人でも、顔を見ただけで興奮するなんてどうかしている。

（──いや、違う。顔じゃないよな。俺は、彼女が『マスクを外すという行為』そのものに性的なものを感じたんだ）

　フェティシズムは隠すことから生まれるという。

　スカートがなければパンチラは成立せず、靴という文化がなければ纏てん足そくはあり得ない。

　少し前まで、マスクにエロティシズムを感じる人間なんてほとんど存在しなかったはずだ。

　でも、今はみんなマスクで顔を隠すのが当たり前になっているので、素顔に希少価値が生まれたのだ。

　もし、俺が特殊な変態でないのなら、マスクを外した美少女に同じような興奮を覚える男は結構な数いるはずだ。

　隠されるから、見たくなる。

　それがこの世の真理なのかもしれない。

（これは、何かに使えるかもしれない）

　ピンとくる。

　久々に、俺の創作センサーが反応している。

（でも、男がマスクを外す瞬間に興奮するだけの漫画じゃ、あまりにもニッチすぎるよな。……。……。……。そうだ！　『エロくないものまで、なんでもエロく見えてしまう主人公』のギャグマンガなんてどうかな）

　日常で感じたかすかな異常を強調し、デフォルメする。

　今日読んだストーリー作法の本に書いてあった手法だ。

（ギャグマンガは、今まで挑戦したことのないジャンルだ。でも、未挑戦ということは、まだ未失敗ということでもある訳だし）

　ギャグマンガには独特のセンスが要求されるので、今まで食わず嫌いしていた。

　でも、何も思いつかないなら、いっそのこと冒険してみるのも悪くない。

　編集にはラブコメの企画を求められているが、ギャグでもおもしろければ正当に評価してくれるだろう。

（ふう。今日は彼女といつもより多く話せたし、新ネタも思いついたし、中々有意義な一日だったな。あっ、忘れない内にメモっとこう）

　慌てて液タブを起動する。

　アイデアが逃げていかないように、ひたすらにペンを走らせた。







監禁16日目







　また新しい一日が始まる。

　今日取り組むのはもちろん、新しいギャグマンガのネームだ。

　昨日のメモを元に、プロットを考える。

　やはり、ギャグマンガというジャンルとの相性を考えても、長編というよりは読み切りくらいの長さがいいだろう。

　そんな風にあれこれ考えていると、あっという間に夜だ。

　太陽の光が差し込まない閉め切られた室内で生活していると、どうしても時間感覚がおかしくなる。

　やがて、少女が夕飯を運んでくる。

　和食だ。

　白米とナスのお味み噌そ汁しる、そして、焼き魚。

　今日も、彼女は俺の向かいで食事を取っている。

　マナー講師でも文句の付け所がなさそうな、見事な箸使いだ。

　特に焼き魚の食べ方なんて、大人の俺が恥ずかしくなるくらい綺き麗れいだった。

（よし。今日も頑張って話しかけるぞ）

　最初の話題は、もう決まっていた。

　なによりも聞かなきゃいけないことを聞き忘れていた。

「今更なんだけどさ」

　俺は箸を箸置きに委ね、口を開く。

「なに？」

「えっと、君の名前とかって、教えてもらっても大丈夫？　その、このまま、『君』だけで会話をするのはきまりが悪い感じがしてさ」

　もう彼女と監禁生活を始めて半月以上が経たつ。

　なのに、俺はまだ、彼女のことを何も知らない。

　少なくとも、名前くらいは知っておきたいものだ。

「……。……。此方こなた。漢字は彼方此方あちこちの此方と書く」

　彼女──此方は、焼き魚の骨をはずそうとしている格好のまま硬直し、少し間を置いてから言った。

「そっか。俺の名前は──」

「知ってる」

　自己紹介しようとした俺に、此方は食い気味に言う。

「え？　ペンネームじゃなくて？　本名を？」

　思わずそう聞き返した。

「もちろん」

　此方は力強く頷く。

　骨をはずされた魚の身が、まるで魚自らそう望んでいるかのように、彼女の口へと吸い込まれている。

「そ、そうなんだ？　あ、そっか。此方さんは俺の荷物を持ってるんだもんね。液タブも、スマホも。俺の暗証番号も知ってるし、個人情報もダダ漏れって訳だ」

「……此方でいい」

　無表情で呟つぶやいて、魚の解体作業を続ける。

「分かった、こ、此方。──でも、待てよ。液タブにはペンネームしか登録してないはずだよな。ＳＮＳももちろん、ペンネームでやってるし。それに、スマホは暗証番号じゃなくて、パターン形式のロックをかけていたはずだ」

　俺は自分の思考を整理するように、独りごちた。

「……」

　此方は無言で、お茶に口をつけた。

「──あっ、そうか。財布か。免許証とか保険証を見れば一発だよね」

　そう自己解決して、膝を打つ。

　当たり前の結論すぎて、苦笑するしかない。

「その前から、知ってる」

　しかし、此方から返ってきた答えは、少々意外なものだった。

　俺を監禁してから得た情報じゃない？

　とすると──。

「そうなの？　じゃあ、やっぱり、俺が本屋でスマホを落とした時だ。此方は後ろに並んでいたもんね。俺は、領収証をもらう時に、店員さんに名前が中々伝わらなくて、本名を連呼してたし」

「……」

　此方は曖昧に微笑ほほえんで、茶ちや碗わんに残った米粒を取り始めた。

「それにしても、俺の誕生日を探すの、大変だったでしょ。ＳＮＳの投稿、くだらないのが多いから」

　俺は確かにＳＮＳで生年月日をセルフ開示していたが、さすがにプロフィール欄に記載はしていない。

　落書きやアニメ実況や怒ど涛とうの日々の食事の投稿を辿たどり、バースデーケーキの写真を発見しなければ、俺の生年月日は分からなかっただろう。

「そうでもない。ファン、だから」

　此方はちょっと恥ずかしそうに、小声で言った。

「そうなの!?」

「単行本、全巻持ってる」

「全巻!?」

「特典も、コンプリート」

　目を見開く俺に、畳みかけるようにそう言ってきた。

　その口元にはどこか誇らしげな笑みが浮かんでいる。

「そっか。そうだったんだ。嬉しいなあ」

　俺は本心からそう言った。

　ＳＮＳでファンから感想をもらうことはあった。

　だが、こうして直接自分のファンと会うのは初めてだ。

　書店への販促用サイン色紙を頼まれることくらいならあったけど、俺は単独でサイン会をするレベルの漫画家ではないしな。

（ん？　でも、彼女が俺のファンなら、なんで監禁なんて嫌がらせをするんだろ）

　そんな疑問が頭をよぎる。

　しかし、今のいい雰囲気を壊すのが怖くて、それ以上何も聞くことはできなかった。







監禁17日目







　やはり、人間大切なのはコミュニケーションだ。

　此方こなたと会話をするようになってから、明らかに彼女の監視の目は緩んでいる。

　これは俺の思い込みではない。

　その証拠に、此方がトイレや風呂についてくる時でも、包丁を持っていない日が増えてきた。

　いや、正確には、彼女だって包丁を持っているフリだけはしているのだが、隠すのが下へ手たすぎて、持ってないのがバレバレなのだ。

　それが慣れからくる油断なのか、俺に対する信頼の証あかしか、それともその両方なのかは分からない。

（まさか、俺の反応を見るためのトラップってこともないだろうしな）

　そんな警戒さえしてしまうが、とにかく、最初の数日のような、生命を脅かされる恐怖感は薄くなっている。

（と、なると、目下の問題はこっちだよな。やっぱり、ギャグマンガを描くのは一朝一夕にはいかない……）

　液タブとにらめっこしながら考える。

　初しよっ端ぱなから新作のネームに行き詰った。

　ギャグマンガは、俺が今まで描いてきた漫画とは何もかも違う。

　キャラクターの造形も、普通に美男・美女を描いただけでは、ギャグにならない。

　かといって、露骨に不細工なキャラクターをメインに据えるのは、今の時代にはそぐわない。

　結果、一般人をデフォルメしつつ、微妙に『抜いた』雰囲気の絵が必要になってくるのだが、それを意図的に描くのが中々難しい。

　コマ割りも普通の漫画と同じ感覚でやると、単調でつまらない動きになる。

　時には枠線をはみ出したり、思い切って余白だらけのページを作ってみたり、色んな工夫が必要だ。

　今まで、どちらかといえばきちんとセオリーに則のつとった描き方をしてきた俺にとっては、試行錯誤の作業が続く。

（辛つらい。──でも、同じくらい楽しい）

　それは、新人賞に応募するために、がむしゃらに描いていたあの時の感覚に、少し似ていた。

　この気持ちを取り戻せただけで、今は御の字とすべきなのかもしれない。

　コン、コン、コン。

「はい」

　背中越しに聞こえるノックの音に、生返事をする。

「アイスティーを淹いれた。熱中症、危ないから」

「あ、ああ。ありがとう」

　ペンを置いて、此方に向き直る。

　彼女は左右の手にグラスを持って、こちらへとやってきた。

　まだ本格的な夏ではないが、今日は少し蒸し暑い。

「……順調？」

　此方はそう言って向かいに座ると、窺うかがうような視線を送ってくる。

「いや、正直、微妙かな。新作のネームに挑戦しているんだけど、これが中々難しくてね」

　グラスに入ったアイスティーを呷あおり、三分の一ほどを飲んで言う。

　涼やかな香りと冷たさが、喉に心地よい。

　情けないが、堂々と弱音を吐けるようになっただけ進歩だ。

　本当にきつい時には、その話題に触れるのさえ嫌だったのだから。

「……。……。よければ、私のことをネタに使って」

　此方はしばらくグラスの中で溶ける氷をじっと見つめていたが、やがて意を決したように口を開く。

「ははははは！　此方を？　それは無理だよ」

　その的外れな発言に、思わず笑ってしまう。

　今の状況は、ギャグというよりは、ホラーだ。

　ジャンルが違う。

　ノンフィクションならアリかもしれないが、『女子高生に監禁された漫画家の話』なんて、非現実的すぎて、信用してもらえないに決まっている。

　そもそも、仮に此方のことをネタにして、もしまかり間違ってその漫画が爆売れしたら、困るのは彼女自身だ。

『あの大ヒット漫画には、実在のモデルがいた!?』なんてタイトルで、週刊誌記者かテレビクルーにでも追いかけ回されたら、どうするつもりなんだろう。

「そう」

　此方はぶっきらぼうに言って、アイスティーに口をつける。

　ゴクゴクゴクゴクゴク。

　彼女の喉が鳴りやまない。

「あの、もしかして、怒った？　ごめんごめん。今描いてるのは荒唐無稽なギャグマンガだから、リアルＪＫの此方はネタにならないんだ。でも、俺のために一生懸命考えてくれて、ありがとう」

　頭を下げる。

「……」

　此方はピタリとアイスティーを飲む手を止めた。

　どうやら機嫌を直してくれたようだ。

（そういえば、久々に笑ったな）

　ふと気が付く。

　俺は此方に監禁される前から、もうずっと、笑顔になれていなかった。

　読者を笑わせるギャグマンガを描こうとしている人間がこれでは、それこそお笑い草だ。

（『笑う』という気分を思い出したおかげで、ギャグの感覚が掴つかめた気がする。いきなり突拍子もないことを言い出す人というのも、ギャグマンガっぽいし）

　やはり人とのコミュニケーションは大切だ。

　気分転換にもなるし、アイデアのきっかけにもなる。

「此方のことをネタにはしないけど、おかげでネームを進められそうだよ」

　微笑ほほえむ。

「？」

　此方は不思議そうに小首を傾かしげた。







監禁18日目







　新作ネームはようやく船出した。

　いくつかのギャグも思いつき、ページが徐々に埋まっていく。

　とはいえ、起承転結でいうと、まだまだ承の序盤くらいの進捗だけど。

「晩御飯」

　此方こなたが部屋に入ってくる。

　もはや、ノックはなかった。

　俺も、別にその必要性は感じなかった。

「わあ！　オムライスじゃん。本当に作ってくれたんだな」

　大皿を占拠する半球状の黄色い物体を見て、歓声を上げる。

　今日のメニューは、俺が此方にリクエストしたものだ。

　最近の此方は料理に自信がついてきたせいか、時折食べたいものを尋ねてくるようになっていた。

　ちなみに自慢じゃないが、俺は子ども舌だ。

　分かりやすくて濃い味付けの食べ物が大好きである。

「今日のは、ちょっと特別」

　此方が胸を張って言う。

　何気なく頼んでしまったが、よく考えたら、オムライスは初心者向けのメニューというには、随分と難しそうだ。

　少なくとも俺は、卵でライスを上手うまく包める自信がない。

　これを作るのに、相当な努力をしてくれたのだろう。

　その証拠に、此方の方のオムライスは、卵の端が破れていた。

　出来のいい方をこちらに回してくれたという訳だ。

「そうなんだ。楽しみだなあ。しかも、メッセージ付きだしな！」

　俺の分のオムライスの上には、ケチャップで『ガンバレ』との文字が書かれている。

　昨日、ネームが難航していると話したから、気を遣ってくれたのだろう。

「……やる気の出る呪文も、注入してある」

　此方が控えめにそう付け加える。

「ああ、それって、メイド喫茶みたいな？　ほら、『萌もえ萌えキュン』的な」

　もしそうなら、俺の目の前でやって欲しかった。

「違う。ソロモンの魔法の呪文を。ちょうど、月齢がよかったから」

『お肉がセールで安かったので』とでも言うかのような、気安い調子で答えてくる。

（よ、よく分からないが、ものすごいやる気を感じる）

　そういえば、パジャマもドクロとゾンビだったし、オカルトチックなものが好きなのかもしれない。

「と、とにかく、冷めない内にいただくよ！」

　オムライスにスプーンを挿し入れる。

　食欲をそそる、ケチャップライスの赤と、卵の黄色。

　熱々の表面を少し吹いて冷まして、口の中へと運ぶ。

「──うん、おいしい！　今までの中で一番かもしれない」

　最初の一口をのみこんで言う。

　そして、すぐさま二口目、三口目に手を出した。

「よかった」

　此方は微笑むと、彼女自身の分のオムライスに手をつける。

　俺はオムライスを半分くらいまで一気に掻かき込む。

　その後は和やかに談笑しながら、食事を終えた。

「……ふう。ごちそうさま。やる気が出たよ。このオムライスのおかげで、今日はもうちょっと描けそうだわ」

　本当に呪文が効いたのかもしれない。

　いますぐ作業に取り掛かりたくてしょうがない。

「頑張って」

　此方はそう言って、両手を俺に向かって開き、ハンドパワーを送るようなポーズをした。

「ああ！　俺、もっと頑張るから、ネームが完成したら──」

『此方も逃げてることと、向き合ってみないか』

　そんなことを言いかけて、途中で思いとどまる。

　俺に、そんな偉そうなことを言う権利はあるのだろうか？

　彼女の名前すら最近知った程度の自分が、図ずう々ずうしくプライベートに踏み込んでもいいものか。

　まあそりゃ、俺は、今も此方に、監禁という形で絶賛プライベート空間を侵略され中である。でも、だからと言って、そのお返しに彼女の心に土足で踏み入っていいかといえば、それはまた別の話だ。

「……」

　此方はじっとこちらの言葉に耳を傾けている。

「いや、何でもない。とにかく、ネームを頑張るよ」

　俺はトーンダウンして、苦笑気味に言った。

「そう……」

　此方は小さく頷うなずいて、空になった皿を持って、部屋から出て行く。

（まずは目の前のネームに集中だ。此方に何かを提案するにしても、せめてネームを完成させてからにしよう）

　今の俺はまだ何者でもない。

　せめて、胸を張って、漫画家だと言えるくらいのネームを描けなければ、自分の言葉に自信が持てないのだ。







監禁19日目







　赤いベレー帽を食べればスーパー漫画家になれると聞いてやってきた眼鏡村で渡されたのは毒入り緑ベレー帽だった。

「──て」

　でも緑ベレー帽は実は１ＵＰベレー帽で分裂した俺は合体して完全体になった。

「──きて」

　これで無双かと思いきや眼鏡顔は区別がつきにくいから入れ替わりトリック無限コンボが成立し定額働かせ放題のブラックアニメの萌ほう芽がが。

「起きて！」

（ん！）

　耳じ朶だに響く大音声にビクッと身体からだが反応する。

「……あ、おはよう」

　寝ぼけまなこで上体を起こす。

　なんかすごい夢を見ていた気がする。

「もう、夜。起こさない方がいいかと思ったけど、息をしてなかったから……」

　申し訳なさそうに言う。

　無呼吸症候群？

「そっか。ちょっと仮眠をとるつもりが、がっつり寝ちゃったな」

　頭を掻いた。

　昨日はネームが捗はかどって、夜明け前まで作業していたから、その反動だ。

「元気そうでよかった」

　此方こなたがほっと息を吐き出す。

「心配かけてごめん。──っていうか、今日は私服なんだな」

　俺は目を丸くする。

　上は黒いＶネックのカットソー。

　胸元にヤギの絵がプリントされている。

　ヤギと言っても、絵本や幼児向けのアニメに出てくるようなかわいらしいやつじゃない。

　思いっきりリアル志向のヤギだ。

　角はエグいし、目は怖い。

　下のスカートも黒。

　チェック模様のスカートだが、レース生地っぽい感じで微妙に透けており、目のやり場に困る。

　首と右手首、左太ももには黒いベルト形のアクセサリーをしていた。

　つまりは全身黒ずくめ。

　まるで、デスメタルバンドのライブか、ゴスの集会に行くみたいな格好だ。

　もしくは、サバト直前の魔女っぽくも見える。

（やっぱりこっち系の趣味なのか）

　思えば、彼女の私服姿を見たのは、これが初めてだった。

　なんだか新鮮な気分だ。

「今日は、ちょっと出かける用事があった」

　此方はすまし顔で言う。

「へえ。どこに行ってたの？」

「それは──内緒」

　此方は唇に左手の人差し指を当てて、悪戯いたずらっぽく言った。

「そうなんだ──あっ、襟の所になにかついてるよ。ゴミかな？」

　此方の首の後ろを指して言う。

　なんだろう。あれは、白い糸くずのような──。

「え？　……。……。……。──!?」

　此方は首の後ろ辺りを手でまさぐる。

　やがて、彼女の指は、糸くずらしきものを探り当てた。

　それを摘つまみ上げ、首を動かして『ゴミ』の正体を確かめた瞬間、此方は全速力で部屋の外へと飛び出して、勢いよくドアを閉めた。

（一瞬しか見えなかったけど、今の、値札のタグだったよな？　ということは、もしかして、あの私服はわざわざ俺に見せるために買ってきてくれたのか？）

　呆ぼう然ぜんと此方を見送り、そんなことを考える。

　もちろん、ただの自意識過剰かもしれない。

　でも、もし俺の推測が当たっているなら、それはとても嬉うれしいことだと思う。

「……」

　数分後。

　此方が何食わぬ顔で戻ってくる。

「どう？　タグ取れた？」

「そんなものはない」

　食い気味に答える。

「いや、でも、じゃあなんで急いで部屋から出て行ったんだ？」

「……これを取りに行ってた」

　此方が後ろ手に隠していた何かを突き出してくる。

　それは、二輪のタイヤのようなものを一本の棒で貫いた道具。

「腹筋ローラー？」

「そう。──たまに、トレーニングをしてるから」

　俺の身体を一いち瞥べつして言う。

「ああ、うん。身体がなまらないようにな。確かに道具があれば効率的だとは思ってたけど、わざわざ買ってきてくれたのか」

「あげる」

「ありがとう。早速使ってみるわ」

　差し出された腹筋ローラーを受け取る。

　床に膝をつき、取っ手の部分を持った。

　車輪部分を接地させ、腕立て伏せのような姿勢をとる。

　そのまま身体を前に伸ばし、五体投地ポーズを決めて、元の位置に戻る。

「おお、いい感じ」

　普通の腹筋よりも、全体に力がかかってる感がある。

　行って、戻って、行って、戻ってを何回か繰り返し、身体が温まってきた頃、突然背中に重みを感じた。

「──なんで俺に座るの？」

　腕をプルプルさせながら問う。

「トレーニングの手伝い」

　上から降ってくる冷たい声。

　反比例するように熱を持つ背中。

　首筋とケツの辺りにチクチクとした刺激。

　痛っ。痛たたたたた。あっ、でもちょっと気持ちいい。

　つけ爪は武器にもなるのか。

「……ちょっと怒ってない？」

「怒ってない」

「そう──それならいいけど」

　それ以上追及するとヤバい空気を感じて、黙々と鍛錬を続ける。

　結局、此方は俺の体力が限界を迎え、床に潰れるまで背中からどいてくれなかった。

　なお、その日の晩御飯には、プロテインがついていた。

　どうやら、筋トレを応援してくれているというのは本当らしい。
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　俺は引き続き、ネームの作成を続けていた。

　当然、同時併行で絵の練習をすることも忘れてはいない。

　ネームに行き詰ったら、息抜きと画力の向上を兼ねて、此方こなたにデッサンに付き合ってもらっている。

「そろそろ、デッサンのパターンもなくなってきたな」

　此方を描き始めてから、もう半月以上。

　すでに、正面はもちろん、横向きや、後ろ向き、立ち姿から、座り姿まで、ほとんどの格好を試している。

「なら、こういうのは？」

　そう言って、此方はおもむろに俺の布団に寝転がる。

「いや、そこ、俺の寝床なんだけど」

　思わず突っ込む。

　たまに此方がシーツを替えてくれてはいるものの、俺の体臭が染みついているのではないかと心配になる。

　臭くないかな。

「……一緒に寝る？」

　猫の真似まねをするように、軽く握った拳で俺を手招きする。

「言うようになったね」

　最初は単語レベルでしか話さなかったのに、今では冗談まで言ってくるようになった。

「私の寝袋と交換でもいいけど」

　クスっと笑って言う。

「それはそれで困る」

　ＪＫの使用済み寝袋に潜り込むなんて、なんかちょっと変態っぽい。

　いい匂いがしたら悶もん々もんとしちゃいそうだし、万が一臭かったら幻滅だ。

「じゃあ、諦めて描いて」

「まあ、確かに新しいポーズではあるけどさ」

　寝床を放棄し、液タブに臨む。

　しかし、やっぱり照れくさい。

　気恥ずかしさを紛らわせるかのように、手近な麦茶の入ったコップに手を伸ばす。

「ゴクゴクゴ──ゲホッ、ゲホッ、ゲホッ」

　喉の違和感。

　せき込み、反射的に二の腕で口を押さえた。

「だ、大丈夫!?」

「ケホッ、ケホ。だ、大丈夫、ちょっと気管に入っただけだ」

　心配そうな此方へそう答え、シャツの裾で口を拭って、デッサンに戻る。

　いや、戻ろうとしたのだが──。

　ヒック。

　ヒック。

　ヒック。

　無意識に喉から漏れる間抜けな音。

「しゃっくり？」

「そうみたいだ。ヒック。困ったな。手元が、ヒック。ブレて描きづらい。まずはこれをヒック。止めないと」

　自分ではコントロールできない横隔膜の痙けい攣れんが、線を歪ゆがませる。

「……目を閉じて」

　此方が真剣な表情で言う。

「え？　なんで？」

「いいから、閉じて」

　有無を言わせない口調で繰り返す。

「お、おう」

　言われた通り目を閉じた。

　状況からして、俺のしゃっくりを何とかしてくれようとしているらしい。

　目を閉じさせるということは、あれか？

　もしかして、びっくりさせようとしてるのか？

　何をしてくるつもりなんだろう。

　まさか、キスとか？

（なーんて、ラブコメマンガの読みすぎだよな。ははは）

　脳内のピンクな妄想を心の中で笑い飛ばした瞬間、ドンっと胸に衝撃。

　身体からだが後ろに傾き、後頭部に痛みが走る。

　刹那、呼吸が止まる。

（い、息ができない）

　手足を動かそうとするが、なぜか力が入らない。

　関節を押さえられているのか。

「んー！　んー！　んー！」

　目を開ける。

　此方の血走った目が眼前にあった。

　視界の端に入る茶色い布。

（ま、枕で鼻と口を塞がれてる!?）

　生命の危険を感じる。

　俺は今更、監禁されているという自分の立場を思い出した。

　でも、思い出したところで何ができる訳でもない。

　意識が遠のいていく。

（もうだめか──）

　諦めかけた瞬間、ふと力が緩んだ。

「い、いきなりなにするんだ！」

　腕を払って上体を起こす。

「え、しゃっくりには、驚かせたり、息を止めたりするといいらしい。だから、両方一気にやれば効果的かな、と」

　此方がちょっと怯おびえたように身を引いた。

「え!?　あ、ああ、そういうこと？　ヒック」

「まだダメそう」

「ヒグゥ！」

　世界が音を失う。

　俺の両耳の穴に、此方の細い指はぴったりとフィットした。

　脳みそクチュクチュされちゃいそう！

「こ、今度はなに？」

　此方の腕をやんわりと掴つかんでどけて、強制的な耳栓を解除する。

「耳の奥の迷走神経に刺激を与える方法もある」

　きょとんとした顔で言う。

「そ、そうか。あの、俺のためにやってくれてるのは分かるんだけど、次からは事前に説明してくれる？」

　あまりにも心臓に悪すぎる。

「分かった。──で、しゃっくりは？」

「あっ、止まってる」

　はっとして喉を擦さする。

　過激なやり方だが、確かに効果はあったらしい。

「なら、デッサン再開」

「ああ」

　再び液タブを手にする。

　色んな意味で刺激的なデッサンとなった。
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「好きな料理は何？」

　昼食のパスタを食べている時、此方こなたがふとそんな質問をしてきた。

「ケンタッ〇ーのフライドチキンかな」

　即答した。

　此方の質問の趣旨が、今日、俺が食べたい物についてだというのは分かっていた。

　でも、つい悪戯いたずら心が頭をもたげて、そんないじわるな答えをしてしまった。

　正直、ちょっぴり彼女の手料理に飽きてきてしまったという気持ちはある。

　此方は料理を始めてからまだ日が浅く、レパートリーがそう多くないから。

　でも、それ以上に、彼女の色んな表情を見てみたかった。

「……注文してくる」

「いや、冗──」

『談』を言い切る前に、此方はすっと無表情になって、席を立った。

　食事の途中だというのに、此方はそのまま部屋に戻ってくることはなかった。

　明らかに機嫌を損ねてしまったらしい。

　此方の料理に不満があると受け取られてしまっただろうか。

　そういうつもりでは全然ないのだが。

（余計なことしちゃったなあ……）

　後悔しつつ、そそくさと食事を終えた。

　液タブと向かい合い、ネームを進めようとするが、あまり身が入らない。

　気分転換に筋トレしたり、部屋のゴミを手で拾ったり、気もそぞろに時間が過ぎていく。

　ピンポーン！

　線を描いては消し、消しては描くという作業を繰り返していた俺の耳に届く、チャイムの音。

　ビクっと身体を震わせた。

（誰だろう？　──ってアレか）

　一瞬考えるが、すぐに思い当たる。

　きっとデリバリーの人が置き配してくれた合図だ。

　やがて想像通りに、ドアが開く。

「夕飯」

　此方は冷たい口調で言う。

　ガン！　と床に叩たたきつけるように置かれるトレイ。

　そこには、注文通りにフライドチキンとポテトのセットがのっていた。

　おまけに、もはや懐かしいサプリメントのトッピングも復活している。

「……」

　此方は一回部屋を出ると、もう一つのトレイを持って戻ってきた。

　いつも通り、俺の前に座る彼女。

　でも、その身体が横向きなところに、確かな抗議の意思を感じる。

　フライドチキンにかぶりつく。

　かなりおいしい。好物なんだから当たり前だ。

　このストレートに食欲を満たしてくれるジャンクな味は、中々家庭では再現できないものだ。

　でも、あんまりおいしそうにすると此方に申し訳ないので、必死に無表情を装った。

「──うん。これこれ、この味」

　なんとか彼女の機嫌を取りたいが、俺の方から頼んだ手前、まずいと言う訳にもいかず、そんな微妙な感想になってしまう。

　我ながら、炭酸の抜けたコーラのような台詞せりふだ。

「……」

　此方は更に90度回転し、完全に背中を向けてしまった。

「あ、あー、で、でも、たまに食べるとおいしいけど、やっぱり誰かの心のこもった手料理には敵かなわないよね」

　わざとらしい口ぶりでそう呟つぶやく。

「気を遣わなくてもいい」

　拗すねたように言う。

　しかし、彼女の身体はまた90度回転し、横向き状態へと戻った。

　これは、もう一押しか？

「いやいや、本当。明日は此方の手料理が食べたいなあ。ほら、カレーとか、チャーハンとか」

　そう言って、比較的料理初心者でも作りやすそうなメニューを挙げてみる。

「最近はレトルトの食品もおいしいらしい」

　ポテトをバクバクと口に詰め込み、リスのように頬ほおを膨らませる。

　日頃の此方の食事マナーはかなり上品なので、これはわざとだろう。

「ごめん。ただの冗談のつもりだったんだ。此方の料理に何か不満がある訳じゃない」

　素直にそう白状した。

「──私を描いてくれたら許す」

　此方はあっさり俺の正面に向き直り、紙コップに入ったドリンクをストローですすってから言った。

「よかった。でも、此方を描くだけならいつもと同じじゃない？」

　もはや、彼女をデッサンするのは俺の日課だ。

「なら、えっと、カラーでもいい？」

　此方はフライドチキンを齧かじりながら、上目遣いで言った。

「うん。いいよ」

　頷うなずく。

「いっそのことヌードでも」

「……それは無理」

　ちょっと考えてから言った。

　さすがにまだ平然とヌードデッサンできるほどの無我の境地には達していない。

　ヌーディストビーチでエレクチオンしないくらいの精神力がなければ、ＪＫの全裸を描く資格はないのだ。残念ながら。

「そう」

　此方がちょっと残念そうに唇を尖とがらせる。

　食後に描いたデッサンは、いつもよりいい出来だった。

　此方には申し訳ないけど、いつもとは違う表情を見られたことが、いい刺激になったらしい。
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　此方こなたとの親密度は、間違いなく増している。

　主観的にもそうだし、それだけではなく、客観的な証拠もあった。

　というのも、前はギリギリ居室とダイニングを仕切るドアまで届くくらいだった鎖が、今はトイレに一人で行けるまでの長さに延長されているのだ。

　これが彼女からの信頼の表れでなくて、なんだというのだろう。

　ともかく、トイレの自由を得た訳だが、まだまだ油断はできない。

　昨日のように、ふとしたきっかけで此方の機嫌を損ねることもある。

　せっかく、監禁が徐々に緩くなっているのに、変な事故を起こして彼女との信頼関係を損なうのも馬鹿馬鹿しい。

　そこで俺は、トイレに行く際に、部屋の外に声をかけるルールを徹底していた。

（うっ、急に来た）

　今日も液タブで作業していると、不意にその感覚は訪れた。

　下腹部がグルルルと動く感覚。

　さっき小の方をした時にはウンともスンとも言わなかったのに、急に来てしまった。

　最近は健康的な此方の手料理のおかげで便通のリズムもよかったのだが、昨日ジャンクフードを食べたせいかもしれない。

　これも自業自得というやつか。

（くそ！　ネームの方はいい所で詰まってるのに、こっちは出るのか！）

　そんなよく分からない不満を抱えつつ、ペンを置き、ドアへと駆け寄る。

「トイレに行くね！」

　早口で言う。

　トイレ宣言なんて、まるで就学前の子どものような行動で情けないが、これも自衛のためだ。

（……無反応、だと）

　いつもは律儀に「はい」とか、「どうぞ」とか返してくれる此方の声が、今日に限って聞こえてこない。

「あ、あの、と、トイレ！　行くよ？」

　上ずった声でそう繰り返す。

　数秒待ったが、やはり反応がない。

（くそっ、もう限界だ！）

「トイレ行くから！」

　そう叫ぶと、ドアを開けて、慌ててトイレへと駆けこんだ。

　……。

　……。

　……。

（はぁ……。助かった）

　大きく息を吐き出す。

　排はい泄せつの快感が至高だと言われるのは、肉体的な苦痛から解放されるということだけが理由ではない。人間としての尊厳が守られたという幸福が、精神をも充足させてくれるのだ。

　そんな悟りの境地を味わいながら、トイレを出る。

　まだ、終わりじゃない。

　手洗いまでが、排泄だ。

　石せつ鹸けんと水で不浄の残ざん滓しを洗い流すことで、まるで自分がウンコなどしない完璧なアイドルであるかのように錯覚できる。

　そのスッキリ感は、当社比５割増し。

　やらない手はない。

　そんなことを考えながら、ルンルン気分で風呂場へと続くドアに手をかけた。

「あ」

「わ」

　果たして、そこには先客がいた。

　目が合う。

　此方はまさに、スカートを下ろそうとする途中だった。

　黒いブラジャーとショーツが、否いや応おうなく網膜に焼き付く。

「ご、ごめん！　トイレ行ったから、手を洗いたくて！　すぐ出て行く」

　目を閉じて、踵きびすを返した。

「待って」

　刹那、肩を引っ張られる感触がして、その場に引き留められる。

「マジでごめん！　こんな漫画みたいなラッキースケベ的シチュエーションなのに嘘うそくさいと思うかもしれないけど、本当に、ガチで偶然なんだ！　何度でも謝るから刺さないでくれ！」

　必死にそう言い訳した。

　此方が呼びかけに反応せず、台所にもいなかったんだから、彼女が入浴しようとしていることは、当然推測してしかるべきだった。

　でも、本当に間抜けな話だけど、トイレ後の解放感で気が抜けて、瞬間的にＩＱが30くらい下がっていたのだ。

「そんなことしないから。こちらを向いて」

　此方がゆっくり落ち着いた調子で言う。

「はい」

　目を閉じたまま、１８０度回転する。

　衣きぬ擦ずれの音がする。

　服を着ているのか？

「……目を開けて」

「分かった。──って、なんでまだ下着のままなんだよ!?　何か着ろよ！　せめてバスタオルを羽織るとか」

　予想は外れた。

　さっきのは、此方がスカートを完全に脱ぎ捨てる音だったのだ。

「恥ずかしい？」

　なぜか嬉うれしそうにそう問いかけてくる。

「そりゃそうだろ！　女の子の下着姿を見たのなんて、初めて、だし」

　自分で言葉にすると余計に恥ずかしくなってきた俺は、彼女から目をそらそうとする。

　しかし、此方に両手で顔を挟まれ、固定されてしまった。

「でも、漫画では、下着の女の子を描いてた」

　此方は小首を傾かしげる。

「いや、それは描いてたけど、参考資料は下着カタログとか、二次元の絵だったし。本物の女性は……」

「そうですか。なら、描いてみる？　私の下着姿」

　挑発的に言って、右手で髪を掻かき上げ、左腕で胸を強調するグラビアアイドルのようなポーズをする此方。

「いや、それはさすがにちょっと……」

　下着姿の彼女を正視し続ける自信がない。

「そう」

　どこか残念そうに俯うつむく。

「うん。さすがにね」

　よかった。

　諦めてくれたのか。

　そう安あん堵どしかけたのに、

「なら仕方ない──昨日はヌードデッサンを断られたし、リベンジ」

　そんなふざけたことを言い始めた。

　そして、ブラジャーの紐ひもに指をかけ、カップをふわりと浮かせようとしてくる。

「え？　いやいやいや、さすがに冗談だよね？　ヌードだよ？　ノーランジェリー、ノーマネーだよ？」

　混乱から、意味不明の言葉を口走る。

「二択。ヌードか、下着か、選んで」

　此方はそんな容赦ない選択を俺に突き付け、ついに紐を肩から外そうとし始めた。

　どうやら、本気らしい。

「えっと、じゃ、じゃあ、下着で」

　思わずそう答えてしまっていた。

　何かのネット記事で読んだことがある。

　ドア・イン・ザ・フェイス。

　断られる前提で大きな要求をし、その後で小さな本命の要求を承諾させるという心理的テクニック。

　そんな高度な交渉術を実践されてしまったならしょうがない。

　下着姿を描くしかないようだ。

（っていうか、そういうことでいいんだよね？　もしヌードの方を選んでも、本当に下着を脱いだりはしなかったよね？）

　真相は藪やぶの中だ。

　結局、手を洗った俺は、下着姿の此方と一緒に部屋に戻る。

　そして、寝床へ躊ちゆう躇ちよなく身体からだを横たえた彼女を描き始める。

　最初は動揺して、デッサンを描くどころじゃないんじゃないかと心配だった。

　でも、いざ一度描き始めてしまうと、意外と気にならない。

　美術館で裸婦像を見ても、綺き麗れいだとは思うけど、興奮はしないのと同じだ。

（それにしても、本物のＪＫの下着姿をデッサンできるなんて、よく考えたら、すごく貴重な経験だよな）
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　法律には詳しくないが、美大通いでもない個人がシャバでそんなことをすれば、普通に逮捕されそうだ。

　せっかくの機会なのだから、このチャンスを最大限に活用しないと。

（なるほど寝転がった時の少女のお腹なかの肉は、ただ凹へこんでいるだけじゃないんだな。微妙に山なりの方が、柔らかさがあっていい）

　此方の身体には、二次元の写真を見ていただけでは分からない、新しい発見がたくさんあった。

　漫画家はたくさんいるとはいえ、リアルＪＫで絵の練習をしている人は中々いないだろう。

　そう考えると、自分の絵に、少しは自信が持てるような気がした。







監禁23日目







「ごちそうさま。今日もおいしかったよ」

　フレンチトーストとコンソメスープの優雅な朝食を食べ終え、手を合わせる。

「おそまつさま」

　此方こなたは完食した俺の皿を見て微笑ほほえむと、部屋を出て行く。

（あー、どうしよう。お腹いっぱいになって眠くなってきた。軽く仮眠とってから、作業するか）

　布団の上に大の字に寝転がる。

　目を閉じる。

　ぼんやりとネームのことを考えながら、うつらうつらと眠気に身を任せようとしたその時。

　モゾゾゾゾゾ。

「うおっ」

　腕にくすぐったい感触を感じて、俺は起き上がる。

　目を開ければ、そこには茶色い小さな蜘く蛛もの姿。

　思わず手を振り払う。

　床に落ちた蜘蛛は、所在なさそうに辺りをさまよっている。

（外に逃がしてやるか）

　俺は蜘蛛に手を差し伸べ、窓の方を一いち瞥べつして──そして、気づいてしまう。

（って、無理じゃん。俺、監禁されてるのに）

　ナチュラルに忘れていた。

（あれ？　これ、まずくないか？　俺、この異常な環境に慣れすぎている）

　血の気が引く。

　冷静に考えると、今の俺ってかなりヤバイ精神状態なんじゃないか？

　確かに此方との信頼関係が日々深まり、生活環境も改善されて、今すぐに脱出しなければならない差し迫った必要性を感じていなかったというのはある。

　でも、監禁２日目くらいに脱出の可能性を探ったきり、今まで一回も逃げ出すための努力をしていない。さすがにこれはダメだろう。

（よしっ。今日はちょっと、本気で脱出計画を練ってみるか）

　そう思い立つ。

「あー、やっぱり机仕事は肩がこるなあ」

　まず、体操をするフリをして、鎖の長さの限界を試すことにした。

　腿もも上げのトレーニングにかこつけて、窓の方を目指す。

（やっぱり無理か）

　窓にはまだ届かない。

　監禁当初よりは鎖が長くなっているとはいえ、今の二倍くらいの長さがないと厳しい。

（玄関の方は──言うまでもないか）

　玄関方面は、彼女が台所付近にいるので、現状、脱出に挑戦すらできない。

　だが、そもそもトイレとその横の洗面所にギリギリ届く程度の鎖の長さしかないのだし、試すまでもないことだ。

（なら鎖を壊す──のはさすがに無理だな）

　頑丈な鎖を壊せるような道具はこの部屋にない。

　床や壁に叩たたきつけるとか、何とかスプーンかフォークを手に入れてカリカリやったとしても、音で彼女に気づかれてしまう。

（となれば、大声を出す？）

　前にも検討した手だが、こちらもやはりダメだ。

　仮に俺の声が隣人に届いて、運良く警察を呼んでもらえたとしよう。警官が部屋にやってきたら、此方はきっと、近頃ご無沙汰気味の包丁を慌てて取り出して、脅してくるだろう。ただでさえ不器用な彼女の手先に焦りが加わったら、いつかの不格好なゾンビウサギりんごみたいに切り刻まれてしまうかもしれない。

（此方が俺を刺した後に警察が部屋に踏み込んで来たら、彼女を犯罪者にしてしまう）

　それが、大声案を却下する、第一番目の理由だ。

（思えば、此方が服を買いに行ったタイミングは、最大のチャンスだったんだな）

　溜ため息いきをつく。

　もちろん、此方も、俺がよっぽど熟睡しているのを見て買い物に出かけたのだろうから、結局ノーチャンスだったのだろうが。

（八方ふさがりか……。もしまた何かの拍子に此方が出かけたら、その時は色々試してみよう）

　現時点で自力での脱出は不可能だと考え、保留という選択をする。

（結局、此方が心変わりして、監禁をやめる気持ちになるのを待つしかないのか）

　そんな漠然とした希望を抱く。

（だとすれば、やっぱり、彼女の意識を外に向けるのが賢明か。此方は学校関連で悩みを抱えているっぽいし、それを楽にしてあげられればいいんだけど……。そのためにも、今、俺が集中すべきなのは──やっぱり漫画だな）

　思考は進歩もなく、十日前と同じ結論へと帰着する。

　だけど、前とは違うところもあった。

　俺のネームは、着実に完成へと近づきつつあるのだ。

　体感、８割方はできている。

　だけど、クライマックスの展開でボトルネックがあり、どうしてもオチをつけることができない。

　もどかしい。

（このネームが完成したら、勇気を出して切り出そう。あと少し、あと少しで出来そうなんだけど……）

　俺の意識は脱出計画から遠ざかり、再び創作の茫ぼう洋ようたる海へと漕こぎ出していくのだった。

　──。

　──。

　──。

　以上が、監禁23日目に、リアルに考えた、脱出計画のあらましだ。

　思えば、あの頃からすでに、俺はおかしくなっていたんだ。

　だって、あり得ないじゃないか。

　自分が傷つくことよりも、彼女を犯罪者にしてしまうことの方に抵抗を感じるなんて。

　でも、あの時の俺は、その思考に特に違和感を持つことはなかった。

　もちろん、後から思えば、もっとやりようはいくらでもあった。

　体力はもう十分に回復していたのだから、此方を力ずくで押さえこんで、逃げ出せばよかったんだ。

　例えば彼女に「後ろ姿のデッサンがしたい」とでも告げて隙を作り、鎖で手足を拘束してしまえば、反攻に出るのは容易だった。

　そうでなくても、昼間、いっぱい仮眠を取っておいて、彼女が寝静まるのを待って襲う。

　監禁23日目の鎖の長さなら、そういう作戦すら可能なはずだった。

　でも、そんな乱暴な手段は全く思いつきさえしなかった。

　それがなにより、無意識の内に、彼女に心までも支配されていた証左だった。

　あの時の俺は、文字通り此方の『虜とりこ』になっていたんだろう。







監禁24日目







　アイデアが出ない。

（『百里を行く者は九十を半ばとす』か）

　ことわざを引用して賢さかしらぶってみても、出ないものは出ない。

　ペンを置き、無言でスクワットを始めた。

（エロ星人に『地球で一番エロい人間を出せ。さもなくば星ごと爆破する』と言われて、地球代表として選び出された主人公。エロ星人から出される難題を、持前の妄想力で解決していく──。ここまではいい。問題はクライマックスだ。最後の試練は、『エロ星人に発情してみせること』。しかし、肝心のラスボスのエロ星人は、煩悩の塊のような主人公でもドン引きするほどの醜悪な見た目だった。直視すればＳＡＮ値をピンチにしてしまうような邪神のごとき容貌、吐き気を催すような腐臭。どうやって主人公はこの難局を突破するんだ……）

　腹筋をしながら悩み続ける。

（っていうか、なんか、ネームに行き詰ったら筋トレをするのが、ルーティンみたいになってるな……）

　監禁される前は、全然そんなことはなかった。

　息抜きといえば、他の漫画を読むか、ゲームをするか、身体からだを動かすにしても、せいぜい、近所のコンビニに買い出しがてら散歩に行くくらいのことだった。

　運動は嫌いだったし、筋トレなんて考えもしなかった。

　でも、今はどうだ。

　まるで息を吐くように身体を動かしている。

「ご飯」

　そうこうしている内に、此方こなたが昼食を持ってきた。

「あっ、うん。今日のお昼は随分ヘルシーだな」

　筋トレを止やめて、床に座り込む。

　玄米に、カルシウム豊富なメザシ。ほうれん草のおひたしに、夏野菜のすまし汁。

　まるでどこかの健康器具メーカーが考案したかのようなメニューだ。

「昨日の晩御飯はちょっとカロリーが高すぎた」

　此方はダンボールの上にトレイをのせて、思案げに小首を傾かしげる。

「トンカツ？　あれもおいしかったけど、今日はちょっと食欲が減退気味だったから、これくらいのあっさりした方がありがたいかも」

「ならよかった。よく噛かんで食べて。その方が消化にいい」

「そうだな」

　ゆっくりと咀そ嚼しやくしながら、お昼を完食する。

　そして、此方が淹いれてくれた緑茶をすすりながら、再び液タブと向かい合った。

　しかし、やっぱりアイデアは出ない。

（でも、思えば、贅ぜい沢たくな悩みだよなあ。つい一ヶ月前は、漫画という単語すら聞くのが嫌なくらいだったのに）

　展開に行き詰っているとはいえ、ここまでネームを描けているというだけで、俺にとっては奇跡のような話だ。

（ここまでこれたのも、全部此方のおかげ、か）

　一人なら、果たして今のような状況まで立ち直れただろうか。

　いや、無理だろうな。

　全てから逃げるように引っ越しを決めたけれど、普通に一人暮らしをしていたら、結局、酒やタバコに溺れたままだっただろう。

　もしそれらを断てていたとしても、食事はコンビニ飯か店屋物頼りになっていたに違いない。好きな物を好きなだけ食べ、少なくとも、今より不健康な食生活を送っていたであろうことは、容易に想像できた。

（身体のことだけじゃない。精神的にも、監禁されたことがかえって創作活動には幸いだったな）

　ネットのない環境に置かれたことによって、作業中に気が散ることがなくなった。

　もちろん、自分にあれやこれやと言い訳して、外に出ることもできない。

　物理的にも精神的にも逃げ道を塞がれ、否いや応おうなく、漫画と向き合わざるを得ない状況が生まれたのだ。

（勝手に俺を監禁してきた此方に、こんな感情を抱くのはおかしい。おかしいのに……）

　監禁は立派な犯罪だ。

　善良な一市民なら許すべきじゃない。むしろ、憎むべきだ。

　理屈としてはそうだと分かっていても、今の俺の心を満たすのが此方への感謝であることは、否定できない事実だった。

「ねえ」

　此方がお茶のお代わりを湯飲みに注ぎながら、声をかけてくる。

「な、なに？」

　意識を現実に引き戻す。

　ちょうど此方のことを考えていたので、なんだかこっぱずかしく、ちょっと声が上ずった。

「暇なら、髭ひげ剃そっていい？　前から気になっていたんだけど」

　そう言って、俺の顔を指さしてくる。

「髭？　ああ、そういえば、伸ばしっぱなしだったわ」

　不精髭が伸び放題になった顎を擦さする。

　思えば監禁されてから、一度も髭剃りをしていない。

　きっと他人から見れば、かなりむさくるしい感じの容貌になっていることだろう。

　もっとも、創作で引きこもりモードになっている時には珍しくもない状態なのだが、女子高生と相対するにはふさわしくないかもしれない。

「忙しければ、今すぐにじゃなくてもいいけど」

　此方が遠慮がちに付け加える。

「いや、今でいいよ。気分転換にやってもらおうかな」

　湯飲みのお茶を飲み干して言う。

「じゃあ、道具を取ってくる」

「ああ」

　此方が部屋の外へと出て行く。

「……お待たせ」

　戻ってきた此方の左手には、ホットタオルとシェービングクリーム。そして、右手には剃刀かみそり。

　一見、平均的な髭剃りセット──なのだが。

「え、それでやるの？　大丈夫？　髭剃りって、ミスると結構痛いんだけど」

　此方が手にしているのは、ガードのついた安全カミソリではなかった。

　理容室のおっさんが使うような、刃が剥むき出しのタイプだった。

「慣れてる」

　此方が意味深な笑みを浮かべて言う。

「そうなんだ」

（包丁は苦手だったのに、剃刀は得意なのか）

　そんな疑問を抱く。

　まあ、女子はムダ毛処理とか大変そうだしな。

　見た所、此方はうぶ毛すらないような透き通った肌をしているが、裏では色々美貌を維持する努力をしているのかもしれない。

「じゃあ、始めるから」

「お手柔らかにね」

　タオルで温められる口元。

　シェービングクリームの泡がくすぐったい。

「……不思議」

　此方が呟つぶやく。

　口髭を刃が撫なでる。

　金属の冷たさと、摩擦の熱さ。

　相反する感触が独特の心地よさを生み出す。

「え？　うん？　なにが？」

　気もそぞろに、下手な腹話術師のようなくぐもった声で聞き返す。

　後頭部に時々、此方の胸の柔らかい感触が当たって、あまり会話に集中できない。

「ムダ毛は自分自身から生えてくるもの。なのに、疎まれて、嫌われて、剃られてしまう。自分の身体を大切にしなさいと、みんな口を揃そろえて言うのに、ムダ毛だけは仲間外れ。なんか、かわいそう」

　早くも唇の上を征服した剃刀が、顎あご髭ひげを侵略してくる。

　此方の舌は、刃と同じくらい滑らかだった。

　どこにスイッチがあったのかは分からないが、興味のあることには饒じよう舌ぜつになるタイプらしい。

　俺もどちらかといえばオタクなので、その気持ちは分かる。

　それにしても、中々ユニークな発想だ。

　俺はクリエイティブな職についていながら、感性が凡人寄りなので、こういう着眼点を持てるのはちょっと羨ましい。

「そういう意味では、髭はまだラッキーだな。ファッションで生やしてもらえることもある」

「ふふっ、中途半端に希望が残された方が残酷な時もある」

　此方は乾いた笑い声を漏らして言う。

　ムニュゥと頭の半分が幸せの温ぬくもりに包まれる。

　此方の顎が、俺のつむじに乗せられ、彼女の甘い声が骨伝導で脳を揺らした。
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「な、なるほど、そういう考え方もあるか」

　もっともらしい顔を作って言う。

　男に真面目な話をする時は、エロを絡めてはいけない（戒め）。

「……時々、分からなくなる。どこまでが自分で、どこからがそうじゃないのか。切り落とした髪や、爪は、いつまで私なの？　切った瞬間に私じゃなくなる？　それとも、ゴミとして捨てられ、燃やされた瞬間？」

「ごめん。俺、学がないから、そういう哲学的な難しいやつはよく分からん」

　正直に白状する。

　知ったかぶったところで、どうせ俺がアホなのはすぐバレる。

　背伸びはしない方がいい。

「ふふっ、あなたの漫画のそういう所が好き」

　此方が声を弾ませて言う。

「もしかして、馬鹿にされてる？」

「馬鹿にしてない。むしろ、誉ほめてる」

　ショリ、ショリ、ショリ。

　此方が剃刀を動かす静かな音だけが部屋に響く。

　なぜだろう。

　その時、俺の脳裏に浮かんでいたのは、いつかテレビで観みた深海の映像だった。







監禁25日目







　まだネームは完成しない。

　どんなに考えても、臭くてグロいエロ星人に発情するロジックが思いつかない。

　いっそ主人公を、極度のＢブス専で臭いのが好きな特殊性癖にするか？

　いや、それは逃げだ。

　主人公はエロいけど、あくまで一般的な読者でも納得できるレベルの性的嗜し好こうでないと。

「大丈夫？　もしかして、不味まずい？」

　此方こなたが心配そうに声をかけてくる。

「ん？　ああ、悪い。考え事してた。料理はおいしいよ」

　そう答えて、慌てて箸を動かす。

　今日の昼食は、生しよう姜が焼き定食。一番ではないが、好物だ。

「漫画の方、大変？」

　そう言うと、生姜焼きでキャベツの千切りを巻いて口に入れる。

「やっぱり、分かっちゃう？」

「だって、最近、あまり私を描かないし」

　ちょっと寂しそうに呟く。

「ああ、そうだよな。一気に仕上げちゃいたくて、ネームばっかりやってたから。……実は、ラストの展開で行き詰っちゃってね。本当にあと少しというとこまできてるんだけど。主人公がラスボスを倒す方法がどうしても思い浮かばなくてさ」

　俺はそう言うと、大根の入った中華風スープをすすり、口の中の油を洗い流す。

「……。そのネーム、見せて」

　此方は箸を置いて、ちょっと緊張した面持ちで言った。

「ああ、うん。いいよ。もしなにか気づいたことがあれば、アドバイスとかくれると嬉うれしい」

　気楽に言って、液タブの方を顎でしゃくる。

　もっとも、此方にネームの相談をしたのは、あくまで彼女を信頼しているという意思表示の一環で、本気でアドバイスを期待していた訳ではない。

　せいぜい、ベタなサスペンスドラマみたいに、何気ない日常会話が状況打破のヒントになればいいなあ、といった程度の感覚だった。

「分かった」

　此方は頷うなずいて、食事を中断する。そして、正座をしたまま、握りこぶしを支えに液タブの所まで移動した。

　まだネームの段階とはいえ、自分の漫画を近くで読まれているというのは何となく気恥ずかしい。

　そんな内心を押し隠し、俺は素知らぬ顔で食事を続ける。

　よく考えたら、『エロくないものまで、なんでもエロく見えてしまう主人公』の漫画をＪＫに読ませてもいいものなのだろうか。セクハラにならないか？

　まあ、此方は俺の作品のファンだと言っていたし、大丈夫だろう。

　……。

　……。

　およそ、十分くらいだろうか。

　俺が食事を終える頃、ネームを読み終えた此方が、液タブを置いた。

　そして、面前へと戻ってくる。

「読ませてくれてありがとう」

　頭を下げて言う。

「それで、どうだった？」

「おもしろかった」

　此方は微笑を浮かべて目を閉じ、満足げに頷く。

「それはよかった。後はラストさえ思い浮かべばいいんだけどな……」

　頭を掻かく。

「──そもそも、あの敵のエロ星人はなんで地球にやってきたの？」

「え？」

　顔を上げる。

「だって、主人公が勝負に負けたら、エロ星人は地球ごと爆破するつもりなんでしょ？　なら、侵略目的じゃないはず。だって、破壊しちゃったら、利用できないから。なら、なんでわざわざ遠くの宇宙から地球にやってきたのかな、と思って」

　此方は顎に握りこぶしを当て、真剣な表情で考え込む。

　日頃言葉少なな彼女が、ここまで語るほど俺の作品に興味を持ってくれたことが嬉しい。

「確かに。エロ星人側に、主人公と戦うメリットが薄すぎる。エロ星人が、ただ無理難題をつきつけて地球人が苦しむ姿を見て楽しみたい快楽目的なら、他にやりようはいくらでもあるし」

「そう。なら、エロ星人は、どうして主人公と戦いたかったの？」

　小首を傾かしげる。

「──それは考えてなかったな」

　俯うつむいて腕組みする。

　主人公のことばかり考えて、ラスボスの方の設定を掘り下げていなかった。

　ギャグマンガだから、敵の行動と動機の整合性とかは気にしていなかったけど、考えてみる価値はありそうだ。

「……もしかしたら、エロ星人は寂しかったのかもしれないな。色んな星の一番エロいオスと対決してきたけれど、誰もエロ星人をエロい目で見ることはできなかったから。でも、エロ星人はきっと、心のどこかで、自分が勝負に負けることを望んでいたんだ。だから、全宇宙を股にかけた、不毛なエロいオス探しを続けている」

「……」

　此方が相あい槌づちを打つように頷く。

「──そうか！　エロ星人はエロく見られたがっていたんだ。これは、エロいぞ！　見た目はどんなにエロと程遠くても、メスがエロく見られたがっているという事実そのものがエロい！」

　膝を打って、顔を上げる。

　そうか！　そうだったんだ！

　エロ星人は、無理難題を押し付けていたんじゃない。

　ただ、自分をメスとして受け入れてくれる存在を探していただけなんだ。

　それが、ラスボスの──エロ星人の弱点。言い換えれば、主人公の突破口ということだ。

「ありがとう！　此方！　此方のおかげでネームが完成しそうだ！」

　感激のあまり、思わず此方の両手を握る。

「え、えっと、別に大したことじゃ、ないし」

　此方は身を縮こまらせて、ボソボソと呟つぶやく。

「あ、その、ごめん。俺一人で勝手に盛り上がって」

　慌てて手を放した。

「い、いいけど」

　此方は頬ほおを染めて、食事を再開する。

「……じゃあ、今度は此方の番だな」

　意を決して口を開く。

「え？」

「此方も、何か悩んでること、あるんじゃないか。例えば、学校のこととか」

　切り出すなら、今しかないと思った。

「──バレちゃってたんだ」

　此方はそう言って、泣くような、はにかむような、どちらともつかない不思議な表情をした。

「うん。正直、俺はそこまで察しのいい方ではないけど、なぜ此方が、基本的にずっと制服なのかとか、どうしてここで勉強してるのかとか、その辺りのことを考えちゃうとな。ネームの相談に乗ってもらったお礼に、俺でよければ話を聞くよ」

　まだネームは完成してないけど、彼女のアドバイスのおかげで、目途は立った。

　そのお返しという名目なら、彼女に踏み込める。

　完成前のネームを見せるのは、漫画家にとっては、裸を見せるのと同じくらい恥ずかしいことだ。

　そのネームを彼女に見せた以上、俺も彼女の内側に踏み込む権利がある──と思う。

　多分。

「……」

　此方は、白米の入った茶ちや碗わんを持ったまま静止する。

「あ、あの、もちろん、嫌なら、無理に話さなくても」

　アワアワと手の平を此方に向けて振る俺。

「いや。話す。……話したい」

　そう言うと此方は茶碗を置いて、喉を湿らす程度の量のお茶を飲んだ。

「ああ」

　背筋を正す。

「──きっかけはただの風邪だった」

「風邪？」

「そう。最初の一日、二日はいつも通りに普通に学校に病欠の連絡をして──まあ風邪って、普通はそれくらいで治るでしょ」

「うん」

「でも、その時は風邪をこじらせて、三日目には熱はちょっと下がったけど、まだ、学校には行けない状態だった。でも、その日の朝は、ゴミ捨てとか、荷物の受け取りとか、色々やることがあって、たまたま学校への連絡を忘れちゃって」

　つらつらと語り出す。

　今まで溜たまっていたものがあるのだろう。

　日頃の言葉少なな彼女が嘘うそのようだ。

「まあ、そういうこともあるよな」

　人間なら誰しもケアレスミスはするものだ。

「そう。でも、私が連絡をしなくても、学校からは電話も何もなくて、四日目にはもう、熱はなかったんだけど、身体からだはちょっと気け怠だるくて、そこで学校に行こうか、念のためにもう一日休もうか迷って」

　此方はそこで一拍おいて、冷めた生姜焼きを咀そ嚼しやくする。

「迷うだけ偉いよ。俺だったら、躊ちゆう躇ちよなくサボってる」

「私も正直、ズル休みしたい気分だった。でも、何となく、決めたの。もし、学校から安否確認の連絡が来たら、たとえ遅刻してでも学校に行こうって。ほら、あの、小学生が、『歩道の白線だけ歩いて帰れたら、テストで１００点をとれる』って、願をかけるみたいな感じで。その、子どもっぽいけど」

　そう言うと、はにかんで視線を伏せる。

「いや、俺も、『投げたティッシュがゴミ箱に入ったら重版がかかる』とか、たまにやってる」

　もちろん、その願掛けの結果が当たった例ためしはないが。

「それは、むしろかわいらしい占いだけど、私のは、自分の決断を第三者に委ねる、卑ひ怯きようなやり方。──でも、それで、やっぱり連絡はこなくて。そこで、土日を挟んで、月曜日になって、さすがに行かなくちゃって、カバンを用意して、玄関まで行った」

「偉いね」

「偉くない。だって、私、そこで、ふと思っちゃったもん。私が何日も学校へ行かなくても、誰も心配なんてしていない。私が学校に行っても行かなくても、誰も気にしていない。友達もいない。じゃあ、そもそも何のために学校に行くんだろうって。分からなくなって。そしたら、どうしても、学校へ足は向かなくて」

　呟くように言って、唇を真一文字に引き結ぶ。

「うーん、学校に行く理由か……。そうだな。よくある月並みな意見だと、将来の選択肢を広げるためとか、高校くらい出てないと、まともな大人になれないとか？　でも、まあ、俺自身も、漫画家なんていう広義での水商売を選んでしまったから、立派な大人像についての説教なんてできないんだけどさ」

　すんなり、漫画家という職業を名乗れた自分に驚く。

　いつの間にか、漫画家に戻っていた。

　たとえ今は連載がなくて自称にすぎなくとも、再び俺は俺自身を漫画家だと認めることができたのだ。

「漫画家は立派な職業でしょ！　でも、私にはやりたいこともないし、私の家は、多分、贅ぜい沢たくしなければ、一生、働かずに暮らしていけるくらいのお金がある。だから、そういうよくある理由は、あまり響かないっていうか……。もちろん、贅沢な悩みだと、頭では理解してるんだけど」

「いや、そんなに気に病まなくても……。お金持ちの家に生まれるのは子どもの責任ではないし。子どもは、与えられた環境を、最大限自分のために都合よく使う権利があると思うぞ」

　この世に産み落としたのは親の勝手なんだから、使えるものは使えばいいのだ。

「そうかな……」

　此方は瞬まばたきを速くして、曖昧に微笑ほほえむ。

「そうだよ。──でも、うーん、俺は此方の学校に詳しくないけど、さすがに一週間も欠席してたら、保護者に連絡がいくんじゃないかな」

　ダンボールの上に片肘をつき、頬ほお杖づえをついて言う。

　お金持ちお嬢様学校がそこまで生徒に無関心というのも、ちょっと考えにくい話だった。

「多分、連絡はいってると思う。もしかしたら、三日目の時点で親のスマホには教師から電話がきてた可能性がある。それで、きっと、あの人は、『家の事情だから』とか、学校が踏み込みにくいような適当な言い訳をしたのかも」

「なぜ推測形？」

「母はあまり家に帰ってこないから。生活のリズムも合わないし」

　冷めた口調で呟く。

「そうなんだ……」

　肯定も否定もしない、中立のトーンで頷うなずく。

　此方の家庭環境がかなり気になったが、話の腰を折りそうだったので、それ以上は追及しない。

　でも、俺は『保護者』について聞いたのに、此方はお母さんについてしか言及しなかった。

　つまり、此方は父親とは、死別しているか、もしくは、その『あまり家に帰ってこない母』よりも疎遠だということだろうか。

「あ、でも、勘違いしないで。今は、理屈とかじゃなくて、学校に行きたいって、ちゃんと思ってるから。ほら──『雨粒は自分で思ってるより自由じゃないさ。でも、川に紛れればいつか海へ出る』」

「俺の漫画の台詞せりふだな。本当にファンだったんだ」

　照れくささにはにかむ。

「疑ってたの？」

　此方がちょっと不満げに頬を膨らませる。

　女性読者もいるということは分かってはいたが、こんな美少女ＪＫのファンがいることは想定してなかった。でも、俺の漫画が此方の心を前向きにすることができたのなら、それはとても嬉うれしいことだ。

「いや、疑ってた訳じゃないんだけど、俺が連載を持ってたのは、男性向けの漫画雑誌だったから……。ごめん、続けて」

　右手を突き出して、先を促す。

「……うん。おかしな話なんだけど、いざ学校に行くと決めたら、急に他人の目が怖くなった。近所の人に声をかけられたらどうしようとか、クラスメイトは私のことをどう見るのかな、とか。誰にも気にされないことが嫌で不登校になったのに、今は誰かに気にされるのが怖い。先延ばしにすればするほど、どんどん怖くなっていく」

　此方はキャベツを箸で摘つまみ、途中まで持ち上げて、また皿に戻す。

「そっか……。その気持ち、ちょっと分かる気がする。俺の場合は、学校じゃなくて、漫画だけど。一日描かないと、その次の日に描くのはずっと気分が重くなる。単純に二倍じゃないんだよな。累乗というか、指数関数的に億おつ劫くうになっていくっていうかさ」

「……」

「ごめん。ちょっと見栄を張った。此方が数学の勉強をしてたから、大人なのに何も知らないのは恥ずかしいと思って、適当言った」

　視線を伏せ、重苦しい空気を和ませようと、ちょっと冗談めかした口調で言う。

「ふふ、どこで張り合ってるの。──でも、その通り。『誰よりも遠くまで行くから、俺の最初の一歩は誰よりも遅い』」

　自嘲気味に言う。

「此方、ファンなのはよく分かったから、俺の漫画から引用するのやめて。なんかこっぱずかしい」

　両手で顔を覆う。

「そう？　かっこいいのに……」

　此方はちょっと不満げなトーンで呟つぶやいた。

「とにかく、此方が学校に行く意思があるなら頑張ってみようぜ。もちろん、俺は教師でも精神科医でもないから、大したアドバイスはできないけど、此方が登校するために、何かできることがあったら協力させて欲しい」

「い、いや、それはさすがにない。あなたには、漫画の仕事があるでしょ！」

　首をブンブン横に振る。

「その漫画のアイデア出しに協力してくれたお礼だよ。それか、ほら、ファンサービス？　みたいな」

　俺は此方が気兼ねしなくてもいいように、軽い調子で言う。

「本気？」

　探るように尋ねてくる。

「うん。是非恩返しさせて欲しい」

　深く頷いた。

「そう……。──じゃあ、リハビリに、授業の模擬練習に付き合ってくれる？」

　此方が眉に力を込めた表情で問うてくる。

「いいよ。えっと、俺はクラスメイト役をやればいいのかな？　というか、先生役は、ちょっと難しいと思う。脳みそ的に」

　まあ、すでに俺は成人しているのに、高校生役というのもそれはそれで変なのだが。

（でも、まだ20代だし、ギリギリ若者と言っていい年齢のはずだよね？　どちらかといえば童顔な方だし）

　自分にそう言い聞かせる。

「えっと、クラスメイト役で」

　此方が呟く。

　結局、忖そん度たくさせてしまった。

「授業の科目は？」

「英語か、音楽のどっちかで」

「その心は？」

「英語はペアで教科書の音読があるし、音楽はアンサンブルをやるから……。集団でやる科目が、特に苦手」

　忙せわしなく箸を動かし、食事の残りを片付けながら言う。

「なるほど。その二択なら、音楽かな」

　音楽も大して得意ではないけど、英語の方は全くできる気がしない。

「じゃあ、まずは服を着替えて」

「まあ、リアリティは大切だよね。でも、学生服とかは用意してあるの？」

「私の制服──冬服を貸す。ちょっと暑いかも」

　ん？

「えっと、此方の服を着るの？　俺が？」

　自分の耳を疑い、思わずそう確認してしまう。

「そう。できれば」

「えっと、俺は、こう見えても一応男っていうか」

「私の学校、女子校」

　此方がちょっと気まずそうに言った。

　ぐうの音も出ない、反論の余地のない理由だった。

　女子校に通う練習なのだから、女子のクラスメイトでないと練習にならないのは当然だ。

「なるほど。分かった。此方の制服を着よう」

　拳を強く握りしめて頷く。

　今更嫌だなんて言えない。

　これも、此方のため。

　甘んじて耐えよう。

「ありがとう。──えっと、じゃあ、とりあえず、食器を片付けちゃうから」

　此方が食事のトレイを下げ、制服を持ってくる。

　それから、再び部屋の外に出て、ガサゴソと物音を立て始めた。

　多分、音楽の授業に使う道具でも探しているのだろう。

　その間に、俺は此方の制服を着こむ。

（……何とか着れてるみたいだな）

　もちろん、シャツのボタンは下の二つ程度しか止められないし、ウエストもちょっときついので、スカートのファスナーも半開きだ。

　もし俺が女子高生なら、半分痴女である。

（っていうか、なんかいい匂いがするし）

　もちろん、洗剤か、柔軟剤の香りなんだろうと分かってはいるが、それが此方の着ていた制服だと思うと、何だか変な気分になりそうだった。

「こんにちは。よろしく」

　此方はドアを開けて部屋に入ってくると、俺に向かって頭を下げた。

　彼女はその胸に、ギターケースを二回りほど小さくしたようなものを抱えている。

　どうやらもう練習は始まっているらしい。

　っていうか、此方、クラスメイトにも敬語なのか。

「うん。こちらこそ。オレ、公立から転校してきたばかりで、この学校には慣れてないんだ。だから、色々迷惑かけるかもしれないけど、大目に見てね」

　立ち上がって、軽く片手を挙げて応える。

　俺の生い立ちは、庶民も庶民。お嬢様学校の事情なんて全く分からない。

　なので、『急にお嬢様学校に転校してきた、俺っ娘こ庶民』という設定でいかせてもらう。

「大丈夫。私も下へ手ただから──発表まであまり時間がないし、練習する？」

「うん。しよう」

「……じゃあ」

　此方は床にケースを置き、開ける。

　中から出て来た楽器に、俺は目を丸くした。

（バイオリン!?）

　音楽の授業というから、せいぜいアルトリコーダーとか、ピアニカみたいなのを想像してたけど、でも、そうだよな。お嬢様学校なんだよな。こういうこともあるか。

「あの、オレ、引っ越しのドタバタで忙しくて、まだ楽器買ってないんだよね。だから、声でいいかな」

　そういうことにしておいた。

「分かった。なら、私が伴奏する」

　此方が頷うなずいて、バイオリンを弾き始める。

　桜おう葉よう高校の生徒の平均と比較して、此方の腕が、上手うまいのか下手なのかは分からない。

　でも、バイオリンは音を出すのすら難しいと聞いたことがあるし、途切れることなく弾けている様子を見るに、彼女はズブの初心者ではなさそうだ。

　っていうか、このイントロは──。

（アニメ化した俺の作品のＯＰオープニングか）

「……授業でアニソンってアリ？」

「初心者向けで、ジブリやディズニーのアニメの曲をやるのは定番」

　此方はきょとんとした顔をして言う。

「そりゃ、ジブリやディズニーならそうだろうけど」

　苦笑した。

　確かに同じアニメというカテゴリーではあるが、俺のはアカデミー賞をとれる見込みなど全くなさそうな出来だった。

（めちゃくちゃ期待した目で見てくる……）

　もちろん、原作者だからと言って、ＯＰが上手く歌える訳ではないことは言うまでもない。

　でも、彼女の輝く瞳に、俺は屈した。

「『破ったーページに、殴り書きの地図ー。ポケットにしまい込んでー、忘れていたーけどー』」

　精いっぱいに声を張り上げる。

　近所から苦情がきたらどうしよう。

「……」

　此方はこちらの心配をよそに、時折満足げに頷きながら、バイオリンの演奏を続けた。

　俺もそれに応えるように腹に力を込める。

　……。

　……。

　……。

　結局、きっちり五十分間、授業は行われた。

　最終的にはＥＤエンデイングまで歌わされ、肉体的にも精神的にもヘトヘトになる。

「す、少しは役に立てたか？」

　喉を擦さすりながら問う。

[image: ]

「うん。ありがとう。元気出た」

　バイオリンをケースに戻しながら答える。

「それはよかった」

　自然と笑顔になる。

（果たして、これで学校へ行く練習になったのだろうか……）

　正直、そんなことを考えなくもない。

　でも、此方がとても楽しそうだったから、とりあえずはそれで良しとしよう。

「あの……、また、いつか、練習に付き合ってもらってもいい？」

「いいよ。此方がいつ練習したくなっても協力できるように、明日にはネームを終わらせる」

　そう宣言して、液タブと向き合う。

　疲労感はあるけど、気分はいい。

　ネームのラストスパートが捗はかどりそうな予感がした。







監禁26日目







「ごちそうさまでした」

　トーストと目玉焼きというシンプルなブランチを食べ終え、手を合わせる。

「おそまつさま。じゃあ、下げちゃうから」

「うん。今日はなんだか忙しいな」

　いつもだと食後は少し談笑するのだが、今日の此方こなたはなんだかせっかちだった。

「うるさかった？　今日中にはネームが完成する予定だって言ってたから、なら、お祝い用に特別豪華なメニューを用意しなくちゃと思って。そのために、色々、下ごしらえとかしてて」

　早口で言う。

　相当張り切っているらしい。

　別にうるさいとは思わなかったけど、言われてみれば朝から、キッチンでガサゴソ物音がしていた気がする。

「ああ。そうだったんだ。ありがとう。確かに今日中にネームを完成させる予定だけど、これで間に合わなかったら、なんか申し訳ないな」

「そう……。でも、もし完成しなくても、お祝いはお祝いでいいんじゃない？」

　此方がトレイを持ち上げながら、小首を傾かしげた。

「どうして？」

「え？　だって、今日、誕生日でしょ？」

『信じられない』とでも言いたげな表情で目を見開く。

「あ[image: かんたんふ]　そうか。そういえば、今日、俺の誕生日だった」

　愕がく然ぜんとする。

　どうやら、自分の誕生日も忘れてしまうくらい、ネームに没頭していたらしい。

「だから、どちらにしろ、お祝い」

「確かに。それなら、どっちに転んでも悪くないね」

　微笑ほほえんで頷く。

（とはいえ、ここでネームが完成しなかったら、かっこつかないよな）

　ネームは、もはや仕上げの段階に入っていた。

　頬ほおを叩たたいて気合いを入れ直す。

　ラストシーンにペンを走らせる。

　細かなセリフや、見開きの演出を見直し、もう一回最初から通しで読み直す。

　……。

　……。

　……。

「──よしっ。できた！　やっと、やっと」

　ペンを置く。

　大きく万歳するように伸びをした。

　まるでタイミングを見計らったかのように、『遠き山に日は落ちて』のチャイムが遠くから聞えてきた。

　もうすっかり夕方だ。

　立ち上がり、フラフラとドアの方に歩み寄る。

「此方、完成したよ。ネーム」

　ドアノブをちょっと引いて、チラリと隙間から顔を出して言う。

「やった！　──あっ、こちらも、後、十分もしない内にできるから、もうちょっとだけ待ってて」

　エプロン姿の此方がこちらに振り向いて言う。

　その手にはペッパーミル。

　まな板の上には、高そうな赤身の牛肉が、火を入れられる時を今や遅しと待っている。

「うん」

　頷いて、部屋へと戻る。

　お酒も飲んでないのに、なぜかボーっとした気分だった。

　創作は苦しいけれど、一つの作業が終わった時の達成感には、どこか陶酔感が伴う。

「お待たせ」

　やがて、此方がトレイを持って現れた。

　ニンニクの香りが食欲をそそるステーキに、スライスされたバゲットとその上にのせるチーズ、サラダとコーンスープ。そして、いちごのショートケーキ。

　それらが、整然とダンボールの机の上に並べられていく。

　粗末なダンボールの上に立派なディナーというミスマッチな組み合わせが、なんだかおもしろい。

「料理、お疲れ様」

「うん。──ネームの完成とお誕生日、おめでとう」

　此方が拍手をして言った。

　俺も彼女に合わせて、控えめに手を叩く。

「うん。ありがとう。──それで、あの、さ」

　そこまで言って、ちょっと口ごもる。

「……なに？」

「えっと、その、できれば、だけど、お祝いなら、制服じゃなくて私服がいい──かも」

　挙動不審にあちこちへ視線を飛ばしながら、やっとのことで要望を伝えた。

「！」

　此方が大きく目を見開く。

「ほら、此方は基本いつも制服だから、私服の方が、特別感があるっていうか。──ダメ？」

　俺は此方の表情を横目でチラチラ窺うかがいながら言う。

「ダメじゃない！　今着替えてくる！　すぐに！」

　此方が鼻歌を歌いながら、スキップして部屋から出て行く。

　やがて戻ってきた彼女の私服姿は、期待以上だった。

　その身体からだを包むのは、以前の黒ずくめで魔女っぽい服ではない。

　白い、清せい楚そなドレス風ワンピースだった。

　それこそ、どこぞの高級なホテルのレストランでディナーをとっていても、全然不自然じゃない格好だ。

「そんな私服も持ってたんだね」

「これでも一応、お嬢様だし」

　床に横座りをして、ちょっと自慢げに胸を張る。

「似合ってるよ」

「い、いきなり何言ってんの。さっ、お肉が冷めない内に食べて」

　此方は照れくさそうに視線をそらすと、ナイフとフォークを手に取った。

　監禁された当初なら、凶器にもなり得る道具を手にした此方を警戒していただろうが、今は全くそんな気持ちは湧かない。

「だね。──いただきます」

　俺もナイフとフォークを持つ。

　赤身だけど筋はないから、スルスルとナイフが入っていく。

　フォークで刺し、口に入れる。

　おいしい。

　塩と胡こ椒しようだけのシンプルな味付けだけど、それがいい。

　口元の筋肉が緩むのを感じる。

　ただ残念なのは──。

「もしお酒が恋しいなら、赤ワイン、冷えてるけど」

　此方が俺の思考を先読みしたように言った。

「いいの？」

「お祝いだし。──あ、でも、飲みすぎないように、ハーフボトルのやつだけど」

　人差し指を立てて言う。

「ぬかりないね。──っていうか、未成年なのによく買えたね。お酒」

「だって、名義上はあなたのカードでしょ」

「そっか。忘れてた」

　そう言って笑い合う。

　楽しい時間はあっという間に過ぎて、目の前の皿はすぐに空になった。

　二人の間に、まったりとした空気が流れ始める。

「──あの、完成したネーム、見ていい？」

　此方がやおら口を開いた。

「うん」

「ありがとう」

　此方が液タブへと向かう。

「どういたしまして」

　俺は、赤ワインが三分の一ほど残ったグラスを静かに傾けながら、彼女を待つ。

　……。

　……。

　やがて、液タブから顔を上げた此方は一言、

「完璧」

　と呟つぶやいた。

「完璧かは分からないけど、少なくとも、今の俺にはこれ以上のものは出てこない」

「……ちょっと待ってて」

　此方が部屋から出て行く。

　そして、すぐにまた戻ってきた。

　その手に握られていたのは、紛れもなく俺のスマートフォン。

「はい」

　それをゆっくりとこちらへ差し出してくる。

「いいの？」

「うん」

「そう」

　短い返事のやりとり。

　それでも、彼女の気持ちは伝わった。

　両手でスマホを受け取る。

　よかった。

　これで編集にネームを提出できる。

「──私からも、報告」

　此方は改まってそう言うと、背筋を伸ばし、正座をした。

「なにかな」

「……。……。……。私、明日、学校に、行ってみる」

　途切れ途切れになりながらも、しっかりと意思表示する。

「そっか。おめでとう」

　静かに言った。

　今、あれこれと言葉を飾って大げさに彼女を称たたえるのは、嘘うそくさい気がした。

「うん。──で、長時間家を空けると、何かあっても対応できない。だから──」

　此方はこちらまで歩いてくると、上半身をかがめる。

　フワっと花のような香りが漂う。

「これはない方がいい」

　ちょっと寂しそうに微笑ほほえんで、どこからともなく取り出した鈍にび色いろの鍵を、俺のチョーカーへと挿しこんだ。

　ガチャン。

　音を立てて、鎖が床に落ちる。

　７割の安あん堵どと、２割の歓喜と、１割の寂せき寥りようが、心に去来する。

　ずっと疑問に思っていたけど、今なら分かる。

　此方が監禁してきた理由が。

　全ては俺が漫画家として立ち直るためだった。

「……行ってらっしゃい」

　首を擦さすりながら、彼女に微笑みかける。

「ちょっとその挨拶をするにはせっかちすぎ」

　此方がかわいらしく唇を尖とがらせる。

「まあな。でも、此方が出かける時間には、俺はまだ寝ちゃってると思うから。──早く帰ってきて、また、俺に首輪をつけてくれよ。一人でいると、すぐに堕落しちゃいそうだから」

　冗談めかして言う。

「分かった。なるべく早く帰ってくるから、たっぷりと身体を休めて」

「ああ。今日はぐっすり眠れそうだよ。ちょうど良くほろ酔いだし」

「……おやすみ」

「うん。おやすみ」

　そう挨拶を交わし、微笑み合う。

　こうして、俺はまた一つ年を取り、監禁でつながった此方との歪いびつな関係も終わりを告げた。

　今、新しく始まった二人の関係を何と名付ければいいのか。

　それはまだ分からない。

　やがて、此方は二人分のトレイを持って、台所で洗い物を始めた。

　俺は液タブのネームをスマホへ移し、編集者へと送信する。

　それから堂々と自分の足で洗面所へと向かい、歯磨きだけさっと済ませた。

　布団に潜り込む。

　睡魔はすぐにやってきた。







監禁27日目







　目覚めると、朝十時を過ぎていた。

　予想していた通り彼女はいない。

　ダンボールの上には、『冷蔵庫に朝食があります』とのシンプルなメモ書き。

　キッチンまでのそのそと歩いて行き、冷蔵庫を開ける。

　中には、サランラップをかけられた、おにぎり二個と卵焼きがのった皿があった。

　麦茶をコップに注ぎ、皿をいつものトレイにのせる。

（おかかと、昆布か。卵焼きは、しょっぱめの出だ汁し巻き系）

　ゆっくりと朝食を食べ終わり、顔を洗って歯を磨いてシャワーを浴びて、一通り身だしなみを整えると、特にやることがなくなる。

（あっ、そういえば、昨日の日記を書き忘れていた）

　思い出して、液タブを起動する。

『アイデアメモ帳』と、タイトルを偽装したファイルを開いた。

（えっと、『監禁26日目』と──待てよ）

　そこまで書いてペンを止める。

　何も考えず、監禁26日目としたが、このタイトルは適切なのだろうか。

　もはや、俺は監禁状態にはないというのに。

（まあ、いいか。統一感は大切だしな）

　適当にそう決める。

　というか、そもそも、この日記って、監禁生活で時間感覚がおかしくならないようにつけ始めたんじゃなかったっけ。

　ならもうやめてもいいのか。

　でも、まあ、日記をつけるのは悪い習慣じゃないし、飽きるまではこのまま続けてみようか。

　のんびりと思考を繰り、まったりと日記を書く。

　それも一時間くらいで終わり、また手持無沙汰になる。

（また寝るか）

　再び床につく。

　我ながら怠惰だとは思うが、酒やタバコを再開するよりはマシだろう。

　……。

　……。

　……。




　　　　＊　＊　＊




　目を覚ました俺はスマホを見る。

（んっ──もう十九時か）

　寝すぎてちょっとズキズキする頭を振る。

　まだ部屋には、人ひと気けはない。

（此方こなた、さすがにちょっと遅くないか？　いや、もし部活とかをやっていたとしたら、これくらいの時間にはなるのか。──そうだ。スマホで連絡を）

　そこでスマホをフリックする指を止める。

　良く考えたら、俺は、此方の家の住所も電話番号もメールアドレスも、ＳＮＳのアカウント名すら、何も知らない。

　つまり、彼女に連絡する方法がないのだ。

（うーん、学校の名前は知ってるし、住所も調べればすぐに分かるけど、お嬢様女子校だろ？　そんなとこに、親族でもない成人男性が突撃できる訳ないよな）

　そんなことをしたら、完全に事案だ。

　おそらく、警備員もいるだろうし、もし騒ぎになれば此方に余計な迷惑がかかる。

（まあ、実家の方にでも帰ってるんだろう。此方は俺のＳＮＳのアカウントを知っている訳だし、ＳＮＳには仕事募集用のメアドも公開してるんだから、なにかあればそのどっちかに連絡をしてくるはず）

　此方は俺の誕生日を覚えているくらいＳＮＳをチェックしているんだから、それは間違いない。

（うん。心配しすぎだな。明日になればきっと帰ってくるさ）

　楽観的にそう考える。

（自分で家事をするの、久しぶりだな）

　炊飯器に米をセットしながら思う。

　ここのところ、此方に甘えっきりの生活だった。

（少しは自主性を取り戻さないと）

　冷蔵庫に入っていた残り物で適当に野菜炒いためを作る。

　でも、あまりおいしくない。

　どうやら、すでに俺は、此方に料理の腕で先を行かれてしまったらしい。

　洗い物をして、お風呂に入って、溜たまっていたメールの整理などをする。

　時折ＳＮＳをチラ見しながら彼女を待つが、連絡はない。

　結局、日付が変わるあたりまで起きていたが、此方が玄関のドアを開くことはなかった。

（大丈夫かな……）

　一抹の不安を抱えながら、布団に入る。

　中々眠れず、トイレに行ったり、牛乳を飲んだり、軽いストレッチをしたり、あれこれ試して、ようやく意識を手放せたのは、丑うし三みつ時どきを回った頃だった。







監禁28日目







　目を覚ます。

　身体からだを起こして、部屋を見渡した。

（まだ帰ってきてない、か）

　相変わらず人の気配はない。

　トイレで用を足し、手を洗う。

　無意味だと分かっていても、つい風呂場の扉を開けて中を確認したり、玄関のドアスコープから外を覗のぞいたりしてしまう。

　でも、そんな気休めの行動をとってみたところで、もちろん現状は変わらない。

　白米を炊く。

　卵かけご飯にして、掻かき込むように朝食を終えた。

　シンクに茶ちや碗わんを置いて、蛇口から水を出す。

　スポンジを手に取り、黄身の残ざん滓しを拭い去る。

　ピコン。

　規則的な流水の響きに混じり、耳に届く電子音。

（着信！　此方こなたからのＤダイレクトＭメツセージか!?）

　蛇口を閉め、スポンジを放り出す。

　雑に服で手を拭いて、部屋へのドアを開け放ち、スマホをひったくるように掴つかんだ。

（違う。メールか……）

　スマホの画面の上部に表示されたメールのアプリのアイコンに、俺は肩を落とす。

　しかし、アイコンを下にスワイプして表示された件名を見た瞬間、すぐに背筋を正した。

『Ｒｅ：新作ネームに関して　二に階かい堂どう日向ひなた』

（……思ったよりも、早く返信がきたな。いつもなら、早くても三日はかかるのに）

　無味乾燥なタイトルの横にくっついた送信者の名前は、見慣れた担当編集者のものだった。

　それは、俺が二番目に期待していた人からの連絡だ。

　床に胡坐あぐらを掻くと、スマホのパターンロックを解除し、件名をタップする。

　瞬間、メールの本文が画面いっぱいに表示された。

　目を閉じて、大きく深呼吸し、再び目を開ける。

『平素より大変お世話になっております。フレアコミックスの田中ハルカです。ネーム、拝読しました。まさか、先生がギャグマンガでくるとは……。正直、驚きました。自分としてはラブコメを希望していましたが、まあ、それはいいです。弊社は「面白ければ何でもあり」が信条ですから。さて、早速ですが、結論から申し上げますと、このネームをそのまま会議にあげるのは、かなり厳しいかと存じます。理由としては、率直に申し上げて、笑えませんでした。もちろん、笑いの感覚は人それぞれのため、自分個人の意見で判断すべきでないと考え、他の編集にも読んでもらいましたが、ほぼ同様の意見でした。下ネタを扱うにしては『恥を捨てきれていない』と申しますか。ギャグマンガならば、恥を昇華するレベルになっていないと、商業で扱うには厳しいかと思います。これは、他の編集の言葉ですが、『まるで覚えたての下ネタを連呼する中学生を見ているかのようなスベり具合』と申しますか……。また、最近のギャグマンガは、強烈な主人公の一人称視点で展開していくものは少なく、三人程度のそれぞれ個性を持ったキャラクターが俯ふ瞰かん的な視点で話を回していくようなものが主流になってますので、同時代性という意味でも商業的に厳しいです。そして、主人公の造形にも熱量は感じましたが、おそらく、先生の意図していない形で、鼻につく、感情移入しにくいキャラクターになってしまっているようです。先生のキャラクターが紡ぐ抒じよ情じよう的なセリフは、バトルマンガやファンタジーマンガの世界観にはよく合うのですが、ギャグマンガとの相性は良くないかと思います。以上、かなり手厳しいことを書いてしまいましたが、前に先生と打ち合わせをした時に頂いたネームは、話の筋が全く通っていない状態だったので、その時に比べれば、良くなっています。新作が中々通らないと、奇をてらった物語を描きたくなる気持ちはよく分かります。ですが、先生の漫画の魅力は、素直で繊細な感情をひたむきに追いかける姿勢にあると思っています。自分は先生の邪道ではなく、王道が見たいです。ですから、もう一度、じっくりと腰を落ち着けて、ご自身の強みと向き合ってください。ラブコメでなくても構いません。先生の個性を存分に発揮した、新しいネームを期待しております。何卒よろしくお願い致します』

　スマホを放り捨てるように床へと滑らせる。

　メールの後半は、涙がにじんでまともに読めなかった。

　でも、これだけは分かる。

（ははは、また、ボツか）

　変な笑いが漏れてくる。

　自嘲と悔しさと不ふ甲が斐いなさを濃縮したような、腐った声がする。

（全部、俺の自己満足か。そうかな。そうなんだろうな）

　編集の指摘は長々と書いてあるけど、要は、俺の出した作品は『気取った描写が多く、あまりにも独りよがりで客観性に欠けている』ということだ。

　そうかもしれない。

　今回のネームは、商業的なことは考えず、勢いに任せて描いた作品だから。

（もちろん、一発でネームが通るなんて、都合のいい期待はしていなかったが……）

　正直、ここまで酷評されるとは思っていなかった。

　自分では最高のネームが出来たと思っていた。

　でも、よく考えれば、当然の結果だ。

　そもそも俺のセンスが正しいならば、こんなに何度もネームを落とされまくるはずがないんだから。

（此方は絶賛してくれたけれど、そうだよな。よく考えたら、彼女は別にプロの編集者でもなんでもないしな）

　此方の感想は、あくまで一読者の意見に過ぎない。

　増してや、彼女は俺のファンなのだ。

　当然、評価も甘くなるだろう。

　それを真に受けた俺が愚かだったのだ。

　もっと割り引いて考えるべきだった。

（なんか、どっと疲れた）

　うつ伏せに倒れるように寝転がる。

　何もやる気が起きない。

　どこかで、気の早い蝉せみが鳴いている。

　まるで、俺みたいだと思った。

　──ガチャガチャガチャ。

　最悪のタイミングで、玄関の方から音がした。

　上体を起こす。

　顔をシャツで拭い、玄関の方を向く。

　俺の失敗は、俺の失敗だ。

　此方が悪い訳じゃない。

　彼女が再登校できたのは素直に喜ばしいことなのだ。

　こちらの個人的な事情で、その慶事に水を差す訳にはいかない。

「おかえり」

　笑顔を作り、努めて明るく言う。

「ただいま」

　此方が、玄関近くの廊下に学生鞄かばんを降ろした。

「遅かったね」

「……ごめん」

　ローファーを脱いで部屋へと上がってきた此方は、俺の所まで歩いてきて、深々と頭を下げた。

「いや、そんなに謝らなくていいんだけど。そりゃ、久々に登校したら、色々あるよね」

　ヘラヘラと笑って言う。

　我ながら、感情のこもってない言葉だ。

「──登校、できなかった」

　此方はそう言うと、目をきつく瞑つぶって、床にへたり込む。

「え？」

「が、学校までは行った。本当に。でも、校門の前で、顔見知りのクラスメイトに話しかけられて、上手うまく返せなくて、それで、足がすくんで。チャイムが鳴って、そしたら、どうしても怖くなって、逃げ出した。──応援してもらったのに、情けなくて、申し訳なくて、昨日は帰ってこれなかった」

　涙声の切々とした告白。

「──そっか、なら、お互い様だね」

　俺は呟つぶやく。

　それは言葉の額面が保証するほど、ポジティブなものではなかった。

　むしろ、暗い喜びのニュアンスを含んだ、粘質なぬかるみだった。

「え？」

「ネーム、だめだった」

　淡々と言った。

「そんな……。あんなにおもしろかったのに」

　彼女の言葉を、今の俺は素直に受け取ることができない。

　むしろ、腹立たしくさえ思ってしまう。

「いや、おもしろくなかったんだ。だから、ボツになったよ。完かん膚ぷないくらいボコボコにされた。──ごめん。此方にもあれだけ協力してもらったのに」

　頭を下げる。

　心から情けない。

　これが今の俺の実力だ。

「私のことは別にいい。私なんて、全然……」

　此方が消え入りそうな声で呟く。

　気まずい沈黙が部屋を支配する。

「……何の意味があったのかな」

　蝉の鳴き声が途切れた頃、俺はぽつりと言った。

「え？」

「此方も学校に行けなくて、俺のネームもボツで……。それなら、俺たちの一ヶ月の監禁生活に、何か意味はあったのかな」

　ただただ空むなしい。

　俺が失敗したとしても、此方が登校できたのなら、まだ救いはあった。

　でも、こんな風に二人とも失敗したんじゃ、この出会いは無意味だ。

　こんなの、ただの負け犬同士の傷の舐なめ合いに過ぎないじゃないか。

　何の生産性も、将来性もない。

「ね、ねえ……」

　此方は何か言いたげに手を伸ばしてくる。

「ごめん。ちょっと、一人にして欲しい」

　俺はそんな彼女に背を向ける。

　刹那、網膜に焼き付く、此方の表情。

　怯おびえる瞳、震える唇。

　彼女は間違いなく、傷ついた顔をしていた。

　でも、それが分かっても、俺は彼女にフォローの言葉一つかけられなかった。

　今は自分の負の感情を抑え込むので精一杯だった。

「……」

　足音が遠ざかっていく。

　ドアが閉まる音がする。

　夕食も取らず、風呂にも入らず、そのまま布団を被かぶった。

　まるで、此方と出会う前の俺に逆戻りした。

　そんな気分だった。







監禁29日目







　朝、目覚めると此方こなたはいなくなっていた。

（どこに行ったんだ？）

　一瞬、視線で彼女を追い求め、首を横に振る。

（って、実家に帰ったのか。──当たり前か。俺の方から、拒絶したんだもんな）

　激しい後悔。

　台所に行って顔を洗う。

　彼女が使っていた歯ブラシがない。

　コップもない。

（私物も持ち帰ったのか）

　蛇口をひねって、両手で水を汲くんで飲む。

　使っていたコップがないのだから仕方がない。

　それどころか、寝袋も、銀のトレイも、高級そうな食器も、挙句の果てにゴミすらも、俺の家から、此方がいた痕跡がきれいさっぱり消え失うせていた。

　もっとも、なくなったのはあくまで彼女の私物だけだ。

　部屋の片隅に置かれた俺のリュックには、ノートパソコンや通帳などの貴重品がそのまま残されていた。

（徹底的だな。──そもそも、本当に、此方なんていう女子高生は存在したのだろうか。俺の妄想上の存在じゃないのか）

　ここまできれいさっぱりなくなると、そんな疑念すら湧いてくる。

（まさか、な。いくら落ち込んでるからって、此方の存在すら疑うなんて、俺はなんて失礼な奴やつなんだ）

　手を振って水を飛ばし、くだらない考えを笑い飛ばす。

　コンビニに朝食でも買いに行こうかと玄関へ足を向ける。

　廊下に腰かけ、左の靴に足を入れたところで、はたと気づく。

（いや、本当に笑い飛ばしていいのか？　冷静に考えたら、有り得ない話ではないよな。──というか、むしろ、此方を俺の妄想と考えた方が、納得のいく事象の方が多い）

　俺が倒れた所に偶然現れ、看病しながら、創作活動の応援をしてくれるファンのＪＫ。

　そんな都合のいい存在が実在するのか？

　妄想と考えた方が自然なんじゃないか？

（でも、妄想なら、俺を包丁で脅したり、監禁したりする必要はないよな。もっと都合よく、俺に奉仕してくれる猫耳メイドとかでもいい訳だろ？）

　玄関の無機質なコンクリートを見つめて考える。

（もしかして、俺の異常な精神状態を反映して……）

　一ヶ月前、俺はかなり頭がおかしくなっていた。

　自覚もしているし、編集からもやんわりと指摘された。

　漫画を描けない切羽詰まった精神状態が、包丁を使った脅迫や、鎖での監禁という形で具現化した。

　そう考えれば、納得できる。

（いやでも、洗濯機とか冷蔵庫は此方が買ったものだし、それは現にこうして存在している訳だし）

　靴を玄関にそろえて、部屋へと戻る。

　感触を確かめるように、冷蔵庫の扉を開けた。

　中に食材はもうほとんどない。

（あ、でも、請求先は俺の口座だ。此方は『私たちの』って言ってたけど、少なくとも名義上は）

　つまり、俺が自分で家電を注文したのではないと示す客観的な証拠はない。

（此方が服を買った店の店員なら、彼女の顔を覚えてるかもしれない。──でも、俺は此方がどこの店に行ったのかなんて知らない。その他のネット通販は全部置き配）

　俺は、自分以外に此方の実在を証言できる人を知らない。

　此方が俺以外の人間と接している場面を見たことさえもない。

（学校に問い合わせれば──って、赤の他人に、在籍生徒の情報なんて教えてくれる訳ないだろ。寝ぼけてるのか？）

　拳を握って、閉じた冷蔵庫の扉を叩たたく。

　痛い。

　まぎれもなく、ここは現実だ。

（此方が妄想なら、そりゃ、俺のネームを誉ほめるよな。だって、全部自画自賛なんだから。編集があれだけ酷評するのも当然だ）

　部屋に戻り、液タブを開く。

　改めて見直してみれば、ひどい出来だ。

　全部俺の独り相撲、当然、独善的なネームにもなる。

　本当は思いつきたくなかった仮説。

　でも、思いついてしまった以上は、なかったことにはできない。

　状況証拠は全て、此方の非存在を裏付けている。

（もし、本当に此方が俺の妄想だとしたら。──もう永遠に会えないのかな）

　最悪の想像が、頭をかすめる。

　心臓が、氷水を浴びせかけられたように冷えていく。

　此方に会えないなんてあり得ない。

　それは嫌だ。

　絶対に嫌だ。

　彼女がもし俺の創り出した幻なのだとしても、俺は彼女に会いたい。

（──どうして俺は会いたいんだ？　なぜ、彼女に執着する？　お礼を言いたい？　それとも、謝りたい？）

　いや、違う。

　創作活動を手伝ってくれたお礼なら、何度も伝えている。

　謝るなら、初めからあんな不ふ貞て腐くされた態度を取らなければよかった。

　そうか。俺は──。

（いつの間にか、此方の存在が俺の中で大きくなっていたんだ）

　気づいてしまった。

　それが、今の素直な気持ち。

　俺はただ、此方にこの想おもいを伝えたい。

　ブルルルル。

　身体からだの震えに呼応するように、スマホが鳴動する。

（ＳＮＳにＤダイレクトＭメツセージ？）

　開く。

　送信者のアカウント名は空白。

　本文はたった二文字。

『遅刻』

　添付されているのは、たった一枚の自撮り写真。

　急いで撮ったのだろう。顔はマスクから下しか写っておらず、しかもちょっとブレている。

　でも、見間違うはずがない。

（此方！　俺の妄想じゃなかった）

　安あん堵どで胸がいっぱいになる。

「ははははははははは、此方、やったな！　登校したんだな！」

　笑って天井を仰ぐ。

　心から嬉うれしい。

　ひょっとしたら、初めて連載を勝ち取ったあの時よりも、晴れがましい気分かもしれない。

（そ、そうだ。返信。早く、急いで俺の想いを伝えるんだ）

　焦ってスワイプを繰り返して、たどたどしい文章を羅列する。

　そのまま、送信をタップする──その寸前、画面１ミリ手前で、人差し指を止めた。

（本当にいいのか？　これで。此方は、きっとものすごい勇気を出して学校に行った。なのに俺は、こんな１タップで済ませるのか？）

　いや、ダメだ。

　それは全力じゃない。

　俺は詩人でも、小説家でもない。

　漫画家だ。
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　伝えるなら、やっぱり漫画しかない。

　それが、俺が此方に示せる、最大限の誠意だ。

　そして、今、描くべき物語は──

（……『女子高生に監禁された漫画家の話』）

　これしかない。

　ネームなんていらない。

　アイデア出しも必要ない。

　思い出は、全部頭の中に詰まってる。

　此方に、言えなかったことと、言いたかったこと、言うべきだったことを、全身全霊をかけて、率直に描くのだ。

　これはただのショート漫画。

　そして、愚かな青年の主張だ。

（そういえば、此方が言ってたっけ）

『よければ、私のことをネタに使って』

　いつかの言葉を思い出す。

　あの時は笑い飛ばしてしまったけれど。

（本当に、言われた通りになったな）

　苦笑して、スマホを置く。

　液タブで、新しい白紙のページを立ち上げた。

　俺にはもう、他に描けることはない。

　でも、それでいい。

　パンドラの箱を開けた最後に、希望は残っていた。







監禁30日目







　昨日は一睡もしなかった。

　そして、今日も眠るつもりはない。

　包丁で脅されてもいないし、鎖に繋つながれてもいない。

　それでも、俺は敢あえて雨戸を閉め切った部屋で液タブと向かい合う。

　此方こなたとの監禁生活が無意味でなかったと証明するために、自分で自分を監禁する。

　朝食を作っている時間すら惜しかったので、水と一緒に生卵を腹に流し込んだ。

　脳とペン先が一体化したような感覚。

　もはや、身体はイメージを具現化する道具に過ぎない。

　辛つらくはない。

　楽しくもない。

　本当に熱中している時は、全てを忘れる。

　描け。

　描け。

　描け。

　今なら胸を張って言える。

　俺は漫画家だ。

　世間から忘れ去られても。

　編集者が認めてくれなくても。

　それでも、漫画家だ。

　此方だけの漫画家だ。







監禁××日目







　一体、何日が経たったのだろう。

　ただひたすらに漫画を描き続けている。

　疲労と睡魔に苛さいなまれ、意識が朦もう朧ろうとする。

　それに呼応するように、二次元で展開される物語はクライマックスに突入し、現実と交差する。

　やがて、完全にリンクする、俺の『今』と、紙面上の『今』。

　都合の良いハッピーエンドにはならない。

　劇的なバッドエンドも用意されていない。

　オチとして成立していない、ただの投げっぱなし。

　もしこの漫画を新人賞に出したならば、間違いなく落選だ。

　物語の最後を締めくくるのは、主人公の惨めで女々しいモノローグ。

『もし許されるならば、もう一度此方こなたに会いたい』

　偽らざる想いを添えて、ペンを置いた。

（できたよ。此方。これが、俺の漫画だ）

　たった一人の大切な存在のために描いた漫画を、彼女のアカウントへ、ＤＭで送りつける。

（此方が読んでくれるかは分からない。読んでも、戻ってきてくれるかも分からない）

　それでも、心は謎の充実感で満たされていた。

（やるべきことはやった。後は、此方次第だ）

　これで想いが伝わらないなら、それはもう仕方ない。

　所詮、俺はその程度の漫画家だったということなのだろう。

　脱力する。

　やがて、地球の重力が増したかのような、強烈なダルさが身体を襲う。

　雑に広げた布団の上に、倒れ込むように身を横たえた。







監禁ＡＺ日







　目を覚ますと、鼻がくっつきそうな距離に美少女の顔があった。

「こ、此方こなた!?　──お、おはよう」

　後頭部に柔らかい感触。

　彼女に膝枕されているのだと気が付いた瞬間、身体からだが硬直する。

「クスッ、もう夜」

　此方が俺の頭を撫なでながら、忍び笑いを漏らす。

「え、そうなんだ。じゃあ、えっと、こ、こんばんは？」

　言い直す。

　そりゃ、さすがに何日も徹夜すれば、こうなるよな。

「うん。こんばんは」

　微笑ほほえみと共に、挨拶を返してくる。

「とにかく、戻ってきてくれて、すごく嬉うれしいよ」

　安あん堵どの息を漏らす。

「そう。──というか、そもそも、私的には、別に出て行ったつもりはなかったし」

　此方は気まずそうに言って、髪を掻かき上げる。

「え、でも、私物が全部なくなってたから」

「ああ、それ。あなたが倒れた時は、緊急だったし、実家から物を調達したんだけど、よくよく考えたら、気持ち悪くなって、全部元の場所に戻した」

「気持ち悪い？」

「うん。実家から持ってきたものだと、親の物を借りてるみたいで落ち着かない。この家に置いていいのは、『私たちの共有財産』だけ」

　両手を合わせて、夢見る乙女のような表情で言う。

「なるほど。そういうことか」

　彼女の理屈に納得するかはともかく、私物を持ち去った訳は理解した。

「そう。でも、結果的には、勘違いしてもらえてよかったかも。だって、そのおかげで、あんなに素敵なプレゼントがもらえた」

　そう言って悪戯いたずらっぽく笑う。

「うん。え、えっと、そう言うってことは、俺の漫画、読んでくれたんだよね？」

　ちょっと目を泳がせながら言った。

　描いてる時は気にならなかったが、睡眠をとって冷静になると、急に恥ずかしくなってきた。

　よく考えたら、俺のやった行為は、いわば誕生日に自作の歌をプレゼントするミュージシャンのような、激ゲキ痛イタ行為じゃないのか。

　もちろん、後悔は全くしてないけど、照れくさいものは照れくさい。

「読んだ」

　目を閉じて、深く頷うなずく。

「そっか。それで、感想は？」

「嬉しかった」

　恍こう惚こつとした表情で呟つぶやいた。

「はは、おもしろかった、じゃなくて？」

「だって、私とあなたの日々、そのままじゃん。他の人ならともかく、私がストーリーとして『おもしろい』と言ったら、嘘うそでしょ」

　困り眉を作ってはにかむ。

「確かに、それもそうだね」

　納得して頷く。

「でも、あなたの気持ちが知れてよかった」

「あ、ああ。俺も、気持ちが伝えられてよかった。──ちょっと、恥ずかしいけどな」

「確かに。実は私をエッチな目で見てたこととかも、分かっちゃったし」

「……ごめんなさい」

　両手で顔を覆う。

　穴があったら入りたい。

　せめて、一回くらいは推すい敲こうしておくんだった。

　あまりにも正直に描きすぎた。

「別にいい」

「え？」

「私をエッチな目で見ても」

　そう言って、俺の両手を横にずらす。

　彼女の瞳が、妖しく光っている。

「い、いいの？」

「いい。もちろん、それ以上のことも」

「は、犯罪だし」

「バレなきゃ犯罪じゃないし」

　こちらをじっと見つめ、顔を近づけてくる。

　俺は目を瞑つぶった。

　ブルルルルルルル。

　瞬間、俺のポケットのスマホが鳴動する。

（空気読んでくれ）

　ブルルルルルルルルルルルルルルルル。

　最初は無視しようとしたが、スマホはしつこく震え続ける。

「出た方がいい」

「う、うん。そうだね」

　上体を起こして、スマホを取り出す。

（二に階かい堂どうさんから？　何の用だ）

　訝いぶかしがりながらも、通話の方へスマホをスワイプした。

『先生！　おめでとうございます！　読み切りでの本誌掲載が決定しました』

「え？　なんのことですか？」

　担当編集からのいきなりの祝福の言葉に、俺は面食らう。

『またまたー、原稿、読みましたよ。『女子高生に監禁された漫画家の話』。これです！　こういうのを求めてたんですよ！　先生の持ち味がよく発揮された素晴らしい作品でした！　中々ネームが通らない漫画家の苦悩のリアリティと、監禁しながらお世話もしてくれるお嬢様女子高生というファンタジーのバランスもちょうど良かったですし。ラブコメなら今の売れ線ですから、こちらとしても推しやすいですしね』

　担当編集が興奮気味にまくしたててくる。今までの塩対応が嘘のようだ。担当編集は漫画に関しては、露骨なほど正直な反応を返してくる人だから、これは本当におもしろいと思ってくれたのだろう。

　というか、ファンタジーじゃなくて、その女子高生は今、目の前にいるんだけど。

「ど、どうも」

　とはいえ、編集に事実をバラして通報されても困るので、話を合わせて適当に頷く。

『はい。それで、とりあえずは、短編読み切りで様子を見る形ですが、読者の反応がよければ、そのまま連載にしたいと思うのですが、構いませんか？』

「は、はい！　よろしくお願いします」

　勢いよく頷く。

　断る理由がなかった。

『よかった！　では、会議が再開されるので、失礼しますね。詳細は後でメールします！』

「はい。ありがとうございます」

　電話越しに頭を下げて、通話を切る。

「おかしいな。俺、ぼーっとして、編集にも原稿を送ってたのか？」

　スマホをポケットにしまい、首を傾かしげる。

「ああ、それ。私があなたの代わりに編集の方に送っておいた。あんなに素晴らしい漫画を、私だけの物にするなんて人類の損失」

　此方は当然のように言った。

「はは、大げさだよ。──でも、此方……。ありがとう」

　深く頭を下げる。

　喉から手が出るほど欲しかったものは、幸運の女神のおかげで、拍子抜けするほどあっさり、俺の所に転がり込んできた。

「大したことない。ファンなら当然」

　此方が誇らしげに胸を張る。

（此方も帰ってきて、漫画家としても光明が見えてきた。こんなに幸せなことがあっていいのだろうか）

　あまりにも都合のいい展開になりすぎて、逆に不安だ。

　……。

　……。

　……。

　ん？　っていうか、待てよ。

「そういえば、此方、どうやって編集のアドレスを知ったんだ？　担当編集はＳＮＳをやってないはずだし、そもそも、此方が送信者になってたら、俺に連絡がくるのはおかしいし」

　腕組みして考え込む。

「え？　編集の方のメールアドレスは、メールを見れば分かる。あなたに連絡が来たのは、あなたのメールアドレスからあなたとして送ったんだから、当然のこと。ふふふ、もしかして、まだ寝ぼけてる？」

　からかうように言ってくる。

「ははは、そうか。俺のアドレスから送ったのか。なら、俺に電話がきて当然だよな」

　俺は此方に釣られたように笑い、そのまま納得しかけ──真顔になる。

　いや、やっぱりどう考えてもおかしい。

「……此方、どうやって、俺のアカウントに入った？　さすがの俺も、メールアカウントのパスワードは誕生日にはしてないぞ」

　メールアドレス自体は『お仕事募集中』の文言と共に、ＳＮＳのプロフィールに公開している。

　だから、此方が知っていても当然だ。

　でも、メールアカウントのパスワードは、Google が自動生成したものだ。

　俺は基本めんどくさがりなので、Google に勧められるがままに作ったランダムパスワードを、ブラウザに保存して使っているのだ。

　というか、四桁の誕生日の数字だけだと、パスワードとしての安全性が低すぎて、登録すらさせてもらえない。

　もっとも、俺のノートパソコンからブラウザを経由すればメールは送れるだろう。でも、出て行く時、此方はちゃんと俺の私物は部屋に残していった。

「それ！　かなり苦労した。あなたは真面目。歩きスマホとかもしないし、外では滅めつ多たにスマホをいじらない。基本的にインドア派で、そもそも買い出しの時くらいしか外に出ないから」

　此方が我が意を得たりとばかりに頷く。

「そうなんだよ。根っからの引きこもりでね」

　彼女の言葉を引き出すために、適当に調子を合わせる。

「でも、毎月28日とりの日だけは別。あのチェーン店のフライドチキン、大好きだもんね。あなたは28日だけはお店で外食をする。だから、その時にスマホをいじる機会もあって、なんとかあなたの指の動きを撮影して、解析することで、パターンロックは解けた。でも、それも肝心のあなたのスマホに触れなければ、意味がない。だから、あなたが本屋でスマホを落とした時は、運命だと思った」

　陶酔したような口調で、此方は早口でまくしたてる。

（俺がスマホを落としてから、彼女が届けてくれるまでには十数分のタイムラグがあった。でも、よく考えたらおかしな話だ。彼女は俺の後ろに並んでいたんだから）

　此方は慌てて俺を追いかけてきてくれたのだとばかり思っていたけど、俺の後ろに彼女が並んでいたのなら、スマホを落とした時にすぐに気づき、その場で拾って返してくれる流れの方が自然だ。

「つまり、あの時に、此方は俺のスマホに侵入し、パスワードを再設定した？　そして、自動保存を使っている俺は、そのことに気づかない」

　パスワードは、画面上では『・・・・・・・・・』のように、隠されて表示される。

　つまり、パスワードの桁数が同じで、別の端末からログインがあった場合の警告などのセキュリティ設定も解除され、なおかつ再設定通知のメールも全て削除されてしまえば、俺が此方にハッキングされたことを知る術はない。

　もちろん、ログイン記録をこまめにチェックしていれば分かったのかもしれない。けど、金銭的な被害もない状況で、いちいちそんなの確認する訳がない。

　だって俺は、銀行の暗証番号を誕生日にしてしまうくらい、迂う闊かつな男なんだから。

「そう！　おかげで、よりあなたの心に近づけた。ＳＮＳを追うだけでは、あなたの表の顔しか分からない。あなたの創作の苦しみと、絶望を理解して、寄り添ってこそ、本当のファン！」

　此方は罪悪感の欠片かけらもない口調で、そう宣言する。

「そこまで俺のことを考えてくれて、嬉うれしいよ」

　内心の同様を押し隠して呟つぶやく。

　引きつる頬ほおを隠すため、思いっきり口角を上げてみせた。

（ちょっと待て。こうなると、話は変わってくるぞ。もしかして、此方は『たまたま俺を見つけて更生させてくれた近所の不器用なファン』ではなく、『隙あらば監禁する機会を狙っていた熱狂的なストーカー』なのか？）

　背筋に走る寒気。

　怖おぞ気け立つ肌。

　きっとこれは、病気由来の症状じゃない。

（つまり、俺は、そのストーカーに、告白同然の漫画を送りつけた。そういうことか）

　吐いた唾は呑のみ込めない。

　覆水は盆に返らない。

　俺が、俺の意思で描いた漫画を、なかったことにはできない。

　感情がぐちゃぐちゃになる。

　此方のおかげで立ち直れた。

　それは事実だし、感謝もしている。

　此方は優しくて、不器用で、努力家で、そんな彼女を魅力的に思っている。

　この想いは嘘うそじゃない。

　でも、その惹ひかれる気持ちと同じくらい、俺は、今、彼女が恐ろしい。

「あっ、そうだ。ご飯、温めてこなきゃ。ここ数日、まともに食べてないでしょ？　体調には気をつけないと。身体からだが資本」

　此方が俺の耳に、唇を寄せて囁ささやく。

「ああ、そうだな。どうしても、一人だと生活リズムが乱れちまうわ」

　心にもない相あい槌づちが口をついて出る。

「ふふふ、ダメじゃん。──でも、安心して。私がついてる」

　そう言って此方が床から拾い上げたのは、二人の絆きずなの証。

　いつか望んだ通りに、チョーカーが再び俺の首を縛いましめる。

　その笑顔は、天使か、悪魔か。

　今の俺には、判断できない。

（これから、一体どうなってしまうのだろう）

　そんな宙ぶらりんの感情を持て余したまま、台所へと向かう此方の背中を見送る。

『女子高生に監禁された漫画家の話』

　そのジャンルは、どうやら未定らしい。
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　初めましての方は初めまして。そうでない方はお久しぶりです。穂ほ積づみ潜もぐりです。

　この度は、『見知らぬ女子高生に監禁された漫画家の話』をお手にとってくださり、まことにありがとうございます。

　多くの皆様がご存じの通り、本作はきただりょうま様がＳＮＳにて連載されておりましたイラスト作品が元となっております。バズりにバズった魅力的な作品のため、「きっとすぐに商業展開されるだろうなあ」と、一読者ながら思っておりましたが、まさかそのノベライズを自分が担当することになるとは、夢にも思いませんでした。

　近日中にきただりょうま様が直接手掛けられるコミックス版も発売されるとのことですが、時期としては本作の発売が先行ということで、重責を感じると共に、大変光栄に思っております。

　私としては此方こなたという妖しくも惹ひかれずにはいられないヒロインの魅力を、全力で表現したつもりですので、その想おもいが読者の皆様にも伝わっていればとても嬉うれしく思います。

　さて、早速ではございますが、ここで関係者の方々への謝辞へと移らせて頂きます。

　まず、原案者であると共に、本作のイラストも担当してくださいました、きただりょうま様に、厚く御礼申し上げます。きただりょうま様がいらっしゃらなければ、本作が存在しなかったことは、言うまでもありません。いつもならば、イラストの素晴らしさを様々な言葉を尽くして説明させて頂くところですが、今回に限っては敢あえて何も申し上げません。カバーイラストの此方を『観みて』ください。私の下手な賛辞よりも、イラストが此方の魅力を雄弁に物語っています。

　そして、次に担当編集者のべーさん様に感謝申し上げます。べーさん様には数多あまたいる作家の中から、この素晴らしい作品に関われる者として抜ばつ擢てきして頂きました。のみならず、未熟な私に的確かつ簡潔な指摘を賜り、本作の完成度を高める過程に大いに貢献してくださいました。これからも何なに卒とぞよろしくお願い致します。

　さらに、本作に携わってくださった全ての方々、なにより、ここまで本作をお読みくださったあなたに、心からの万謝の念を捧ささげます。

　それでは、また次巻でお会いすることができる日を楽しみに、今回はこの辺で失礼致します。


穂積　潜　
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